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本誌は世界最大の奉仕団体ライオンズクラブの地域情報紙です
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第62回 地区年次大会
キャビネット役員退任挨拶
合同アクト（第2Ｒ第2Ｚ･第4Ｒ第2Ｚ）

安部キャビネット初の支部誕生！！
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安部地区ガバナーからガバナーズ・キー を受け取る柏﨑地区ガバナーエレクト（右側）
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ライオンズクラブ国際協会 331-A 地区



キャビネット三役と記念撮影

キャビネット会議で挨拶する杉本元国際理事

代議員総会

挨拶する柏﨑地区ガバナーエレクト

挨拶する安部地区ガバナ̶

挨拶する秋元克広札幌市長

　
第
62
回
地
区
年
次
大
会
が
、５
月
29
日

に
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー
ル
で
約
１
２
０
０
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。安
部
尚
明
地
区
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2015ｰ2016年度 331-A地区 第４回　キャビネット会議第62回 地区年次大会

常
に
知
恵
を
出
し
合
う

　
　
　
　
　
　
　

安
部
内
閣
の
集
大
成
の
日

 
Ｌ
森
　
一 

男

地
区
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
委
員
長

ウ
ィ
・
サ
ー
ブ
・
日
々
・
是
・
獅
子
道
」

　
今
期
最
後
と
な
る

第
４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

会
議
が
、４
月
22
日

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

70
人
が
出
席
し
て
開

か
れ
た
。安
部
尚
明

地
区
ガ
バ
ナ
ー
が「
最

後
な
の
で
名
残
惜
し

い
気
が
し
ま
す
。ゾ
ー

ン・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

地
区
委
員
長
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。第
62
回
年
次

大
会
に
は
、一
人
で
も

多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
出

席
し
て
頂
き
、成
功
さ

せ
た
い
」と
、熱
く
語
っ

た
。

　
続
い
て
、杉
本
忠
夫

元
国
際
理
事
が「
安

部
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ご

　

苦
労
さ
ん
で
し
た
。今
、国
際
理
事
の
選

出
方
法
で
議
論
し
て
お
り
、３
３
１
複
合

は
、一
本
に
絞
り
、他
複
合
と
は
競
合
し
な

い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
事
で
す
。日

本
ラ
イ
オ
ン
ズ
の一
般
社
団
法
人
化
に
つ
い

て
は
、山
田
国
際
会
長
が
今
期
中
に
立
ち

上
げ
る
予
定
で
す
。法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト

は
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
社
会
的
地
位

が
高
ま
り
、財
産
な
ど
が
ク
リ
ア
と
な
り

ま
す
。税
金
面
で
も
軽
減
さ
れ
ま
す
」と

挨
拶
し
た
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
国
際
委
員
・Ｍ
Ｄ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
Ｍ
Ｄ
３
３
１
担
当
の
Ｌ
小
野
寺

眞
悟
が
、特
に
発
言
を
求
め
、「
熊
本
地

震
の
災
害
援
助
交
付
金
を
、国
際
協
会

か
ら
４
月
18
日
に
25
万
㌦
を
出
す
事
に

な
り
ま
し
た
。ゾ
ー
ン・チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
か

ら
各
ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し
て
欲
し
い
が
、善

意
あ
る
行
為
で
寄
付
行
為
を
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
、要
請
し
た
。

　
佐
藤
昌
洋
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
か
ら

は
、「
３
３
１̶

Ａ
地
区
か
ら
は
、熊
本
に

80
万
円
を
拠
出
し
ま
し
た
。札
幌
パ
イ

オ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
は
、４
月
21
日
に
青
少
年
育

成
支
部（
７
人
）を
設
立
し
ま
し
た
。青

少
年
向
け
の
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
ー
を
や
り
ま

す
」と
、話
し
た
。

　
審
議
事
項
に
入
り
、２
０
１
５̶

２
０

　

１
６
年
度
の
地
区
会
計
決
算
報
告
の
次
年

度
審
議
委
譲
の
件
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
４
大
交
付
金
申
請（
５
回
目
）の

件
な
ど
９
件
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、各
委
員
長
か
ら

活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、２
１
０
１
６̶

２
０
１
７
年
度

の
柏
﨑
昭
朗・地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、能

澤
正
明
・
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、

荒
井
喜
和
・
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補

者
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。最
後
に
、１
月
か

ら
３
月
ま
で
に
入
会
し
た
新
人
会
員
39

人
の
内
、13
人
が
出
席
、安
部
地
区
ガ
バ

ナ
ー
か
ら
感
謝
状
、松
下
馨
会
計
が
一
人
一

人
の
胸
に
記
念
の
ピ
ン
を
付
け
、記
念
撮

影
し
た
。そ
の
後
、懇
親
会
が
開
か
れ
、新

人
が「
頑
張
り
ま
す
」と
決
意
を
語
っ
た
。

新
入
会
員
に
感
謝
状
と
ピ
ン
を
贈
呈

熊
本
地
震
に
地
区
か
ら
80
万
円

 

Ｌ
吉 

田
　
英 

則

地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、「
ウ
ィ・サ
ー
ブ・日
・々

是・獅
子
道
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、ラ
イ

オ
ン
ズ
国
際
協
会
設
立
１
０
０
周
年
を
目

前
に
、常
に
知
恵
を
出
し

合
い
、会
員
一
人
一
人
の
意

識
改
革
に
努
め
て
来
た
。

安
部
内
閣
の
集
大
成
の
日

で
あ
る
。午
後
か
ら
の
式

典
の
前
に
、記
念
講
演
会

が
開
か
れ
、日
本
プ
ロ
ゴ
ル

フ
協
会
の
倉
本
昌
弘
会
長

が
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五

輪
の
ゴ
ル
フ
出
場
選
手
の

予
想
、簡
単
な
ゴ
ル
フ
上
達

法
を
披
露
、参
加
者
は
頷

き
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。前

日
の
28
日
は
、青
少
年
育

成
の一
環
と
し
て
、「
ゴ
ル
フ

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ッ
ス
ン
会
」が

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

で
開
か
れ
、小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
12
人
が
参
加
、

プ
ロ
の
指
導
を
受
け
た
。

　

 

年
次
大
会
は
、こ
れ
ま
で
午
前
中
に
代

議
員
会
が
開
か
れ
て
い
た
が
、今
回
は
時

間
短
縮
の
た
め
に
午
後
か
ら
に
な
っ
た
。

代
議
員
総
会
で
は
、次
期
地
区
ガ
バ
ナ

ー
、第
一、第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
各
候
補

者
の
投
票
が
行
わ
れ
た
後
、第
１
か
ら

第
３
分
科
会
に
分
か
れ
て
議
案
審
議
、 

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
が
再
開
さ
れ
、投
票
結
果
が
発

表
さ
れ
た
。出
席
者
２
２
４
票
の
う
ち
、

地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
の
Ｌ
柏
﨑
昭
朗

が
２
０
２
票
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候

補
者
の
Ｌ
能
澤
正
明
が
２
０
８
票
、第
二

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
の
Ｌ
荒
井
喜

和
が
２
１
９
票
で
３
人
と
も
信
任
さ
れ

た
。

　
式
典
が
午
後
２
時
半
か
ら
開
か
れ
、

　

地
区
年
次

大
会
委
員

長
Ｌ
谷
征

輝
が
、
歓

迎
の
挨
拶
、

来
賓
の
秋

元
克
広
札

幌
市
長
が

「
青
少
年

の
健
全
育

成
や
緑
化
事
業
に
力
を
貸
し
て
頂
き
、

敬
意
を
表
し
ま
す
。
２
０
２
６
年
に
は

冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
を
目
指
し

て
お
り
、
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

祝
辞
、
安
井
克
之
国
際
理
事
も
祝
辞
を

述
べ
た
。
　

第
４
回
　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

地
区
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
副
委
員
長



キャビネット三役と記念撮影

キャビネット会議で挨拶する杉本元国際理事

代議員総会

挨拶する柏﨑地区ガバナーエレクト

挨拶する安部地区ガバナ̶

挨拶する秋元克広札幌市長

　
第
62
回
地
区
年
次
大
会
が
、５
月
29
日

に
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー
ル
で
約
１
２
０
０
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。安
部
尚
明
地
区

　

01 Jun.2016

2015ｰ2016年度 331-A地区 第４回　キャビネット会議第62回 地区年次大会

常
に
知
恵
を
出
し
合
う

　
　
　
　
　
　
　

安
部
内
閣
の
集
大
成
の
日

 

Ｌ
森
　
一 

男

地
区
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
委
員
長

ウ
ィ
・
サ
ー
ブ
・
日
々
・
是
・
獅
子
道
」

　
今
期
最
後
と
な
る

第
４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

会
議
が
、４
月
22
日

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

70
人
が
出
席
し
て
開

か
れ
た
。安
部
尚
明

地
区
ガ
バ
ナ
ー
が「
最

後
な
の
で
名
残
惜
し

い
気
が
し
ま
す
。ゾ
ー

ン・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

地
区
委
員
長
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。第
62
回
年
次

大
会
に
は
、一
人
で
も

多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
出

席
し
て
頂
き
、成
功
さ

せ
た
い
」と
、熱
く
語
っ

た
。

　
続
い
て
、杉
本
忠
夫

元
国
際
理
事
が「
安

部
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ご

　

苦
労
さ
ん
で
し
た
。今
、国
際
理
事
の
選

出
方
法
で
議
論
し
て
お
り
、３
３
１
複
合

は
、一
本
に
絞
り
、他
複
合
と
は
競
合
し
な

い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
事
で
す
。日

本
ラ
イ
オ
ン
ズ
の一
般
社
団
法
人
化
に
つ
い

て
は
、山
田
国
際
会
長
が
今
期
中
に
立
ち

上
げ
る
予
定
で
す
。法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト

は
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
社
会
的
地
位

が
高
ま
り
、財
産
な
ど
が
ク
リ
ア
と
な
り

ま
す
。税
金
面
で
も
軽
減
さ
れ
ま
す
」と

挨
拶
し
た
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
国
際
委
員
・Ｍ
Ｄ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
Ｍ
Ｄ
３
３
１
担
当
の
Ｌ
小
野
寺

眞
悟
が
、特
に
発
言
を
求
め
、「
熊
本
地

震
の
災
害
援
助
交
付
金
を
、国
際
協
会

か
ら
４
月
18
日
に
25
万
㌦
を
出
す
事
に

な
り
ま
し
た
。ゾ
ー
ン・チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
か

ら
各
ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し
て
欲
し
い
が
、善

意
あ
る
行
為
で
寄
付
行
為
を
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
、要
請
し
た
。

　
佐
藤
昌
洋
・キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
か
ら

は
、「
３
３
１̶

Ａ
地
区
か
ら
は
、熊
本
に

80
万
円
を
拠
出
し
ま
し
た
。札
幌
パ
イ

オ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
は
、４
月
21
日
に
青
少
年
育

成
支
部（
７
人
）を
設
立
し
ま
し
た
。青

少
年
向
け
の
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
ー
を
や
り
ま

す
」と
、話
し
た
。

　
審
議
事
項
に
入
り
、２
０
１
５̶

２
０

　

１
６
年
度
の
地
区
会
計
決
算
報
告
の
次
年

度
審
議
委
譲
の
件
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
４
大
交
付
金
申
請（
５
回
目
）の

件
な
ど
９
件
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、各
委
員
長
か
ら

活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、２
１
０
１
６̶

２
０
１
７
年
度

の
柏
﨑
昭
朗・地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、能

澤
正
明
・
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、

荒
井
喜
和
・
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補

者
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。最
後
に
、１
月
か

ら
３
月
ま
で
に
入
会
し
た
新
人
会
員
39

人
の
内
、13
人
が
出
席
、安
部
地
区
ガ
バ

ナ
ー
か
ら
感
謝
状
、松
下
馨
会
計
が
一
人
一

人
の
胸
に
記
念
の
ピ
ン
を
付
け
、記
念
撮

影
し
た
。そ
の
後
、懇
親
会
が
開
か
れ
、新

人
が「
頑
張
り
ま
す
」と
決
意
を
語
っ
た
。

新
入
会
員
に
感
謝
状
と
ピ
ン
を
贈
呈

熊
本
地
震
に
地
区
か
ら
80
万
円

 

Ｌ
吉 

田
　
英 

則

地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、「
ウ
ィ・サ
ー
ブ・日
・々

是・獅
子
道
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、ラ
イ

オ
ン
ズ
国
際
協
会
設
立
１
０
０
周
年
を
目

前
に
、常
に
知
恵
を
出
し

合
い
、会
員
一
人
一
人
の
意

識
改
革
に
努
め
て
来
た
。

安
部
内
閣
の
集
大
成
の
日

で
あ
る
。午
後
か
ら
の
式

典
の
前
に
、記
念
講
演
会

が
開
か
れ
、日
本
プ
ロ
ゴ
ル

フ
協
会
の
倉
本
昌
弘
会
長

が
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五

輪
の
ゴ
ル
フ
出
場
選
手
の

予
想
、簡
単
な
ゴ
ル
フ
上
達

法
を
披
露
、参
加
者
は
頷

き
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。前

日
の
28
日
は
、青
少
年
育

成
の一
環
と
し
て
、「
ゴ
ル
フ

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ッ
ス
ン
会
」が

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

で
開
か
れ
、小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
12
人
が
参
加
、

プ
ロ
の
指
導
を
受
け
た
。

　

 

年
次
大
会
は
、こ
れ
ま
で
午
前
中
に
代

議
員
会
が
開
か
れ
て
い
た
が
、今
回
は
時

間
短
縮
の
た
め
に
午
後
か
ら
に
な
っ
た
。

代
議
員
総
会
で
は
、次
期
地
区
ガ
バ
ナ

ー
、第
一、第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
各
候
補

者
の
投
票
が
行
わ
れ
た
後
、第
１
か
ら

第
３
分
科
会
に
分
か
れ
て
議
案
審
議
、 

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
が
再
開
さ
れ
、投
票
結
果
が
発

表
さ
れ
た
。出
席
者
２
２
４
票
の
う
ち
、

地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
の
Ｌ
柏
﨑
昭
朗

が
２
０
２
票
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候

補
者
の
Ｌ
能
澤
正
明
が
２
０
８
票
、第
二

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
の
Ｌ
荒
井
喜

和
が
２
１
９
票
で
３
人
と
も
信
任
さ
れ

た
。

　
式
典
が
午
後
２
時
半
か
ら
開
か
れ
、

　

地
区
年
次

大
会
委
員

長
Ｌ
谷
征

輝
が
、
歓

迎
の
挨
拶
、

来
賓
の
秋

元
克
広
札

幌
市
長
が

「
青
少
年

の
健
全
育

成
や
緑
化
事
業
に
力
を
貸
し
て
頂
き
、

敬
意
を
表
し
ま
す
。
２
０
２
６
年
に
は

冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
を
目
指
し

て
お
り
、
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

祝
辞
、
安
井
克
之
国
際
理
事
も
祝
辞
を

述
べ
た
。
　

第
４
回
　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

地
区
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
副
委
員
長
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日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
の
倉
本
昌
弘
会
長
が
、
29
日
午
前
、
１
時
間
に
亘
っ
て
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
倉
本
会
長
は
、
日
本
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
４
連
覇
、

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
戦
で
い
き
な
り
優
勝
す
る
な
ど
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
シ
ニ
ア
賞

金
王
を
獲
得
、
14
年
か
ら
会
長
を
務
め
て
い
る
。
（
Ｌ
森
　
一
男
）

　

　
私
は
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
強

化
委
員
長
を
し
て

い
ま
す
。
五
輪
の

出
場
選
手
は
、
７

月
12
日
の
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
で
決
ま

り
ま
す
が
、
出
場

枠
は
個
人
戦
の
み

で
60
人
で
す
。
日

本
か
ら
は
15
位
の

松
山
は
確
実
で
す

が
、
あ
と
は
池
田

ぐ
ら
い
だ
と
思

う
。
メ
ジ
ャ
ー
大

会
の
全
英
オ
ー
プ

ン
、
全
米
プ
ロ
ゴ

ル
フ
選
手
権
な
ど

が
あ
り
、
五
輪
ま

で
の
準
備
期
間
を

考
え
る
と
世
界
の

　

一
流
選
手
は
出
場
し
ま
せ
ん
。
選
手
が

決
ま
ら
な
い
と
、
強
化
も
出
来
ま
せ

ん
。

　
女
性
も
何
人
か
出
場
、
メ
ダ
ル
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
20
年
の
東
京
五
輪

に
は
、
昨
日
レ
ッ
ス
ン
し
た
高
校
生

だ
っ
て
出
場
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
界
全
体
が
今
、
衰
退
し
て
お

り
、
五
輪
競
技
と
な
り
人
気
回
復
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
が
上
達
す
る
方
法
で
す
が
、

飛
距
離
は
お
金
で
買
え
ま
す
。
ク
ラ
ブ

が
年
々
進
化
し
て
お
り
、
シ
ャ
フ
ト
が

軽
く
な
っ
た
り
、
ヘ
ッ
ド
の
ス
イ
ー
ト

　

ス
ポ
ッ
ト
も
大
き
く
な
っ
た
。金
を
出
す

と
良
い
ク
ラ
ブ
が
手
に
入
る
。試
打
を
し
、

自
分
に
合
っ
た
の
を
買
う
事
が
大
切
で

す
。試
打
を
す
る
時
は
、ゴ
ル
フ
ウ
エ
ア
ー

を
着
て
、ス
パ
イ
ク
を
履
き
、手
袋
を
着
け

る
。プ
レ
ー
し
て
い
る
気
分
に
な
ら
な
い
と

ダ
メ
で
す
。

　
ス
コ
ア
ー
を
良
く
す
る
に
は
目
標
の
ス

コ
ア
ー
を
ス
コ
ア
ー
ブ
ッ
ク
に
書
き
直
す
事

で
す
。90
が
目
標
な
ら
、パ
ー・プ
レ
ィ
ー
４

の
場
合
、１
プ
ラ
ス
し
て
５
と
書
く
。５
で

上
が
る
と
良
い
と
思
う
と
気
持
ち
が
楽
に

な
り
ま
す
。不
安
や
恐
れ
が
な
い
と
、身

体
に
力
が
入
ら
ず
飛
び
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
帰
り
に
ミ
ケ
ン
に
シ
ワ
を
寄
せ

な
い
で
、ゴ
ル
フ
人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

「
ゴ
ル
フ
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

第62回 地区年次大会第62回 地区年次大会 記念講演会

札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
に
最
優
秀
ク
ラ
ブ
賞

　
安
部
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
年
次
報
告
で
、

「
札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
が
１７
人
入
会
、７

人
が
メ
ン
バ
ー
の
青
少
年
支
部
も
結
成
、

会
員
減
の
中
で
明
る
い
ニュ
ー
ス
で
す
。ゴ

ル
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
ほ
か
、若
手
の
育

成
、女
性
セ
ミ
ナ
ー
も
開
き
、今
後
の
体

制
づ
く
り
に
期
待
出
来
ま
す
。Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

の
献
金
、薬
物
乱
用
防
止
、ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
エ
ス
ト
事
業
に
も
全
力
投
球
し
ま
し

た
。各
ク
ラ
ブ
の
周
年
行
事
、ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
通
し
て
多
く
の
仲
間
と
の
出
会

い
、感
動
が
あ
り
ま
し
た
」と
、感
謝
の
言

葉
を
述
べ
た
。

　
大
会
記
念
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し

て
、東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
ゴ
ル
フ
強

化
基
金
寄
付
金
に

１
０
０
万
円
、日
本

プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
ジ

ュニ
ア
育
成
資
金
と

し
て
30
万
円
、Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
に
も
１
０
０

万
円
を
拠
出
し
た
。

　
引
き
続
き
ア
ワ

ー
ド
の
発
表
が
あ

り
、
国
際
会

長
賞
が
Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
地
区
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
Ｌ
鈴
木
善
一

に
贈
ら
れ
た
。

地
区
最
優
秀

ク
ラ
ブ
に
は
、

会
員
増
強
に

努
め
た
札
幌

パ
イ
オ
ニ
ア
Ｌ

Ｃ
、今
期
新
設
さ
れ
た
特
別
功
労
賞

に
は
パ
イ
オ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
所
属
の
Ｚ
Ｃ

Ｌ
美
田
法
賢
、Ｌ
鈴
木
ら
４
人
に
贈
ら

れ
た
。

　
第
２
部
で
は
、年
次
大
会
ア
ワ
ー
ド

と
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ア
ワ
ー
ド
が
発
表
さ

　

れ
表
彰
さ
れ
た
。73
Ｌ
Ｃ
の
会
長
が
、壇

上
に
勢
ぞ
ろ
い
、安
部
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か

ら
ア
ワ
ー
ド
を
貰

い
、１
年
間
の
活
動

を
噛
み
し
め
て
い

た
。

　
第
３
部
で
は
、ガ

バ
ナ
ー
ズ
・
キ
ー
の

伝
達
が
あ
り
、安
部

地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら

柏
﨑
地
区
ガ
バ

ナ
ー
エ
レ
ク
ト
に
手

渡
さ
れ
、ガ
ッ
チ
リ

握
手
を
し
た
。Ｌ
柏

﨑
は「
身
に
余
る
光

栄
で
す
。73
Ｌ
Ｃ
の

ご
支
援
を
受
け
な

が
ら
、野
生
の
ラ
イ

オ
ン
の
如
く
、熱
意

を
持
っ
て
精
進
し
ま

す
」と
、力
強
く
決

意
を
語
り
、ガ
バ

ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
奉
仕
は
未
来
に
生

き
る
証
」を
発
表
し

た
。
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
エ
レ
ク
ト
の
Ｌ
能
澤
、Ｌ
荒
井
も
決

意
を
述
べ
た
。

　
式
典
の
後
、会
場
を
ロ
イ
ト
ン
札
幌
に

移
し
懇
親
会
が
開
か
れ
、初
の
リ
ジ
ョ
ン

対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
開
か
れ
、和
や
か

な
内
に
閉
会
し
た
。

　　
会
場
の
横
で
は
、道
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
の
献
血
活
動
も
行
わ
れ
、37
Ｌ
Ｃ
か
ら

79
人
が
献
血
し
た
。

倉
本
・
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
が
熱
弁

１
６
年
度
の
地
区
会
計
決
算
報
告
の
次
年

度
審
議
委
譲
の
件
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
４
大
交
付
金
申
請（
５
回
目
）の

件
な
ど
９
件
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、各
委
員
長
か
ら

活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、２
１
０
１
６̶

２
０
１
７
年
度

の
柏
﨑
昭
朗・地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、能

澤
正
明
・
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、

荒
井
喜
和
・
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補

者
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。最
後
に
、１
月
か

ら
３
月
ま
で
に
入
会
し
た
新
人
会
員
39

人
の
内
、13
人
が
出
席
、安
部
地
区
ガ
バ

ナ
ー
か
ら
感
謝
状
、松
下
馨
会
計
が
一
人
一

人
の
胸
に
記
念
の
ピ
ン
を
付
け
、記
念
撮

影
し
た
。そ
の
後
、懇
親
会
が
開
か
れ
、新

人
が「
頑
張
り
ま
す
」と
決
意
を
語
っ
た
。

記念講演会
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昌
弘
会
長
が
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29
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午
前
、
１
時
間
に
亘
っ
て
ユ
ー
モ
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た
っ
ぷ
り
に
熱
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を
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る
っ
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。
倉
本
会
長
は
、
日
本
学
生
ゴ
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フ
選
手
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連
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、

プ
ロ
デ
ビ
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ー
戦
で
い
き
な
り
優
勝
す
る
な
ど
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
シ
ニ
ア
賞

金
王
を
獲
得
、
14
年
か
ら
会
長
を
務
め
て
い
る
。
（
Ｌ
森
　
一
男
）

　

　
私
は
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
強

化
委
員
長
を
し
て

い
ま
す
。
五
輪
の

出
場
選
手
は
、
７

月
12
日
の
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
で
決
ま

り
ま
す
が
、
出
場

枠
は
個
人
戦
の
み

で
60
人
で
す
。
日

本
か
ら
は
15
位
の

松
山
は
確
実
で
す

が
、
あ
と
は
池
田

ぐ
ら
い
だ
と
思

う
。
メ
ジ
ャ
ー
大

会
の
全
英
オ
ー
プ

ン
、
全
米
プ
ロ
ゴ

ル
フ
選
手
権
な
ど

が
あ
り
、
五
輪
ま

で
の
準
備
期
間
を

考
え
る
と
世
界
の

　

一
流
選
手
は
出
場
し
ま
せ
ん
。
選
手
が

決
ま
ら
な
い
と
、
強
化
も
出
来
ま
せ

ん
。

　
女
性
も
何
人
か
出
場
、
メ
ダ
ル
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
20
年
の
東
京
五
輪

に
は
、
昨
日
レ
ッ
ス
ン
し
た
高
校
生

だ
っ
て
出
場
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
界
全
体
が
今
、
衰
退
し
て
お

り
、
五
輪
競
技
と
な
り
人
気
回
復
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
が
上
達
す
る
方
法
で
す
が
、

飛
距
離
は
お
金
で
買
え
ま
す
。
ク
ラ
ブ

が
年
々
進
化
し
て
お
り
、
シ
ャ
フ
ト
が

軽
く
な
っ
た
り
、
ヘ
ッ
ド
の
ス
イ
ー
ト

　

ス
ポ
ッ
ト
も
大
き
く
な
っ
た
。金
を
出
す

と
良
い
ク
ラ
ブ
が
手
に
入
る
。試
打
を
し
、

自
分
に
合
っ
た
の
を
買
う
事
が
大
切
で

す
。試
打
を
す
る
時
は
、ゴ
ル
フ
ウ
エ
ア
ー

を
着
て
、ス
パ
イ
ク
を
履
き
、手
袋
を
着
け

る
。プ
レ
ー
し
て
い
る
気
分
に
な
ら
な
い
と

ダ
メ
で
す
。

　
ス
コ
ア
ー
を
良
く
す
る
に
は
目
標
の
ス

コ
ア
ー
を
ス
コ
ア
ー
ブ
ッ
ク
に
書
き
直
す
事

で
す
。90
が
目
標
な
ら
、パ
ー・プ
レ
ィ
ー
４

の
場
合
、１
プ
ラ
ス
し
て
５
と
書
く
。５
で

上
が
る
と
良
い
と
思
う
と
気
持
ち
が
楽
に

な
り
ま
す
。不
安
や
恐
れ
が
な
い
と
、身

体
に
力
が
入
ら
ず
飛
び
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
帰
り
に
ミ
ケ
ン
に
シ
ワ
を
寄
せ

な
い
で
、ゴ
ル
フ
人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

「
ゴ
ル
フ
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
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Ｃ
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安
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ガ
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ナ
ー
は
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次
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告
で
、

「
札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
が
１７
人
入
会
、７

人
が
メ
ン
バ
ー
の
青
少
年
支
部
も
結
成
、

会
員
減
の
中
で
明
る
い
ニュ
ー
ス
で
す
。ゴ

ル
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
ほ
か
、若
手
の
育

成
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性
セ
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ナ
ー
も
開
き
、今
後
の
体

制
づ
く
り
に
期
待
出
来
ま
す
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Ｃ
Ｉ
Ｆ

の
献
金
、薬
物
乱
用
防
止
、ラ
イ
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ズ

ク
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事
業
に
も
全
力
投
球
し
ま
し

た
。各
ク
ラ
ブ
の
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年
行
事
、ア
ク
テ
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ビ

テ
ィ
を
通
し
て
多
く
の
仲
間
と
の
出
会

い
、感
動
が
あ
り
ま
し
た
」と
、感
謝
の
言

葉
を
述
べ
た
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大
会
記
念
ア
ク
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て
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オ
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ン
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技
ゴ
ル
フ
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化
基
金
寄
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金
に

１
０
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万
円
、日
本

プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
ジ
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ア
育
成
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金
と

し
て
30
万
円
、Ｌ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
に
も
１
０
０

万
円
を
拠
出
し
た
。

　
引
き
続
き
ア
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ド
の
発
表
が
あ

り
、
国
際
会

長
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が
Ｌ
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Ｉ
Ｆ
地
区
コ
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デ
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の
Ｌ
鈴
木
善
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に
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た
。
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優
秀

ク
ラ
ブ
に
は
、

会
員
増
強
に

努
め
た
札
幌

パ
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オ
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ア
Ｌ

Ｃ
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期
新
設
さ
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た
特
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功
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賞

に
は
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ア
Ｌ
Ｃ
所
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の
Ｚ
Ｃ

Ｌ
美
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法
賢
、Ｌ
鈴
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４
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に
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た
。

　
第
２
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で
は
、年
次
大
会
ア
ワ
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ド

と
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ア
ワ
ー
ド
が
発
表
さ

　

れ
表
彰
さ
れ
た
。73
Ｌ
Ｃ
の
会
長
が
、壇

上
に
勢
ぞ
ろ
い
、安
部
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か

ら
ア
ワ
ー
ド
を
貰

い
、１
年
間
の
活
動

を
噛
み
し
め
て
い

た
。

　
第
３
部
で
は
、ガ

バ
ナ
ー
ズ
・
キ
ー
の

伝
達
が
あ
り
、安
部

地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら

柏
﨑
地
区
ガ
バ

ナ
ー
エ
レ
ク
ト
に
手

渡
さ
れ
、ガ
ッ
チ
リ

握
手
を
し
た
。Ｌ
柏

﨑
は「
身
に
余
る
光

栄
で
す
。73
Ｌ
Ｃ
の

ご
支
援
を
受
け
な

が
ら
、野
生
の
ラ
イ

オ
ン
の
如
く
、熱
意

を
持
っ
て
精
進
し
ま

す
」と
、力
強
く
決

意
を
語
り
、ガ
バ

ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
奉
仕
は
未
来
に
生

き
る
証
」を
発
表
し

た
。
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
エ
レ
ク
ト
の
Ｌ
能
澤
、Ｌ
荒
井
も
決

意
を
述
べ
た
。

　
式
典
の
後
、会
場
を
ロ
イ
ト
ン
札
幌
に

移
し
懇
親
会
が
開
か
れ
、初
の
リ
ジ
ョ
ン

対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
開
か
れ
、和
や
か

な
内
に
閉
会
し
た
。

　　
会
場
の
横
で
は
、道
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
の
献
血
活
動
も
行
わ
れ
、37
Ｌ
Ｃ
か
ら

79
人
が
献
血
し
た
。

倉
本
・
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
が
熱
弁

１
６
年
度
の
地
区
会
計
決
算
報
告
の
次
年

度
審
議
委
譲
の
件
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
４
大
交
付
金
申
請（
５
回
目
）の

件
な
ど
９
件
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、各
委
員
長
か
ら

活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、２
１
０
１
６̶

２
０
１
７
年
度

の
柏
﨑
昭
朗・地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、能

澤
正
明
・
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、

荒
井
喜
和
・
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補

者
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。最
後
に
、１
月
か

ら
３
月
ま
で
に
入
会
し
た
新
人
会
員
39

人
の
内
、13
人
が
出
席
、安
部
地
区
ガ
バ

ナ
ー
か
ら
感
謝
状
、松
下
馨
会
計
が
一
人
一

人
の
胸
に
記
念
の
ピ
ン
を
付
け
、記
念
撮

影
し
た
。そ
の
後
、懇
親
会
が
開
か
れ
、新

人
が「
頑
張
り
ま
す
」と
決
意
を
語
っ
た
。

記念講演会
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2015ｰ2016年度 331-A地区 退任挨拶

１
６
年
度
の
地
区
会
計
決
算
報
告
の
次
年

度
審
議
委
譲
の
件
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
４
大
交
付
金
申
請（
５
回
目
）の

件
な
ど
９
件
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、各
委
員
長
か
ら

活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、２
１
０
１
６̶

２
０
１
７
年
度

の
柏
﨑
昭
朗・地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、能

澤
正
明
・
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、

荒
井
喜
和
・
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補

者
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。最
後
に
、１
月
か

ら
３
月
ま
で
に
入
会
し
た
新
人
会
員
39

人
の
内
、13
人
が
出
席
、安
部
地
区
ガ
バ

ナ
ー
か
ら
感
謝
状
、松
下
馨
会
計
が
一
人
一

人
の
胸
に
記
念
の
ピ
ン
を
付
け
、記
念
撮

影
し
た
。そ
の
後
、懇
親
会
が
開
か
れ
、新

人
が「
頑
張
り
ま
す
」と
決
意
を
語
っ
た
。

名 称：（株）アスタ企画（総合広告会社）
住 所：〒062-0041 札幌市豊平区福住1条9丁目7-17
T E L：011-807-8071　F A X：011-807-8072

勤 務 先 L 安 部　尚 明
第1Ｒ第1Ｚ

札幌赤レンガライオンズクラブ

T a k a a k i  A b e

■ライオン歴
札幌クラークライオンズクラブ チャーターメンバー
札幌時計台ライオンズクラブ結成 トランスファーメンバー
札幌時計台ライオンズクラブ 幹事
札幌時計台ライオンズクラブ 第6代会長
331-A 地区 第2リジョン第2ゾーン ゾーン･チェアマン
331-A 地区 第36回地区年次大会 大会事務局長
331-A 地区 第2リジョン リジョン･チェアマン
331-A 地区 キャビネット幹事
331複合地区 ガバナー協議会 事務局運営委員会委員長
331複合地区 ガバナー協議会 国際大会委員長
札幌赤レンガライオンズクラブ結成
札幌赤レンガライオンズクラブ チャーターナイト実行委員長
札幌赤レンガライオンズクラブ 第2代会長
331-A 地区第二副地区ガバナー（2013年ｰ2014年度）
地区長期計画リサーチ、アラート委員会副委員長
331複合地区 長期計画リサーチ委員
331-A 地区 第一副地区ガバナー（2014年ｰ2015年度）
331複合地区 長期計画リサーチ副委員長

1 月
9 月
7 月
7 月
7 月
7 月
7 月
7 月

7 月
2 月
4 月
7 月
7 月

7 月

1975年
1979年
1980年
1984年
1986年
1989年
1992年
1994年

1995年
2004年
2004年
2005年
2013年

2014年

■ガバナースローガン

2017年には100周年を迎えるライオンズ。今こそ知恵を出し合う時だと思
います。新しいものと、古いものとの調和をはかり、社会全体が変わればその
時代に見合った運営･活動など、社会奉仕の重要性を認識し、クラブも会員
も意識改革をしていく必要があると考えます。私のスローガンは｢字｣のごと
しであり、ライオンマンとして会員相互の和と、お互いにマナーと秩序を大
切にし、常に反省を忘れず、常に考え、常に工夫努力し、情熱をもって変化す
る未来に向かって、社会奉仕をしていかなければならないと思い｢ウィ･サー
ブ･日々･是･獅子道｣としました。

　
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け

昨
年（
２
０
１
５
年
）６
月
22
日
よ
り
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
の
世
界
大
会
に
お
い
て
、

３
３
１̶

Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
任
命
を
受
け
ま
し
た
。日
本
で
２
人
目
の

山
田
實
紘
国
際
会
長
が
34
年
ぶ
り
に
誕
生
し
た
時
の
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
光
栄
で

あ
り
大
変
う
れ
し
く
感
じ
た
所
で
あ
り
ま
す
。

　
山
田
實
紘
国
際
会
長
の
テ
ー
マ
は「
命
の
尊
厳
と
和
」で
あ
り
ま
す
。命
の
尊

厳
に
重
点
を
置
き
、和
を
も
っ
て
世
界
平
和
を
目
指
す
世
界
最
小
の
姉
羽
鶴
が

氷
点
下
30
℃
の
過
酷
な
環
境
下
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
上
空
を
越
え
て
い
く
互
い
の

命
を
尊
重
し
、和
と
心
を
持
つ
事
の
大
切
さ
を
、我
々
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

ま
た「
日
本
は
ひ
と
つ
」の
合
言
葉
で
ラ
イ
オ
ン
ズ一
丸
と
な
っ
て
進
化
を
発
揮

し
、会
員
維
持
増
強
、女
性
会
員
、若
手
育
成
、質
の
向
上
に
全
力
を
上
げ
よ
う

と
の
事
で
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
今
、ラ
イ
オ
ン
ズ
の
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。特
に
北
海
道
は
全
国
の
中
で
も
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。３
３
１̶

Ａ
地
区
と
し
て
山
田
實
紘
国
際
会
長
の
理
念
、目
標
を

達
成
す
る
事
が
出
来
ず
、私
の
力
不
足
で
あ
り
、大
変
残
念
に
終
わ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。し
か
し
、ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
私
の
基
本
方
針
で
あ
る
会
員
維
持
、

増
強
、事
業
資
金
獲
得
事
業
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
関
連
、そ
し
て
各
事
業
委
員
会
、73
ク

ラ
ブ
の
皆
様
が
ご
理
解
を
戴
き
、ご
努
力
、ご
協
力
戴
き
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の一
年
ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム
、Ｚ
Ｃ
、地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、各
委
員
会

に
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
事
、心
よ
り
重
ね
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。ガ
バ
ナ
ー
就
任
以
来
、周
年
行
事
、数
々
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、ク
ラ
ブ
訪
問
な

ど
参
加
さ
せ
て
戴
き
、多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、時
に
は
盃
を
交
わ
し
、素
晴
ら

し
い
感
動
が
あ
り
、大
き
な
財
産
を
得
た
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
ま
た
私
を
支
え
て
く
れ
た
Ｌ
佐
藤
幹
事
、Ｌ
松
下
会
計
、Ｌ
河
原
事
務
局
長

に
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
３
３
１̶

Ａ
地
区
73
ク
ラ
ブ
の
益
々
の
ご
繁
栄
、ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご

健
勝
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。 退

任
の
ご
挨
拶

73クラブに心より感謝！

｢ウィ･サーブ･日々･是･獅子道｣
２
０
１
５ｰ

２
０
１
６
年
度 

３
３
１̶

Ａ
地
区

地
区
ガ
バ
ナ
ー

L 佐 藤　昌 洋

札幌赤レンガライオンズクラブ

キャビネット幹事

　昨年6月、第98回国際大会終了時に、地区幹事という大役の
任命を受け、不安のうちに一年が過ぎました。安部ガバナーの
「ウィ･サーブ・日々 ・是・獅子道」のスローガンのもと、四つの基本
方針に向かってキャビネット運営を行ってまいりましたが、ＺＣ初め
多くの皆様にご無理なお願いを数 し々ましたが、ご協力頂き本当
に有難うございました。何とか無事に安部丸も福岡の港に着く事
が出来る事は、キャビネット役員初め会員の皆様のご理解とご協
力のおかげです。心より感謝申し上げます。
　ガバナー公式訪問では、各リジョンから温かいおもてなしを頂き
感謝しました。又各クラブの周年や奉仕活動にもお招き頂きそれ
ぞれの地域に根ざした奉仕を目のあたりにし、奉仕を継続するこ
との大切さを肌で感じました。
　今後は、この一年間の経験を生かし、会員同士の絆を大切に
し、会員の一人として微力ですがクラブの発展、地域の奉仕活
動、又Ａ地区の発展に尽くす所存でございます。
　結びに、全クラブの発展と皆様のご健勝を祈念申し上げ、退任
の挨拶とさせて頂きます。

株式会社ベストユニティ
代表取締役 

〒006-0841　
札幌市手稲区曙11条2丁目3-20　
TEL011-695-7200　
FAX011-695-7201

さ と う 　 　 　 　 　  ま さ ひ ろ

L 河 原　博 之

札幌赤レンガライオンズクラブ

キャビネット事務局長

　３３１-Ａ地区の会員皆様には日頃からキャビネット運営に
甚大なるご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　「ウイ・サーブ・日 ・々是・獅子道」安部尚明ガバナース
ローガンのもと微力ではありましたが、１年間を駆け足で過
ごしてきました。
　会員増強・魅力あるアクティビティー・クラブ運営などお
願いごとばかりの１年でした。
　各クラブの皆様が常日頃地道に継続して行っている地
域に根差した活動をされていることを知り大変感銘を受け
ました。
　特に４・５・６リジョンのクラブの方々は人口減少という
厳しい環境のもとのクラブ運営は大いに称賛されるものと
思います。
　語りつくせぬ感謝の気持ちと、皆様のご支援ご尽力に
深く御礼申し上げ、退任のあいさつといたします。

マルケイ河原ボーリング有限会社
代表取締役
〒003-0006  
札幌市白石区東札幌6条2丁目3-30
TEL011-811-1027  
FAX011-811-1849

か わ は ら 　 　 　 　 　 ひ ろ ゆ き

L 松 下　　 馨

札幌赤レンガライオンズクラブ

キャビネット会計

　Ｌ安部ガバナーのスローガン「ウィ･サーブ・日 ・々是・
獅子道」4つの基本方針①会員維持、増強　②事業資金
獲得しての事業　③強い意志を持つ若年育成　④Ｌ
ＣＩＦ関連のもと地区運営活動を行い一年の任期を終
えようとしております。
　諸先輩ライオン、キャビネット役員の皆様、各クラブ
会長、幹事の皆様のご指導・ご協力により、キャビネット
会計の任務を遂行出来、そして終えようとしておりま
す。
　この一年間の様々な経験、ご指導、ご協力に深く感謝
し、心より御礼申し上げ退任の挨拶と致します。　

コンフォート桑園 
マンション経営 

〒007-0865　
札幌市東区伏古5条2丁目2-27　
TEL011-783-0082　
FAX011-783-0082

ま つ し た 　 　 　 　 　 　 　 か お る
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2015ｰ2016年度 331-A地区 退任挨拶

１
６
年
度
の
地
区
会
計
決
算
報
告
の
次
年

度
審
議
委
譲
の
件
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
４
大
交
付
金
申
請（
５
回
目
）の

件
な
ど
９
件
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、各
委
員
長
か
ら

活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、２
１
０
１
６̶

２
０
１
７
年
度

の
柏
﨑
昭
朗・地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、能

澤
正
明
・
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
、

荒
井
喜
和
・
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補

者
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。最
後
に
、１
月
か

ら
３
月
ま
で
に
入
会
し
た
新
人
会
員
39

人
の
内
、13
人
が
出
席
、安
部
地
区
ガ
バ

ナ
ー
か
ら
感
謝
状
、松
下
馨
会
計
が
一
人
一

人
の
胸
に
記
念
の
ピ
ン
を
付
け
、記
念
撮

影
し
た
。そ
の
後
、懇
親
会
が
開
か
れ
、新

人
が「
頑
張
り
ま
す
」と
決
意
を
語
っ
た
。

名 称：（株）アスタ企画（総合広告会社）
住 所：〒062-0041 札幌市豊平区福住1条9丁目7-17
T E L：011-807-8071　F A X：011-807-8072

勤 務 先 L 安 部　尚 明
第1Ｒ第1Ｚ

札幌赤レンガライオンズクラブ

T a k a a k i  A b e

■ライオン歴
札幌クラークライオンズクラブ チャーターメンバー
札幌時計台ライオンズクラブ結成 トランスファーメンバー
札幌時計台ライオンズクラブ 幹事
札幌時計台ライオンズクラブ 第6代会長
331-A 地区 第2リジョン第2ゾーン ゾーン･チェアマン
331-A 地区 第36回地区年次大会 大会事務局長
331-A 地区 第2リジョン リジョン･チェアマン
331-A 地区 キャビネット幹事
331複合地区 ガバナー協議会 事務局運営委員会委員長
331複合地区 ガバナー協議会 国際大会委員長
札幌赤レンガライオンズクラブ結成
札幌赤レンガライオンズクラブ チャーターナイト実行委員長
札幌赤レンガライオンズクラブ 第2代会長
331-A 地区第二副地区ガバナー（2013年ｰ2014年度）
地区長期計画リサーチ、アラート委員会副委員長
331複合地区 長期計画リサーチ委員
331-A 地区 第一副地区ガバナー（2014年ｰ2015年度）
331複合地区 長期計画リサーチ副委員長

1 月
9 月
7 月
7 月
7 月
7 月
7 月
7 月

7 月
2 月
4 月
7 月
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■ガバナースローガン

2017年には100周年を迎えるライオンズ。今こそ知恵を出し合う時だと思
います。新しいものと、古いものとの調和をはかり、社会全体が変わればその
時代に見合った運営･活動など、社会奉仕の重要性を認識し、クラブも会員
も意識改革をしていく必要があると考えます。私のスローガンは｢字｣のごと
しであり、ライオンマンとして会員相互の和と、お互いにマナーと秩序を大
切にし、常に反省を忘れず、常に考え、常に工夫努力し、情熱をもって変化す
る未来に向かって、社会奉仕をしていかなければならないと思い｢ウィ･サー
ブ･日々･是･獅子道｣としました。

　
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け

昨
年（
２
０
１
５
年
）６
月
22
日
よ
り
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
の
世
界
大
会
に
お
い
て
、

３
３
１̶

Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
任
命
を
受
け
ま
し
た
。日
本
で
２
人
目
の

山
田
實
紘
国
際
会
長
が
34
年
ぶ
り
に
誕
生
し
た
時
の
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
光
栄
で

あ
り
大
変
う
れ
し
く
感
じ
た
所
で
あ
り
ま
す
。

　
山
田
實
紘
国
際
会
長
の
テ
ー
マ
は「
命
の
尊
厳
と
和
」で
あ
り
ま
す
。命
の
尊

厳
に
重
点
を
置
き
、和
を
も
っ
て
世
界
平
和
を
目
指
す
世
界
最
小
の
姉
羽
鶴
が

氷
点
下
30
℃
の
過
酷
な
環
境
下
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
上
空
を
越
え
て
い
く
互
い
の

命
を
尊
重
し
、和
と
心
を
持
つ
事
の
大
切
さ
を
、我
々
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

ま
た「
日
本
は
ひ
と
つ
」の
合
言
葉
で
ラ
イ
オ
ン
ズ一
丸
と
な
っ
て
進
化
を
発
揮

し
、会
員
維
持
増
強
、女
性
会
員
、若
手
育
成
、質
の
向
上
に
全
力
を
上
げ
よ
う

と
の
事
で
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
今
、ラ
イ
オ
ン
ズ
の
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。特
に
北
海
道
は
全
国
の
中
で
も
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。３
３
１̶

Ａ
地
区
と
し
て
山
田
實
紘
国
際
会
長
の
理
念
、目
標
を

達
成
す
る
事
が
出
来
ず
、私
の
力
不
足
で
あ
り
、大
変
残
念
に
終
わ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。し
か
し
、ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
私
の
基
本
方
針
で
あ
る
会
員
維
持
、

増
強
、事
業
資
金
獲
得
事
業
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
関
連
、そ
し
て
各
事
業
委
員
会
、73
ク

ラ
ブ
の
皆
様
が
ご
理
解
を
戴
き
、ご
努
力
、ご
協
力
戴
き
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の一
年
ガ
バ
ナ
ー
チ
ー
ム
、Ｚ
Ｃ
、地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、各
委
員
会

に
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
事
、心
よ
り
重
ね
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。ガ
バ
ナ
ー
就
任
以
来
、周
年
行
事
、数
々
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、ク
ラ
ブ
訪
問
な

ど
参
加
さ
せ
て
戴
き
、多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、時
に
は
盃
を
交
わ
し
、素
晴
ら

し
い
感
動
が
あ
り
、大
き
な
財
産
を
得
た
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
ま
た
私
を
支
え
て
く
れ
た
Ｌ
佐
藤
幹
事
、Ｌ
松
下
会
計
、Ｌ
河
原
事
務
局
長

に
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
３
３
１̶

Ａ
地
区
73
ク
ラ
ブ
の
益
々
の
ご
繁
栄
、ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご

健
勝
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。 退

任
の
ご
挨
拶

73クラブに心より感謝！

｢ウィ･サーブ･日々･是･獅子道｣
２
０
１
５ｰ

２
０
１
６
年
度 

３
３
１̶

Ａ
地
区

地
区
ガ
バ
ナ
ー

L 佐 藤　昌 洋

札幌赤レンガライオンズクラブ

キャビネット幹事

　昨年6月、第98回国際大会終了時に、地区幹事という大役の
任命を受け、不安のうちに一年が過ぎました。安部ガバナーの
「ウィ･サーブ・日々 ・是・獅子道」のスローガンのもと、四つの基本
方針に向かってキャビネット運営を行ってまいりましたが、ＺＣ初め
多くの皆様にご無理なお願いを数 し々ましたが、ご協力頂き本当
に有難うございました。何とか無事に安部丸も福岡の港に着く事
が出来る事は、キャビネット役員初め会員の皆様のご理解とご協
力のおかげです。心より感謝申し上げます。
　ガバナー公式訪問では、各リジョンから温かいおもてなしを頂き
感謝しました。又各クラブの周年や奉仕活動にもお招き頂きそれ
ぞれの地域に根ざした奉仕を目のあたりにし、奉仕を継続するこ
との大切さを肌で感じました。
　今後は、この一年間の経験を生かし、会員同士の絆を大切に
し、会員の一人として微力ですがクラブの発展、地域の奉仕活
動、又Ａ地区の発展に尽くす所存でございます。
　結びに、全クラブの発展と皆様のご健勝を祈念申し上げ、退任
の挨拶とさせて頂きます。

株式会社ベストユニティ
代表取締役 

〒006-0841　
札幌市手稲区曙11条2丁目3-20　
TEL011-695-7200　
FAX011-695-7201

さ と う 　 　 　 　 　  ま さ ひ ろ

L 河 原　博 之

札幌赤レンガライオンズクラブ

キャビネット事務局長

　３３１-Ａ地区の会員皆様には日頃からキャビネット運営に
甚大なるご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　「ウイ・サーブ・日 ・々是・獅子道」安部尚明ガバナース
ローガンのもと微力ではありましたが、１年間を駆け足で過
ごしてきました。
　会員増強・魅力あるアクティビティー・クラブ運営などお
願いごとばかりの１年でした。
　各クラブの皆様が常日頃地道に継続して行っている地
域に根差した活動をされていることを知り大変感銘を受け
ました。
　特に４・５・６リジョンのクラブの方々は人口減少という
厳しい環境のもとのクラブ運営は大いに称賛されるものと
思います。
　語りつくせぬ感謝の気持ちと、皆様のご支援ご尽力に
深く御礼申し上げ、退任のあいさつといたします。

マルケイ河原ボーリング有限会社
代表取締役
〒003-0006  
札幌市白石区東札幌6条2丁目3-30
TEL011-811-1027  
FAX011-811-1849

か わ は ら 　 　 　 　 　 ひ ろ ゆ き

L 松 下　　 馨

札幌赤レンガライオンズクラブ

キャビネット会計

　Ｌ安部ガバナーのスローガン「ウィ･サーブ・日 ・々是・
獅子道」4つの基本方針①会員維持、増強　②事業資金
獲得しての事業　③強い意志を持つ若年育成　④Ｌ
ＣＩＦ関連のもと地区運営活動を行い一年の任期を終
えようとしております。
　諸先輩ライオン、キャビネット役員の皆様、各クラブ
会長、幹事の皆様のご指導・ご協力により、キャビネット
会計の任務を遂行出来、そして終えようとしておりま
す。
　この一年間の様々な経験、ご指導、ご協力に深く感謝
し、心より御礼申し上げ退任の挨拶と致します。　

コンフォート桑園 
マンション経営 

〒007-0865　
札幌市東区伏古5条2丁目2-27　
TEL011-783-0082　
FAX011-783-0082

ま つ し た 　 　 　 　 　 　 　 か お る
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2015ｰ2016年度 331-A地区 退任挨拶

　皆様のご協力に支えられながら何とか1年間ゾーン・
チェアパーソンとしての役割を務めることができました。振り
返って一番の思い出は3R1Zの5クラブ合同で行ったACT
「みんなで見つけよう、仕事探検教室！」です。小学校で行っ
たキャリア授業ですが、私にとっては全てが初めての経験
でしたので準備段階から悪戦苦闘、3R1Zの会長を始め会
員の皆様のご協力により何度も会議を重ねた末に無事開
催にこぎつけることができました。今、3R1Zの団結力を改め
て誇りに感じています。あっという間の1年ではありました
が、安部ガバナーを始めキャビネット役員の皆様のこれまで
の暖かいご指導に深く感謝致しますとともに、皆様方のご
健勝とご多幸、各クラブのご繁栄をご祈念申し上げて、私
の退任挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

　アーッと言う間の一年間、果たしてゾーン内のクラブに役
に立ったのかどうかサッパリ判らない間に任期満了、私の
力不足の為で他クラブには大変申し訳ない気持ちで一杯
です。
　キャビネット会議につぐ諮問委員会、ガバナーの方針を
的確に伝えたかどうか、ゾーン・チェアパーソンとしての仕
事が出来たかどうか自信は全くありません。
　「井の中の蛙大海を知らず」だったのが少しはライオンズ
と言う世間を知ることになり、又、十二名のゾーン・チェア
パーソンと知り合いになり、これからのライオンズ活動の糧に
なればこれ以上の幸せはないと自分に言い聞かせて、これ
からの奉仕活動に邁進して行きたいと思っています。
　第３Ｒ第２Ｚのクラブ役員並びに会員の皆さん一年間本
当に有難うございました。心より感謝申しあげ、最後に色々
とお世話になりましたキャビネット構成員の皆様にもお礼を
申しあげ、ご挨拶といたします。

　安部ガバナーのご指導のもと、ゾーンクラブ会長

ライオンはじめ、役員、メンバー皆様のご協力をい

ただき、何とか務めを果たせたと感じております。

　誠に有り難うございました。

　次世代へ繋ぐ奉仕活動をめざし、今後も精進し

てまいります。

　第４Ｒ第１Ｚ　ゾーン・チェアパーソンを退任するにあたり
一言ご挨拶申し上げます。
　今期「ウィ・サーブ・日々 ・是・獅子道」をスローガンとして、
４つの重点事業と活動方針を明示されました。安部尚明ガ
バナーのもと、ゾーン・チェアパーソンを務めて参りました。
特にキャビネット会議、セミナー、研修会等に数多く出席す
ることができ、改めてライオンズクラブの原点を再確認する
事が出来ました。
　また、ゾーン内各クラブの皆様には、ご理解、ご協力をい
ただき、ガバナーの基本方針の推進に少しは役立ったのか
なと思っております。微力ながら役職を果たせたとすれば、
キャビネット役員の皆様方、ゾーン内各クラブ会長を始めと
するクラブ役員及び、メンバーの皆様のお陰です。心から
感謝申し上げます。
　最後に、各クラブのますますのご発展と、会員の皆様の
ご健勝をご祈念致しまして、退任の挨拶とさせていただき
ます。

　第１Ｒ・第１Ｚの各クラブ会員の皆様、１年間に渡るご支
援、誠に有難うございました。３４年振りの国際会長を支える
べく立ち上がった安部ガバナーを勇気づけ、ガバナー方針を
一歩ずつ着実に前進させようと、様 な々無理難題を申し上げ
大変申し訳なく思っています。
　クラブ訪問ではこれぞライオンズクラブといえるアクティ
ビテイ・例会・会員相互の和といったものを垣間見た感じが
します。
　各クラブにそれぞれの得意分野が有り、毎年ひと工夫を
重ねつつ、今日、更なるレベルに到達した事がうかがえます。
　アクティビテイに参加されている会員の方々は、どなたも動
きがスムーズで自然体である事に深い感動を覚えました。
　ゾーンの７クラブ各々の長所を相互に吸収し合えたら、一
層の発展が見通せると思います。
　皆様のご協力に感謝申し上げつつ、今後益々の発展を祈
念いたします。
　有難うございました。

　１Ｒ２Ｚのゾーン・チェアパーソンのＬ．榊田です。この一年
間、安部ガバナーはじめキャビネット役員の皆様、キャビネッ
ト事務局様、各クラブの会長様や会員の皆様に支えられて
役職を務めることが出来ました。厚く感謝申し上げます。就
任当初は大役に緊張致しましたが、アクティビティや例会の
訪問時に各クラブの皆様に温かく迎えられ、声を掛けられ
る度に緊張も解れてまいりました。その中で、ゾーンチェア
パーソンはゾーン内のクラブの状況を把握する事が大事な
職務と感じました。各クラブがどのようなアクティビティをして
いるか、どのような例会をしているかを、この目で直接、見る
ことが出来たのは貴重な経験でした。これからは、この貴重
な経験をもとに、ライオンズクラブ活動に更に精進したいと
思います。また何処かでお顔を合わせた時には宜しくお願
い致します。最後にもう一度、皆様、本当にありがとうござい
ました。

　この1年間はとても勉強になりました。
安部ガバナーはもちろん佐藤キャビネット幹事や松下キャビ
ネット会計、またキャビネット役員の方々や元ガバナーの皆さ
まに温かく支えられ、私のやりたい事相談に乗って頂きご意
見頂きすべて実行することが出来ました。
　まずは、第2リジョン第2ゾーン8クラブ合同資金獲得ボウ
リング大会。獲得金額目標や獲得資金をLCIFへ献金し、
献血も予定人数オーバー、さらに参加して頂いたライオン
方々や一般の方目標人数400名オーバーと本当に用意時
間無い中大変でしたが8クラブ会長様などに助けられ実現
できて良かったです。また個人的には会員純増27名と小野
寺元ガバナーにご指導頂き支部の結成等こんな経験普段
じゃ出来ません。
　最後に、皆様のご指導ご協力に感謝申し上げますと共
に、ご多幸をお祈り申し上げご挨拶とさせて頂きます。1年
間本当にありがとうございました。

　今期、ゾーン・チェアパーソンのお役を拝命したもの
の体調を崩してしまいその大半を、第２Ｒ第２ＺのＬ美
田法賢ゾーン・チェアパーソンにお任せする結果となり
大変申し訳なく感じております。ＺＣ訪問例会までには
復帰の見通しでしたがこれも叶わず、地区ＰＲ・ゾーン
委員単独での訪問とさせて頂き、クラブ様には大変ご
心配をおかけし失礼致しました。
　半年以上の入院生活の中で、改めてライオンズクラ
ブの友愛と信頼を感じ得られ、復帰後は更に奉仕活動
に意欲を固める覚悟でおります。331－Ａ地区が今後ま
すます発展していくことを願いお礼の挨拶と致します。

L 塩 原　秀 雄

札幌創成ライオンズクラブ

第１Ｒ・第１Ｚ
ゾーン・チェアパーソン

ソニー生命保険株式会社
ライフプランナー
〒064-0820
札幌市中央区大通西9丁目　
TEL011-251-6168　
FAX011-712-0378

し お は ら 　 　 　 　 　  ひ で お

L 田 中　義 一

札幌南ライオンズクラブ

有限会社札藤商事
代表
〒061-2282
札幌市南区藤野2条3丁目2-15　
TEL011-591-8777
FAX011-591-8795

た な か 　 　 　 　 　  よ し か ず

L 榊 田　　 薫

札幌あさひライオンズクラブ

土地家屋調査士合同事務所（LBI）
代表 
〒062-0922
札幌市豊平区中の島2条4丁目3-19-111　
TEL011-817-2211　
FAX011-817-0088

さ か き だ 　 　 　 　 　 　 　 か お る

L 美 田　法 賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

エムズ・インダストリー株式会社
代表取締役 
〒007-0834
札幌市東区北34条東5丁目3-16　
TEL011-733-6404
FAX011-733-6403

み た 　 　 　 　 　 　 の り か た

第2Ｒ・第1Ｚ
ゾーン・チェアパーソン

第1Ｒ・第2Ｚ
ゾーン・チェアパーソン

第2Ｒ・第2Ｚ
ゾーン・チェアパーソン

L 佐 藤　   修

札幌ポプラライオンズクラブ

第3R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

佐藤修税理士事務所 所長

〒064-0822
札幌市中央区北2条西20丁目1-12
佐々木ビル1F
TEL011-643-3616
FAX011-643-3617

さ と う 　 　 　 　 　      お さ む

L 松 本　忠 彦

岩見沢ライオンズクラブ

株式会社文明堂
代表取締役会長 
〒068-0029
岩見沢市9条西1丁目　
TEL0126-22-4333
FAX0126-22-5370

ま つ も と 　 　 　 　   た だ ひ こ

L 松 村　芳 明

札幌はまなすライオンズクラブ

松村印刷株式会社　
代表取締役 
〒001-0032
札幌市北区北32条西5丁目1-23　
TEL011-736-3378　
FAX011-736-3379

ま つ む ら 　 　 　 　   よ し あ き

L 高 橋　宗 瑛

由仁ライオンズクラブ

本覚寺　住職 

〒069-1207　
夕張郡由仁町馬追97　
TEL0123-83-2209　
FAX0123-83-4050

た か は し 　        し ゅ う え い

第4R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

第3R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

第4R第2Z
ゾーン・チェアパーソン
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2015ｰ2016年度 331-A地区 退任挨拶

　皆様のご協力に支えられながら何とか1年間ゾーン・
チェアパーソンとしての役割を務めることができました。振り
返って一番の思い出は3R1Zの5クラブ合同で行ったACT
「みんなで見つけよう、仕事探検教室！」です。小学校で行っ
たキャリア授業ですが、私にとっては全てが初めての経験
でしたので準備段階から悪戦苦闘、3R1Zの会長を始め会
員の皆様のご協力により何度も会議を重ねた末に無事開
催にこぎつけることができました。今、3R1Zの団結力を改め
て誇りに感じています。あっという間の1年ではありました
が、安部ガバナーを始めキャビネット役員の皆様のこれまで
の暖かいご指導に深く感謝致しますとともに、皆様方のご
健勝とご多幸、各クラブのご繁栄をご祈念申し上げて、私
の退任挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

　アーッと言う間の一年間、果たしてゾーン内のクラブに役
に立ったのかどうかサッパリ判らない間に任期満了、私の
力不足の為で他クラブには大変申し訳ない気持ちで一杯
です。
　キャビネット会議につぐ諮問委員会、ガバナーの方針を
的確に伝えたかどうか、ゾーン・チェアパーソンとしての仕
事が出来たかどうか自信は全くありません。
　「井の中の蛙大海を知らず」だったのが少しはライオンズ
と言う世間を知ることになり、又、十二名のゾーン・チェア
パーソンと知り合いになり、これからのライオンズ活動の糧に
なればこれ以上の幸せはないと自分に言い聞かせて、これ
からの奉仕活動に邁進して行きたいと思っています。
　第３Ｒ第２Ｚのクラブ役員並びに会員の皆さん一年間本
当に有難うございました。心より感謝申しあげ、最後に色々
とお世話になりましたキャビネット構成員の皆様にもお礼を
申しあげ、ご挨拶といたします。

　安部ガバナーのご指導のもと、ゾーンクラブ会長

ライオンはじめ、役員、メンバー皆様のご協力をい

ただき、何とか務めを果たせたと感じております。

　誠に有り難うございました。

　次世代へ繋ぐ奉仕活動をめざし、今後も精進し

てまいります。

　第４Ｒ第１Ｚ　ゾーン・チェアパーソンを退任するにあたり
一言ご挨拶申し上げます。
　今期「ウィ・サーブ・日々 ・是・獅子道」をスローガンとして、
４つの重点事業と活動方針を明示されました。安部尚明ガ
バナーのもと、ゾーン・チェアパーソンを務めて参りました。
特にキャビネット会議、セミナー、研修会等に数多く出席す
ることができ、改めてライオンズクラブの原点を再確認する
事が出来ました。
　また、ゾーン内各クラブの皆様には、ご理解、ご協力をい
ただき、ガバナーの基本方針の推進に少しは役立ったのか
なと思っております。微力ながら役職を果たせたとすれば、
キャビネット役員の皆様方、ゾーン内各クラブ会長を始めと
するクラブ役員及び、メンバーの皆様のお陰です。心から
感謝申し上げます。
　最後に、各クラブのますますのご発展と、会員の皆様の
ご健勝をご祈念致しまして、退任の挨拶とさせていただき
ます。

　第１Ｒ・第１Ｚの各クラブ会員の皆様、１年間に渡るご支
援、誠に有難うございました。３４年振りの国際会長を支える
べく立ち上がった安部ガバナーを勇気づけ、ガバナー方針を
一歩ずつ着実に前進させようと、様 な々無理難題を申し上げ
大変申し訳なく思っています。
　クラブ訪問ではこれぞライオンズクラブといえるアクティ
ビテイ・例会・会員相互の和といったものを垣間見た感じが
します。
　各クラブにそれぞれの得意分野が有り、毎年ひと工夫を
重ねつつ、今日、更なるレベルに到達した事がうかがえます。
　アクティビテイに参加されている会員の方々は、どなたも動
きがスムーズで自然体である事に深い感動を覚えました。
　ゾーンの７クラブ各々の長所を相互に吸収し合えたら、一
層の発展が見通せると思います。
　皆様のご協力に感謝申し上げつつ、今後益々の発展を祈
念いたします。
　有難うございました。

　１Ｒ２Ｚのゾーン・チェアパーソンのＬ．榊田です。この一年
間、安部ガバナーはじめキャビネット役員の皆様、キャビネッ
ト事務局様、各クラブの会長様や会員の皆様に支えられて
役職を務めることが出来ました。厚く感謝申し上げます。就
任当初は大役に緊張致しましたが、アクティビティや例会の
訪問時に各クラブの皆様に温かく迎えられ、声を掛けられ
る度に緊張も解れてまいりました。その中で、ゾーンチェア
パーソンはゾーン内のクラブの状況を把握する事が大事な
職務と感じました。各クラブがどのようなアクティビティをして
いるか、どのような例会をしているかを、この目で直接、見る
ことが出来たのは貴重な経験でした。これからは、この貴重
な経験をもとに、ライオンズクラブ活動に更に精進したいと
思います。また何処かでお顔を合わせた時には宜しくお願
い致します。最後にもう一度、皆様、本当にありがとうござい
ました。

　この1年間はとても勉強になりました。
安部ガバナーはもちろん佐藤キャビネット幹事や松下キャビ
ネット会計、またキャビネット役員の方々や元ガバナーの皆さ
まに温かく支えられ、私のやりたい事相談に乗って頂きご意
見頂きすべて実行することが出来ました。
　まずは、第2リジョン第2ゾーン8クラブ合同資金獲得ボウ
リング大会。獲得金額目標や獲得資金をLCIFへ献金し、
献血も予定人数オーバー、さらに参加して頂いたライオン
方々や一般の方目標人数400名オーバーと本当に用意時
間無い中大変でしたが8クラブ会長様などに助けられ実現
できて良かったです。また個人的には会員純増27名と小野
寺元ガバナーにご指導頂き支部の結成等こんな経験普段
じゃ出来ません。
　最後に、皆様のご指導ご協力に感謝申し上げますと共
に、ご多幸をお祈り申し上げご挨拶とさせて頂きます。1年
間本当にありがとうございました。

　今期、ゾーン・チェアパーソンのお役を拝命したもの
の体調を崩してしまいその大半を、第２Ｒ第２ＺのＬ美
田法賢ゾーン・チェアパーソンにお任せする結果となり
大変申し訳なく感じております。ＺＣ訪問例会までには
復帰の見通しでしたがこれも叶わず、地区ＰＲ・ゾーン
委員単独での訪問とさせて頂き、クラブ様には大変ご
心配をおかけし失礼致しました。
　半年以上の入院生活の中で、改めてライオンズクラ
ブの友愛と信頼を感じ得られ、復帰後は更に奉仕活動
に意欲を固める覚悟でおります。331－Ａ地区が今後ま
すます発展していくことを願いお礼の挨拶と致します。

L 塩 原　秀 雄

札幌創成ライオンズクラブ

第１Ｒ・第１Ｚ
ゾーン・チェアパーソン

ソニー生命保険株式会社
ライフプランナー
〒064-0820
札幌市中央区大通西9丁目　
TEL011-251-6168　
FAX011-712-0378

し お は ら 　 　 　 　 　  ひ で お

L 田 中　義 一

札幌南ライオンズクラブ

有限会社札藤商事
代表
〒061-2282
札幌市南区藤野2条3丁目2-15　
TEL011-591-8777
FAX011-591-8795

た な か 　 　 　 　 　  よ し か ず

L 榊 田　　 薫

札幌あさひライオンズクラブ

土地家屋調査士合同事務所（LBI）
代表 
〒062-0922
札幌市豊平区中の島2条4丁目3-19-111　
TEL011-817-2211　
FAX011-817-0088

さ か き だ 　 　 　 　 　 　 　 か お る

L 美 田　法 賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

エムズ・インダストリー株式会社
代表取締役 
〒007-0834
札幌市東区北34条東5丁目3-16　
TEL011-733-6404
FAX011-733-6403

み た 　 　 　 　 　 　 の り か た

第2Ｒ・第1Ｚ
ゾーン・チェアパーソン

第1Ｒ・第2Ｚ
ゾーン・チェアパーソン

第2Ｒ・第2Ｚ
ゾーン・チェアパーソン

L 佐 藤　   修

札幌ポプラライオンズクラブ

第3R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

佐藤修税理士事務所 所長

〒064-0822
札幌市中央区北2条西20丁目1-12
佐々木ビル1F
TEL011-643-3616
FAX011-643-3617

さ と う 　 　 　 　 　      お さ む

L 松 本　忠 彦

岩見沢ライオンズクラブ

株式会社文明堂
代表取締役会長 
〒068-0029
岩見沢市9条西1丁目　
TEL0126-22-4333
FAX0126-22-5370

ま つ も と 　 　 　 　   た だ ひ こ

L 松 村　芳 明

札幌はまなすライオンズクラブ

松村印刷株式会社　
代表取締役 
〒001-0032
札幌市北区北32条西5丁目1-23　
TEL011-736-3378　
FAX011-736-3379

ま つ む ら 　 　 　 　   よ し あ き

L 高 橋　宗 瑛

由仁ライオンズクラブ

本覚寺　住職 

〒069-1207　
夕張郡由仁町馬追97　
TEL0123-83-2209　
FAX0123-83-4050

た か は し 　        し ゅ う え い

第4R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

第3R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

第4R第2Z
ゾーン・チェアパーソン
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2015ｰ2016年度 331-A地区 退任挨拶

　３３１－Ａ地区の情報誌「エコー誌」を、どうしたら読んで
頂けるか。安部尚明地区ガバナーから任命された時の命
題でした。人間の息づかいが伝わる紙面にしたい。企画し
たのが、「明日のライオン像を語る」でした。杉本忠夫元国
際理事、春野守夫元複合議長、若手・女性リーダーなどに
も登場して頂き、熱い思い、率直な意見を語ってくれました。
５回連載。「森ライオン、読んでいるよ」と、背中を押されまし
た。エネルギーになりました。
　広告集めも、天下の一大事でした。新聞記者の経験が
ありますが、広告を集めた事はありません。在籍した読売新
聞や中央区長にも頭を下げました。やはり力になったのは、
キャビネット役員、各クラブでした。私は、過去にクラブ幹事
を３年間務めました。その時の仲間も助けてくれました。安
部地区ガバナー提示の４５０万円の目標を５０万円突破しま
した。Ａ地区の温かさを肌で感じました。感謝、感謝です。

　ガバナーＬ安部尚明スローガン「ウィ・サーブ・日 ・々是・
獅子道」の基、３３１―Ａ地区７３クラブの協調と相互理解の
精神で実践された崇高な奉仕活動を称賛し合い、ガバナー
エレクトＬ柏﨑昭朗を祝福、激励し、共に更なる高みへと
ライオニズムの高揚に邁進する事を誓い合ったガバナー
Ｌ安部尚明の集大成であります、“第６２回地区年次大会”を
盛会に開催することが出来ました。加えてガバナーの有終の
美を飾らせていただき、大会委員長の責務を果たす事が出
来ました。
　これも偏に大会登録いただいた１２００人におよぶ会員の
皆様を始め、ゾーンチェアパーソン、各部会会長・副会長の
方々、第１Ｒ１４ホストクラブの皆様、事務局員の方々の
ご指導、絶大なご協力とご活躍の賜であります。ここに衷心
より感謝をし、厚く厚くお礼を申し上げご挨拶とさせて
いただきます。

　第５Ｒ第１Ｚ、ゾーン・チェアパーソンとして昨年７月に就任以
来、ゾーン委員Ｌ三戸部と共にこの一年大変お世話になりました。
　今期、安部ガバナーの基本方針をどれだけ正確に、各クラブ
に伝え理解をして頂く事が出来たでしょうか。
　今期、安部ガバナーの基本方針のひとつ、会員増強でありま
すが、地区内純増１５０名には大変苦戦をしたところです。
　ＧＭＴのＬ安江　眞、ＧＬＴのＬ月居　吉彦、両コーディネー
ターの幾度となく開催された熱意あふれる研修に、当然のごとく
会員増強が各クラブに十分理解が得られた様であります。
　今期、安部ガバナーをはじめ、キャビネット役員の皆様には何
かとご指導いただき、そして多くの方 と々の出会いで、より多くを
学ぶ事が出来ました。
　又、ゾーン６クラブの会員の皆様には、ご理解とご協力を心か
ら感謝申し上げます。
　終りに各クラブの今後益々のご発展と、ご健勝を心からご祈
念申し上げ退任の挨拶とさせていただきます。
　一年間ありがとうございました。

　６Ｒ１Ｚ　ＺＣを退任するにあたり、一言ご挨拶をさ
せていただきます。今期安部ガバナーのもと「ウイ・サー
ブ・日 ・々是・獅子道」のスローガンで頑張って来ました
が、力およばず今から考えると残念な事ばかりです。し
かし、各６Ｒクラブの皆さんがそれぞれ地域に根差し
た奉仕活動を、一生懸命続けられている事に接して嬉
しく頼もしい限りです。今後も心から応援しています。
　キャビネットの皆さん、６Ｒのクラブ会長さんに大変
お世話になりました。地区ＹＣＥ・ゾーン委員の松浦隆
Ｌには、大変お世話になり有難うございました。この一
年間の貴重な経験を大事にして行きたいと思っており
ます。　今後の３３１Ａ地区の益々の発展をお祈りし
て、退任のご挨拶と致します。

　今期、第５Ｒ第３Ｚゾーン・チェアパーソンとして昨
年７月就任以来、地区ＹＥＣ・ゾーン委員大野敬Ｌと共
に１年間大変お世話に成りました。
　ガバナースローガン「ウィ・サーブ・日 ・々是・獅子道」
のもと、安部ガバナー基本方針は各クラブの皆様にご
理解され協力して頂いたことに感謝を申し上げます。
　私もゾーン・チェアパーソンという重責を担い改め
て、ライオンズクラブの原点を再認識すると共に多くの
ことを学ばせて頂き有意義に１年を終えることが出来
ました事に感謝申し上げます、と共に各クラブ、キャビ
ネット役員の皆様には大変お世話になり有難うござい
ました。
　最後に各クラブの益々のご発展と会員の皆様のご健
勝ご多幸を心からご祈念申し上げ退任の挨拶と致しま
す。大変有難うご座いました。

L 林　   孝 幸

滝川中央ライオンズクラブ

株式会社ハヤシ環境
代表取締役 
〒073-0035
滝川市中島町204-7　
TEL0125-23-1500
FAX0125-23-1616

は や し 　 　 　 　 　    た か ゆ き

L 佐 藤　一 美

秩父別ライオンズクラブ

さ と う 　 　 　 　 　 　 か ず み

L 蔵 口　武 美

江別ライオンズクラブ

株式会社江別興陽電気工事店
代表取締役 
〒069-0812
江別市幸町5-7　 
TEL011-384-1450
FAX011-384-1452

く ら ぐ ち 　 　 　 　  た け よ し

第５R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

第5R第3Z
ゾーン・チェアパーソン

第６R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

　昨年６月、ゾーン・チェアパーソンという大役を拝命して
早、一年を終えようとしています。思い起こせば任期一年の
道のりはとても長く感じておりましたが、いざスタートしてみ
ると勉強不足の私にとっては気の抜く事の出来ない一年と
なり、第１回キャビネット会議、ガバナー公式訪問を終えたと
きに、やっと一息つけたように思いました。
　会員増強、維持を重視した一年でありましたが、ゾーン
内では入会者４名、退会者４名とたいへん残念な結果に
終わりました。
　この１年間の貴重な経験を今後のライオンズ活動に生
かし精進して参ります。
　最後になりますが、この１年間ゾーン内クラブ会長さんを
はじめ三役、ＰＲ委員長の皆さんと、地区ＰＲ・ゾーン委員早
坂ライオンには大変お世話になり心よりお礼申し上げます。

L 水 髙　博 保

恵庭ライオンズクラブ

株式会社恵庭温泉ラ・フォーレ
代表取締役 
〒061-1411　
恵庭市恵南4-1　
TEL0123-32-4171
FAX0123-32-4427

み ず た か 　 　 　 　 　 ひ ろ や す

第6R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L 森　　一 男

サッポロシニアライオンズクラブ

もり　　　　　かずお

地区ＰＲ・
ライオンズ情報委員長

L 谷　　征 輝

札幌ライオンズクラブ

地区年次大会委員長

新拓空調設備株式会社　
代表取締役
〒003-0004
札幌市白石区東札幌4条2丁目1-36
TEL011-814-0101
FAX011-831-1100

た に せ い き

　昨年7月に開催されたユースキャンプに始まり、今年の7月21
日から27日までのユースキャンプまで委員長としての仕事は
残っており、これからが本番であり退任挨拶にはまだ早い感
じがしております。
　冬季ホストファミリー（HF）として江別LCには大変お世話
になり、また夏季HFには砂川LC、時計台LC、札幌赤レンガLC
に受け入れを引き受けていただき大変感謝しております。私自
身も冬季マレーシアからのYCE生を受け入れ、旅行で訪問し
た時のマレーシアと、住んでいる人との交流によって知る国の
習慣に触れることができ大変貴重な経験をさせてもらいまし
た。
　一方HFを申し出られる家庭の奥様の一番の負担は、意思疎
通のための会話の問題が一番大きいことも実感いたしまし
た。これから、グローバル社会の流れは北海道にも押し寄せて
くることは間違いないと思います。中学生、高校生のご子息を
お持ちのご家庭に是非、YCEプログラムの参加を祈念いたし
まして退任の挨拶とさせていただきます。
 

L 古 口　　聡

札幌フロンティアライオンズクラブ

地区青少年育成
ＹＣＥ委員長

株式会社岩崎　
代表取締役社長
〒060-0034　
札幌市中央区北4条東2丁目1　
TEL011-252-2000　
FAX011-252-2009

ふ る ぐ ち 　 　 　 　 　 　  さ と る

　１９８０年７月、３３１ＭＤがＡ、Ｂ、Ｃの３地区に分割構成されて
以来、数えて３３１‐Ａ地区の第34代目のガバナーとなるＬ小野寺
眞悟キャビネットの始動とともに、地区ガバナーの運営方針等の
推進をバックアップするとともに、国際協会が要請するリーダー
シップ育成向上を図るための様々なセミナーや研修会等を開催
し、四半期ごとの活動報告をＭＤコーディネーター経由で国際
協会にも報告するという実務多忙なＧＬＴ地区コーディネーター
の大役に就任し、Ｌ小野寺眞悟ＤＧ後もＬ三澤聖一ＤＧ、Ｌ安部
尚明ＤＧの三期にわたってその任務に精励し、ＺＣや次期クラブ
会長、女性会員・若手会員の研修等といった新たな取り組みも
試み実施し、リーダーシップ育成向上を図るための新たな種蒔き
をしてまいりましたが、微力のため、その十分な芽吹きが確認で
きないままに任期を終えることになりました。後任者の尽力に期
待し、３年間にわたり様々な場面で甚大なご協力をいただきまし
た多くの皆様に深い謝意を表し、退任のあいさつとします。あり
がとうございました。

L 月 居　吉 彦

札幌スノートピアライオンズクラブ

ＧＬＴ
地区コーディネーター

有限会社シグナル
代表取締役

〒065-0015
札幌市東区北15条東18丁目1-26
TEL011-783-9090  
FAX011-783-9555 

つ き お り 　 　 　 　   よ し ひ こ

任期３年終了、退任のご挨拶
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2015ｰ2016年度 331-A地区 退任挨拶

　３３１－Ａ地区の情報誌「エコー誌」を、どうしたら読んで
頂けるか。安部尚明地区ガバナーから任命された時の命
題でした。人間の息づかいが伝わる紙面にしたい。企画し
たのが、「明日のライオン像を語る」でした。杉本忠夫元国
際理事、春野守夫元複合議長、若手・女性リーダーなどに
も登場して頂き、熱い思い、率直な意見を語ってくれました。
５回連載。「森ライオン、読んでいるよ」と、背中を押されまし
た。エネルギーになりました。
　広告集めも、天下の一大事でした。新聞記者の経験が
ありますが、広告を集めた事はありません。在籍した読売新
聞や中央区長にも頭を下げました。やはり力になったのは、
キャビネット役員、各クラブでした。私は、過去にクラブ幹事
を３年間務めました。その時の仲間も助けてくれました。安
部地区ガバナー提示の４５０万円の目標を５０万円突破しま
した。Ａ地区の温かさを肌で感じました。感謝、感謝です。

　ガバナーＬ安部尚明スローガン「ウィ・サーブ・日 ・々是・
獅子道」の基、３３１―Ａ地区７３クラブの協調と相互理解の
精神で実践された崇高な奉仕活動を称賛し合い、ガバナー
エレクトＬ柏﨑昭朗を祝福、激励し、共に更なる高みへと
ライオニズムの高揚に邁進する事を誓い合ったガバナー
Ｌ安部尚明の集大成であります、“第６２回地区年次大会”を
盛会に開催することが出来ました。加えてガバナーの有終の
美を飾らせていただき、大会委員長の責務を果たす事が出
来ました。
　これも偏に大会登録いただいた１２００人におよぶ会員の
皆様を始め、ゾーンチェアパーソン、各部会会長・副会長の
方々、第１Ｒ１４ホストクラブの皆様、事務局員の方々の
ご指導、絶大なご協力とご活躍の賜であります。ここに衷心
より感謝をし、厚く厚くお礼を申し上げご挨拶とさせて
いただきます。

　第５Ｒ第１Ｚ、ゾーン・チェアパーソンとして昨年７月に就任以
来、ゾーン委員Ｌ三戸部と共にこの一年大変お世話になりました。
　今期、安部ガバナーの基本方針をどれだけ正確に、各クラブ
に伝え理解をして頂く事が出来たでしょうか。
　今期、安部ガバナーの基本方針のひとつ、会員増強でありま
すが、地区内純増１５０名には大変苦戦をしたところです。
　ＧＭＴのＬ安江　眞、ＧＬＴのＬ月居　吉彦、両コーディネー
ターの幾度となく開催された熱意あふれる研修に、当然のごとく
会員増強が各クラブに十分理解が得られた様であります。
　今期、安部ガバナーをはじめ、キャビネット役員の皆様には何
かとご指導いただき、そして多くの方 と々の出会いで、より多くを
学ぶ事が出来ました。
　又、ゾーン６クラブの会員の皆様には、ご理解とご協力を心か
ら感謝申し上げます。
　終りに各クラブの今後益々のご発展と、ご健勝を心からご祈
念申し上げ退任の挨拶とさせていただきます。
　一年間ありがとうございました。

　６Ｒ１Ｚ　ＺＣを退任するにあたり、一言ご挨拶をさ
せていただきます。今期安部ガバナーのもと「ウイ・サー
ブ・日 ・々是・獅子道」のスローガンで頑張って来ました
が、力およばず今から考えると残念な事ばかりです。し
かし、各６Ｒクラブの皆さんがそれぞれ地域に根差し
た奉仕活動を、一生懸命続けられている事に接して嬉
しく頼もしい限りです。今後も心から応援しています。
　キャビネットの皆さん、６Ｒのクラブ会長さんに大変
お世話になりました。地区ＹＣＥ・ゾーン委員の松浦隆
Ｌには、大変お世話になり有難うございました。この一
年間の貴重な経験を大事にして行きたいと思っており
ます。　今後の３３１Ａ地区の益々の発展をお祈りし
て、退任のご挨拶と致します。

　今期、第５Ｒ第３Ｚゾーン・チェアパーソンとして昨
年７月就任以来、地区ＹＥＣ・ゾーン委員大野敬Ｌと共
に１年間大変お世話に成りました。
　ガバナースローガン「ウィ・サーブ・日 ・々是・獅子道」
のもと、安部ガバナー基本方針は各クラブの皆様にご
理解され協力して頂いたことに感謝を申し上げます。
　私もゾーン・チェアパーソンという重責を担い改め
て、ライオンズクラブの原点を再認識すると共に多くの
ことを学ばせて頂き有意義に１年を終えることが出来
ました事に感謝申し上げます、と共に各クラブ、キャビ
ネット役員の皆様には大変お世話になり有難うござい
ました。
　最後に各クラブの益々のご発展と会員の皆様のご健
勝ご多幸を心からご祈念申し上げ退任の挨拶と致しま
す。大変有難うご座いました。

L 林　   孝 幸

滝川中央ライオンズクラブ

株式会社ハヤシ環境
代表取締役 
〒073-0035
滝川市中島町204-7　
TEL0125-23-1500
FAX0125-23-1616

は や し 　 　 　 　 　    た か ゆ き

L 佐 藤　一 美

秩父別ライオンズクラブ

さ と う 　 　 　 　 　 　 か ず み

L 蔵 口　武 美

江別ライオンズクラブ

株式会社江別興陽電気工事店
代表取締役 
〒069-0812
江別市幸町5-7　 
TEL011-384-1450
FAX011-384-1452

く ら ぐ ち 　 　 　 　  た け よ し

第５R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

第5R第3Z
ゾーン・チェアパーソン

第６R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

　昨年６月、ゾーン・チェアパーソンという大役を拝命して
早、一年を終えようとしています。思い起こせば任期一年の
道のりはとても長く感じておりましたが、いざスタートしてみ
ると勉強不足の私にとっては気の抜く事の出来ない一年と
なり、第１回キャビネット会議、ガバナー公式訪問を終えたと
きに、やっと一息つけたように思いました。
　会員増強、維持を重視した一年でありましたが、ゾーン
内では入会者４名、退会者４名とたいへん残念な結果に
終わりました。
　この１年間の貴重な経験を今後のライオンズ活動に生
かし精進して参ります。
　最後になりますが、この１年間ゾーン内クラブ会長さんを
はじめ三役、ＰＲ委員長の皆さんと、地区ＰＲ・ゾーン委員早
坂ライオンには大変お世話になり心よりお礼申し上げます。

L 水 髙　博 保

恵庭ライオンズクラブ

株式会社恵庭温泉ラ・フォーレ
代表取締役 
〒061-1411　
恵庭市恵南4-1　
TEL0123-32-4171
FAX0123-32-4427

み ず た か 　 　 　 　 　 ひ ろ や す

第6R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L 森　　一 男

サッポロシニアライオンズクラブ

もり　　　　　かずお

地区ＰＲ・
ライオンズ情報委員長

L 谷　　征 輝

札幌ライオンズクラブ

地区年次大会委員長

新拓空調設備株式会社　
代表取締役
〒003-0004
札幌市白石区東札幌4条2丁目1-36
TEL011-814-0101
FAX011-831-1100

た に せ い き

　昨年7月に開催されたユースキャンプに始まり、今年の7月21
日から27日までのユースキャンプまで委員長としての仕事は
残っており、これからが本番であり退任挨拶にはまだ早い感
じがしております。
　冬季ホストファミリー（HF）として江別LCには大変お世話
になり、また夏季HFには砂川LC、時計台LC、札幌赤レンガLC
に受け入れを引き受けていただき大変感謝しております。私自
身も冬季マレーシアからのYCE生を受け入れ、旅行で訪問し
た時のマレーシアと、住んでいる人との交流によって知る国の
習慣に触れることができ大変貴重な経験をさせてもらいまし
た。
　一方HFを申し出られる家庭の奥様の一番の負担は、意思疎
通のための会話の問題が一番大きいことも実感いたしまし
た。これから、グローバル社会の流れは北海道にも押し寄せて
くることは間違いないと思います。中学生、高校生のご子息を
お持ちのご家庭に是非、YCEプログラムの参加を祈念いたし
まして退任の挨拶とさせていただきます。
 

L 古 口　　聡

札幌フロンティアライオンズクラブ

地区青少年育成
ＹＣＥ委員長

株式会社岩崎　
代表取締役社長
〒060-0034　
札幌市中央区北4条東2丁目1　
TEL011-252-2000　
FAX011-252-2009

ふ る ぐ ち 　 　 　 　 　 　  さ と る

　１９８０年７月、３３１ＭＤがＡ、Ｂ、Ｃの３地区に分割構成されて
以来、数えて３３１‐Ａ地区の第34代目のガバナーとなるＬ小野寺
眞悟キャビネットの始動とともに、地区ガバナーの運営方針等の
推進をバックアップするとともに、国際協会が要請するリーダー
シップ育成向上を図るための様々なセミナーや研修会等を開催
し、四半期ごとの活動報告をＭＤコーディネーター経由で国際
協会にも報告するという実務多忙なＧＬＴ地区コーディネーター
の大役に就任し、Ｌ小野寺眞悟ＤＧ後もＬ三澤聖一ＤＧ、Ｌ安部
尚明ＤＧの三期にわたってその任務に精励し、ＺＣや次期クラブ
会長、女性会員・若手会員の研修等といった新たな取り組みも
試み実施し、リーダーシップ育成向上を図るための新たな種蒔き
をしてまいりましたが、微力のため、その十分な芽吹きが確認で
きないままに任期を終えることになりました。後任者の尽力に期
待し、３年間にわたり様々な場面で甚大なご協力をいただきまし
た多くの皆様に深い謝意を表し、退任のあいさつとします。あり
がとうございました。

L 月 居　吉 彦

札幌スノートピアライオンズクラブ

ＧＬＴ
地区コーディネーター

有限会社シグナル
代表取締役

〒065-0015
札幌市東区北15条東18丁目1-26
TEL011-783-9090  
FAX011-783-9555 

つ き お り 　 　 　 　   よ し ひ こ

任期３年終了、退任のご挨拶
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2015ｰ2016年度 331-A地区 退任挨拶

　2015－2016年度の地区環境保全委員会の活動報告および感
想を申し述べたいと思います。
　前札幌市長上田文雄氏を講師として招き「かでる２・７」で
「環境保全研修会」と題して勉強会を開催致しました。
　司法研修時より福島原発に関わり弁護士になられてから
も、日弁連の環境保全委員会の原子力部会に所属し各国の原
子力情勢、核廃棄物の処分の勉強をしながら問題提起を政府
に申し入れなどの活動をされていました。
　大気汚染については姉妹都市の藩陽へ使節団として訪問、
悲惨な状況であること等、環境に対する意識を持たないと、生
活の基盤・環境が汚染されていくという事を述べられました。
地球温暖化問題ではCO²の抑制が環境保全の鍵になる。世界
との協調の中で日本の産業の在り方を見直し、これを遂行し
ていくという事が必要であること。私達は他人事ではないと受
け止めていかなければならない。1年間、ご協力有難うござい
ました。

　地区献眼・献血委員長を任命されてから長く感じ
た１年間でしたが、あっと云う間に退任の時を迎え
ました。
　献眼・献血は近年自分から進んで献血に協力して
下さる方はほとんどなく、日赤の献血車が出る度に
各クラブのライオンの呼びかけ協力によりその都度
切り抜けて来たような気が致します。
　未熟では有りましたが、いつも各クラブの皆様の
お力添えを頂きながら私も沢山のライオンズの知識
を身につけ、経験をさせて頂いた事は大きな成長で
した。１年間何かとご迷惑をお掛けした事もあろう
かと思います。
　沢山のご協力ありがとうございました。

　退任にあたり、一言お礼のご挨拶を申し上げます。
　アラート委員会は、災害等の緊急事態に備えて行動計
画を策定することを事業目的としております。
　本年度は、アラートフォーラムにおいて、災害の基礎
知識や緊急時の避難、応急救護を受講した62名の会員
が、北海道地域防災マスターに認定されました。
　4月14日には熊本地震が発生し、多くの人々が被災さ
れております。このような事態において、ライオンズクラ
ブが地域社会に貢献できる手段・方法を策定するのが地
区アラートプログラムです。
　今後は、防災マスターに認定された会員が中心とな
り、関係当局と連携し、強固で柔軟なアラートプログラム
が策定されることをお願いし、退任の挨拶とさせていた
だきます。
　一年間ありがとうございました。

　委員長に就任して、私共の委員会の活動は地域社
会における福祉事業、視聴力障害者に対しての支援
活動等、範囲が広かったのですが、遠藤副委員長と共
に検討し、今回は、社会的弱者への支援と経済的自立
に向けた雇用促進を主眼におき、「障害者雇用促進の
ための講演会」を開催し、田中桜子講師から障害者が
働く環境の重要性について講演を頂きました。又「独
立行政法人高齢・障害求職支援機構」からは障害者
を雇用する事業所に対して、様々な公的支援制度に
ついてのお話を頂きました。当日出席頂いたライオ
ンメンバー及び一般参加者に感謝申し上げ、退任の
挨拶と致します。　

　安部ガバナーの「将来を担う青少年に薬物の恐ろし
さを繰り返し教えていく事が重要」との想いを胸に取
り組んで参りました。
　当初自分が思っていた結果を出せずに任期を終え
てしまいますが、色々な方に声を掛けて頂き、教室を
開講していないクラブにも関心を持って頂けた事に
感謝申し上げます。
　「薬物乱用防止」のキャラバンカーも、複合地区で有
効活用が出来る様になりました。
　これからも、子ども達の明るい未来の為に活動をし
てまいりたいと思っております。
　一年間ありがとうございました。

　「光陰矢のごとし」の様に一年間が終わろうとしていま
す。おかげ様で夏季、冬季のWS・FWSが無事に終了で
きました。これも一重に安部ガバナーをはじめ、キャビネット
役員の皆様、３３１－A地区の７３クラブの会長様、担当委
員長様のおかげと、深く心より感謝を申し上げます。認定
講師である篠田先生のもと、ライフスキル教育「生きる力」
の大切さについて参加者もライオンズクエストの素晴らし
に、大変有意義だった声ばかりでした。叉、クエスト事業１
０年目にして全国２番目、北海道初のライフスキル研究会
が立ち上がり、全国初の生徒を対象としたライフスキル公
開授業が上白石小学校で開催されました。これは委員会
にとって大きな一歩となりました。今後もライフスキル研究
会と協力体制をとる必要がある事や現委員長が次年度
の夏季WS、FWSの案内を３月中に発送し、教育関係者
にスケジュールを組みやすくする等、この流れを保って頂
きたく要望致します。
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　キャビネットのＨＰ内にFacebookを開設し、ニュース・
トピックス記事と写真の早期発信に努めました。また、北
海道赤十字血液センター及び北海道盲導犬協会とホーム
ページのリンクをさせて頂きました。次に、地区内７３ク
ラブに対しＨＰに関するアンケートを実施し、更新の遅
れ等の課題を見出しました。この集計結果は次期のＩＴ
委員会に申し送りしたいと思います。
　今年度は地区ＰＲ・ライオンズ情報委員会と合同で委
員会を開催させて頂き、連携をとりながら迅速な情報発
信を図ることが出来たと思います。森委員長はじめＰＲ
委員の皆様、大変ありがとうございました。
　また、日本の８ＭＤのＩＴ委員会専門委員に任命され、
国際協会との接続ソフトであるサバンナからＭｙＬＣＩ
への切り替えに伴うWEB会議に参加させて頂いたこと
は大変貴重な経験でした。
　皆様、一年間大変お世話になり本当にありがとうござ
いました。
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札幌清田ライオンズクラブ

地区情報・ＩＴ委員長
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　指導力育成について、GMT及びGLTと連携した活動が
望ましいと考え、模索してみましたが、具体的な活動には至り
ませんでした。
　会則に関しましても、「ライオンズ必携」を、クラブによっては
全会員が持っているわけではないということが判りましたが、
各クラブがライオンズの様 な々規則や決まり事に対して、会員
にどのように周知しているのか、あらためて調査検討する必
要があると思いました。
　与えられた任期の間に、相応の結果を残すに至らず大変
申し訳なく残念ですが、今後当委員会の目的や方向付を、よ
り明確にして行くことにより、会員の質の向上に寄与出来ると
思います。
　ガバナー、GMT、GLTはじめ、キャビネット関係者の皆様
のご指導ご鞭撻に感謝すると共に、各クラブ各会員共に、獅
子道に更に邁進されることをご祈念申し上げます。

L 桧 山　良 秀

札幌中央ライオンズクラブ

地区指導力育成
会則委員長

桧山建設綜業株式会社　
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2015ｰ2016年度 331-A地区 退任挨拶

　2015－2016年度の地区環境保全委員会の活動報告および感
想を申し述べたいと思います。
　前札幌市長上田文雄氏を講師として招き「かでる２・７」で
「環境保全研修会」と題して勉強会を開催致しました。
　司法研修時より福島原発に関わり弁護士になられてから
も、日弁連の環境保全委員会の原子力部会に所属し各国の原
子力情勢、核廃棄物の処分の勉強をしながら問題提起を政府
に申し入れなどの活動をされていました。
　大気汚染については姉妹都市の藩陽へ使節団として訪問、
悲惨な状況であること等、環境に対する意識を持たないと、生
活の基盤・環境が汚染されていくという事を述べられました。
地球温暖化問題ではCO²の抑制が環境保全の鍵になる。世界
との協調の中で日本の産業の在り方を見直し、これを遂行し
ていくという事が必要であること。私達は他人事ではないと受
け止めていかなければならない。1年間、ご協力有難うござい
ました。

　地区献眼・献血委員長を任命されてから長く感じ
た１年間でしたが、あっと云う間に退任の時を迎え
ました。
　献眼・献血は近年自分から進んで献血に協力して
下さる方はほとんどなく、日赤の献血車が出る度に
各クラブのライオンの呼びかけ協力によりその都度
切り抜けて来たような気が致します。
　未熟では有りましたが、いつも各クラブの皆様の
お力添えを頂きながら私も沢山のライオンズの知識
を身につけ、経験をさせて頂いた事は大きな成長で
した。１年間何かとご迷惑をお掛けした事もあろう
かと思います。
　沢山のご協力ありがとうございました。

　退任にあたり、一言お礼のご挨拶を申し上げます。
　アラート委員会は、災害等の緊急事態に備えて行動計
画を策定することを事業目的としております。
　本年度は、アラートフォーラムにおいて、災害の基礎
知識や緊急時の避難、応急救護を受講した62名の会員
が、北海道地域防災マスターに認定されました。
　4月14日には熊本地震が発生し、多くの人々が被災さ
れております。このような事態において、ライオンズクラ
ブが地域社会に貢献できる手段・方法を策定するのが地
区アラートプログラムです。
　今後は、防災マスターに認定された会員が中心とな
り、関係当局と連携し、強固で柔軟なアラートプログラム
が策定されることをお願いし、退任の挨拶とさせていた
だきます。
　一年間ありがとうございました。

　委員長に就任して、私共の委員会の活動は地域社
会における福祉事業、視聴力障害者に対しての支援
活動等、範囲が広かったのですが、遠藤副委員長と共
に検討し、今回は、社会的弱者への支援と経済的自立
に向けた雇用促進を主眼におき、「障害者雇用促進の
ための講演会」を開催し、田中桜子講師から障害者が
働く環境の重要性について講演を頂きました。又「独
立行政法人高齢・障害求職支援機構」からは障害者
を雇用する事業所に対して、様々な公的支援制度に
ついてのお話を頂きました。当日出席頂いたライオ
ンメンバー及び一般参加者に感謝申し上げ、退任の
挨拶と致します。　

　安部ガバナーの「将来を担う青少年に薬物の恐ろし
さを繰り返し教えていく事が重要」との想いを胸に取
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　一年間ありがとうございました。

　「光陰矢のごとし」の様に一年間が終わろうとしていま
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きました。これも一重に安部ガバナーをはじめ、キャビネット
役員の皆様、３３１－A地区の７３クラブの会長様、担当委
員長様のおかげと、深く心より感謝を申し上げます。認定
講師である篠田先生のもと、ライフスキル教育「生きる力」
の大切さについて参加者もライオンズクエストの素晴らし
に、大変有意義だった声ばかりでした。叉、クエスト事業１
０年目にして全国２番目、北海道初のライフスキル研究会
が立ち上がり、全国初の生徒を対象としたライフスキル公
開授業が上白石小学校で開催されました。これは委員会
にとって大きな一歩となりました。今後もライフスキル研究
会と協力体制をとる必要がある事や現委員長が次年度
の夏季WS、FWSの案内を３月中に発送し、教育関係者
にスケジュールを組みやすくする等、この流れを保って頂
きたく要望致します。
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　キャビネットのＨＰ内にFacebookを開設し、ニュース・
トピックス記事と写真の早期発信に努めました。また、北
海道赤十字血液センター及び北海道盲導犬協会とホーム
ページのリンクをさせて頂きました。次に、地区内７３ク
ラブに対しＨＰに関するアンケートを実施し、更新の遅
れ等の課題を見出しました。この集計結果は次期のＩＴ
委員会に申し送りしたいと思います。
　今年度は地区ＰＲ・ライオンズ情報委員会と合同で委
員会を開催させて頂き、連携をとりながら迅速な情報発
信を図ることが出来たと思います。森委員長はじめＰＲ
委員の皆様、大変ありがとうございました。
　また、日本の８ＭＤのＩＴ委員会専門委員に任命され、
国際協会との接続ソフトであるサバンナからＭｙＬＣＩ
への切り替えに伴うWEB会議に参加させて頂いたこと
は大変貴重な経験でした。
　皆様、一年間大変お世話になり本当にありがとうござ
いました。
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　指導力育成について、GMT及びGLTと連携した活動が
望ましいと考え、模索してみましたが、具体的な活動には至り
ませんでした。
　会則に関しましても、「ライオンズ必携」を、クラブによっては
全会員が持っているわけではないということが判りましたが、
各クラブがライオンズの様 な々規則や決まり事に対して、会員
にどのように周知しているのか、あらためて調査検討する必
要があると思いました。
　与えられた任期の間に、相応の結果を残すに至らず大変
申し訳なく残念ですが、今後当委員会の目的や方向付を、よ
り明確にして行くことにより、会員の質の向上に寄与出来ると
思います。
　ガバナー、GMT、GLTはじめ、キャビネット関係者の皆様
のご指導ご鞭撻に感謝すると共に、各クラブ各会員共に、獅
子道に更に邁進されることをご祈念申し上げます。

L 桧 山　良 秀

札幌中央ライオンズクラブ

地区指導力育成
会則委員長
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2015ｰ2016年度 331-A地区 退任挨拶ニューメンバーオリエンテーション

　今期、安部ガバナーの下、百周年記念特別事業委員会
が発足され、地区全クラブ参加型の食料支援の為の親睦
チャリティーゴルフ大会が昨年9月28日札幌芙蓉カント
リー倶楽部にて開催され盛会の内無事終える事ができ
ました。
　地区内55クラブ200名を超えるメンバーの皆様に
ご協力をいただきチャリティー資金958,860円の実績
となりLCIFを通して331－A地区全体のACT事業
とさせて頂きました。協力いただきましたキャビネット役員
始め地区メンバー各位の皆様に心より御礼を申し上げ
ます。特に大会運営のホスト役として活躍していただき
ました札幌赤レンガＬＣと札幌清田ＬＣのメンバーの
皆様に感謝申し上げます。また1年間私と共に活動して
いただきました副委員長の栃木ライオンには大変お世
話になり御礼を申し上げ退任の挨拶と致します。

札幌清田ライオンズクラブ
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バ
ー
と
35
名
の
メ
ン
タ
ー
、そ
れ
に

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
以
下
16
名
の

役
員
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ

　

ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン・研
修
会
は
、今
年

度
か
ら
設
置
さ
れ
た
家
族（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

会
員
と
女
性
会
員
の
加
入
を
促
進
し
、サ

ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
う
Ｆ
Ｗ
Ｔ
地
区

副
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
Ｌ
渡
部
映
里
子

（
札
幌
わ
か
ば
Ｌ
Ｃ
）の
司
会
で
、国
歌
と

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
の
斉
唱
で
開
会
、

術
後
の
静
養
中
の
た
め
出
席
を
見
送
っ
た

Ｌ
安
部
尚
明
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
代
わ
っ
て

Ｌ
佐
藤
昌
洋
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事（
札
幌

赤
レ
ン
ガ
Ｌ
Ｃ
）が
開
会
ゴ
ン
グ
を
鳴
ら

し
、開
催
趣
旨
の
説
明
を
兼
ね
た
挨
拶
し

た
後
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
誓
い
」を
唱
和
し

て
セ
ミ
ナ
ー・研
修
に
入
り
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・
研
修
の
第
１
講

は
、Ｇ
Ｌ
Ｔ
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
講

師
を
務
め
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
基
礎

的
知
識
」と
い
う
演
題
の
も
と
、３
３
１̶

Ａ
地
区
の
リ
ジ
ョ
ン
や
ゾ
ー
ン
の
構
成・所

属
ク
ラ
ブ
名
等
を
改
め
て
紹
介
確
認
し
、

ま
た
、全
日
本
レ
ベ
ル
８
複
合
の
構
成
や
国

際
協
会
の
７
会
則
地
域
に
つ
い
て
を
も
説

明
し
た
後
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
義
資
料

を
ペ
ー
パ
ー
に
ま
と
め
た「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
と
は
？
」と
い
う
資
料
を
基
に
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
の

　
　

要
点
を
紹
介
し
、ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
や
メ
ン

タ
ー
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
知

識
等
を
積
極
的
に
学
習
し
、ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
に
対
す
る
愛
着
心
と
誇
り
を
高
め

る
こ
と
こ
そ
が
会
員
維
持
・
増
強
の
鍵
と

な
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。ま
た
、第
２

講
は
、Ｇ
Ｍ
Ｔ
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

Ｌ
安
江
眞（
札
幌
創
成
Ｌ
Ｃ
）が
講
師
を

務
め
、「
家
族
会
員
制
度
と
ニュ
ー
メ
ン
バ
ー

の
役
割
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、会
員
維
持・増

強
の
８
複
合
お
よ
び
当
地
区
の
現
況
等
を

説
明
し
た
ほ
か
、Ｆ
Ｗ
Ｔ
地
区
副
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
Ｌ
渡
部
映
里
子
に
も
登
壇
を

願
い
、Ｆ
Ｗ
Ｔ
の
全
国
的
な
活
動
状
況
等

に
つ
い
て
の
紹
介
も
行
い
、最
後
に
第
１
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
Ｌ
柏
﨑
昭
朗（
岩
見
沢

中
央
Ｌ
Ｃ
）が
総
括
し
て
閉
講
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、隣
室
の
懇
親
会
会
場
に
て
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
松
下
馨（
札
幌
赤
レ

ン
ガ
Ｌ
Ｃ
）の
懇
親
会
開
会
挨
拶
の
後
、

「
ウ
イ・サ
ー
ブ
」の
発
声
で
杯
を
あ
げ
、飲

食・歓
談
で
懇
親
を
深
め
、第
２
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
Ｌ
能
澤
正
明（
札
幌
ト
ラ
ス
ト
Ｌ

Ｃ
）が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、ラ
イ
オ
ン
ズ・

ロ
ー
ア
を
も
っ
て
全
て
の
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

 

̶

連
携
を
強
め
る
こ
と
が
強
力
な
推
進
力
に̶

 
Ｌ
月 
居
　
吉 

彦

Ｌ
Ｃ
に
対
す
る
愛
着
心
と
誇
り

　
　
　
　 

メ
ン
タ
ー
の
研
修
も
兼
ね
て
開
催

Ｇ
Ｌ
Ｔ
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

L 荒 井　喜 和
あ ら い 　 　 　 　 　   よ し か ず

　昨年の７月からキャビネット役員としてスタートを切ら
せて頂きましたが、副委員長の杉岡Lにもご協力頂きなが
ら、２か月前の５月から北海道教育委員会、北海道・札幌市
校長会、PTA協議会の皆様にお会いさせて頂き地区平和
ポスターコンテストへの理解と協力を呼び掛けさせて頂
きました。早め早めの行動と各クラブの皆様のご協力のお
陰を持ちまして、過去最高の１００点の応募を頂くことが
出来ました。応募頂いた学校の先生からも来年は更に子
供たちに呼びかけで最優秀賞を狙いたいですとのお言葉
も頂きました。私のような若輩者がキャビネット役員とし
て１年間務めさせて頂くことが出来たのは、安部ガバナー
をはじめキャビネット役員の皆様、各クラブの皆様、オーロ
ラLCの皆様のバックアップのお陰です。良い経験をさせ
て頂きました。１年間本当にありがとうございました。

L 水 野　新太郎

札幌オーロラライオンズクラブ

地区平和ポスター
コンテスト委員長

有限会社プランズ・ハート
専務取締役
〒064-0925  
札幌市中央区南25条西13丁目1-31 
J&Hマンション1F　
TEL011-532-8642  
FAX011-520-5678

み ず の 　 　 　 　     し ん た ろ う
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2015ｰ2016年度 331-A地区 退任挨拶ニューメンバーオリエンテーション

　今期、安部ガバナーの下、百周年記念特別事業委員会
が発足され、地区全クラブ参加型の食料支援の為の親睦
チャリティーゴルフ大会が昨年9月28日札幌芙蓉カント
リー倶楽部にて開催され盛会の内無事終える事ができ
ました。
　地区内55クラブ200名を超えるメンバーの皆様に
ご協力をいただきチャリティー資金958,860円の実績
となりLCIFを通して331－A地区全体のACT事業
とさせて頂きました。協力いただきましたキャビネット役員
始め地区メンバー各位の皆様に心より御礼を申し上げ
ます。特に大会運営のホスト役として活躍していただき
ました札幌赤レンガＬＣと札幌清田ＬＣのメンバーの
皆様に感謝申し上げます。また1年間私と共に活動して
いただきました副委員長の栃木ライオンには大変お世
話になり御礼を申し上げ退任の挨拶と致します。

札幌清田ライオンズクラブ

百周年記念
地区特別事業委員長

株式会社シンワ商会　
代表取締役  

〒004-0871  
札幌市清田区平岡1条1丁目7-20　
TEL011-881-3939  
FAX011-881-3890

　
２
０
１
６
年
４
月
８
日（
金
）、午
後
４

時
か
ら
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、毎

年
恒
例
の「
ニュ
ー
メ
ン
バ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の「
ニュ
ー

メ
ン
バ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
、毎
年

　

恒
例
で
開
催
さ
れ
る
地
区
ガ
バ
ナ
ー
主
催
の

講
習・研
修
会
、セ
ミ
ナ
ー
の一つ
で
、原
則
と

し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
入
会
３
年
未
満
の

会
員
を
対
象
と
す
る
講
習
会
で
す
が
、今

回
の
受
講
者
の
な
か
に
は
昨
年
同
様
、目

下
、地
区
を
あ
げ
て
そ
の
入
会
を

促
進
し
て
い
る「
家
族
会
員
」や

「
賛
助
会
員
」の
受
講
者
数
名
も

参
加
し
て
い
た
の
が
特
徴
的
で
あ

る
と
共
に
、今
年
は
、そ
う
し
た

ニュ
ー
メ
ン
バ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
や
育

成
指
導
に
当
た
る「
ク
ラ
ブ・メ
ン

タ
ー
」の
方
々
に
も
出
席
し
て
い

た
だ
き
、そ
の
研
修
会
を
兼
ね
る

と
同
時
に
、ニュ
ー
メ
ン
バ
ー
と
メ
ン

タ
ー
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
こ
そ

各
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
維
持
・
増
強

活
動
の
強
力
な
推
進
力
が
得
ら

れ
る―

と
い
う
こ
と
の
理
解
を
高

め
る
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
た
こ

と
が
最
大
の
特
徴
で
、地
区
内
58

ク
ラ
ブ
か
ら
58
名
の
ニ
ュ
ー
メ
ン

バ
ー
と
35
名
の
メ
ン
タ
ー
、そ
れ
に

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
以
下
16
名
の

役
員
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ

　

ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン・研
修
会
は
、今
年

度
か
ら
設
置
さ
れ
た
家
族（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

会
員
と
女
性
会
員
の
加
入
を
促
進
し
、サ

ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
う
Ｆ
Ｗ
Ｔ
地
区

副
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
Ｌ
渡
部
映
里
子

（
札
幌
わ
か
ば
Ｌ
Ｃ
）の
司
会
で
、国
歌
と

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
の
斉
唱
で
開
会
、

術
後
の
静
養
中
の
た
め
出
席
を
見
送
っ
た

Ｌ
安
部
尚
明
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
代
わ
っ
て

Ｌ
佐
藤
昌
洋
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事（
札
幌

赤
レ
ン
ガ
Ｌ
Ｃ
）が
開
会
ゴ
ン
グ
を
鳴
ら

し
、開
催
趣
旨
の
説
明
を
兼
ね
た
挨
拶
し

た
後
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
誓
い
」を
唱
和
し

て
セ
ミ
ナ
ー・研
修
に
入
り
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・
研
修
の
第
１
講

は
、Ｇ
Ｌ
Ｔ
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
講

師
を
務
め
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
基
礎

的
知
識
」と
い
う
演
題
の
も
と
、３
３
１̶

Ａ
地
区
の
リ
ジ
ョ
ン
や
ゾ
ー
ン
の
構
成・所

属
ク
ラ
ブ
名
等
を
改
め
て
紹
介
確
認
し
、

ま
た
、全
日
本
レ
ベ
ル
８
複
合
の
構
成
や
国

際
協
会
の
７
会
則
地
域
に
つ
い
て
を
も
説

明
し
た
後
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
義
資
料

を
ペ
ー
パ
ー
に
ま
と
め
た「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
と
は
？
」と
い
う
資
料
を
基
に
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
の

　
　

要
点
を
紹
介
し
、ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
や
メ
ン

タ
ー
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
知

識
等
を
積
極
的
に
学
習
し
、ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
に
対
す
る
愛
着
心
と
誇
り
を
高
め

る
こ
と
こ
そ
が
会
員
維
持
・
増
強
の
鍵
と

な
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。ま
た
、第
２

講
は
、Ｇ
Ｍ
Ｔ
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

Ｌ
安
江
眞（
札
幌
創
成
Ｌ
Ｃ
）が
講
師
を

務
め
、「
家
族
会
員
制
度
と
ニュ
ー
メ
ン
バ
ー

の
役
割
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、会
員
維
持・増

強
の
８
複
合
お
よ
び
当
地
区
の
現
況
等
を

説
明
し
た
ほ
か
、Ｆ
Ｗ
Ｔ
地
区
副
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
Ｌ
渡
部
映
里
子
に
も
登
壇
を

願
い
、Ｆ
Ｗ
Ｔ
の
全
国
的
な
活
動
状
況
等

に
つ
い
て
の
紹
介
も
行
い
、最
後
に
第
１
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
Ｌ
柏
﨑
昭
朗（
岩
見
沢

中
央
Ｌ
Ｃ
）が
総
括
し
て
閉
講
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、隣
室
の
懇
親
会
会
場
に
て
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
松
下
馨（
札
幌
赤
レ

ン
ガ
Ｌ
Ｃ
）の
懇
親
会
開
会
挨
拶
の
後
、

「
ウ
イ・サ
ー
ブ
」の
発
声
で
杯
を
あ
げ
、飲

食・歓
談
で
懇
親
を
深
め
、第
２
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
Ｌ
能
澤
正
明（
札
幌
ト
ラ
ス
ト
Ｌ

Ｃ
）が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、ラ
イ
オ
ン
ズ・

ロ
ー
ア
を
も
っ
て
全
て
の
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

 

̶
連
携
を
強
め
る
こ
と
が
強
力
な
推
進
力
に̶

 

Ｌ
月 

居
　
吉 

彦

Ｌ
Ｃ
に
対
す
る
愛
着
心
と
誇
り

　
　
　
　 

メ
ン
タ
ー
の
研
修
も
兼
ね
て
開
催

Ｇ
Ｌ
Ｔ
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

L 荒 井　喜 和
あ ら い 　 　 　 　 　   よ し か ず

　昨年の７月からキャビネット役員としてスタートを切ら
せて頂きましたが、副委員長の杉岡Lにもご協力頂きなが
ら、２か月前の５月から北海道教育委員会、北海道・札幌市
校長会、PTA協議会の皆様にお会いさせて頂き地区平和
ポスターコンテストへの理解と協力を呼び掛けさせて頂
きました。早め早めの行動と各クラブの皆様のご協力のお
陰を持ちまして、過去最高の１００点の応募を頂くことが
出来ました。応募頂いた学校の先生からも来年は更に子
供たちに呼びかけで最優秀賞を狙いたいですとのお言葉
も頂きました。私のような若輩者がキャビネット役員とし
て１年間務めさせて頂くことが出来たのは、安部ガバナー
をはじめキャビネット役員の皆様、各クラブの皆様、オーロ
ラLCの皆様のバックアップのお陰です。良い経験をさせ
て頂きました。１年間本当にありがとうございました。

L 水 野　新太郎

札幌オーロラライオンズクラブ

地区平和ポスター
コンテスト委員長

有限会社プランズ・ハート
専務取締役
〒064-0925  
札幌市中央区南25条西13丁目1-31 
J&Hマンション1F　
TEL011-532-8642  
FAX011-520-5678

み ず の 　 　 　 　     し ん た ろ う



国際平和ポスターで最優秀賞に輝いた孫の傑作を見る小川さん夫婦

中央区で　薬物の最優秀賞のポスターを掲示

YCE解散式2015夏季
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2015ｰ2016年度 331-A地区 委員会報告委員会・クラブ報告

　
行
き
交
う
市
民
が
、足
を
止
め
関
心
し

て
見
入
る
。ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
平
和
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
と
第
７
回
薬
物
乱
用
防

止
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
合
同
展
覧
会

が
、３
月
５
、６
日
に
札
幌
・
地
下
歩
行
空

　

間
で
開
か
れ
た
。

　
主
催
者
の
札
幌
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、札

幌
オ
ー
ロ
ラ
、サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア
、札
幌
中
央

の
３
Ｌ
Ｃ
の
約
30
人
が
、５
日
午
前
９
時
か

ら
、展
示
作
業
。作
品
の
頭
を
揃
え
て
張
る

の
は
難
し
く
、シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
所
属

の一
級
建
築
士
Ｌ
松
田
純
一が
、独

自
の
物
差
し
を
作
成
。パ
ネ
ル
に

張
る
位
置
を
表
示
、力
作
を
次

か
ら
次
へ
と
張
っ
て
行
っ
た
。

　
平
和
ポ
ス
タ
ー
が
、最
優
秀

賞
、優
秀
賞
２
点
、入
選
８
点
の

合
計
11
点
。薬
物
の
ポ
ス
タ
ー

は
、最
優
秀
賞
、優
秀
賞
８
点
、

入
選
20
点
、佳
作
５０
点
の
ほ
か

応
募
作
全
部
を
展
示
、合
計
１

５
１
点
。２
時
間
が
か
り
で
作
業

は
終
わ
っ
た
。

　
歩
行
空
間
に
は
１
日
約
５
万

人
も
の
通
行
人
が
お
り
、足
を

止
め
て
作
品
を
見
つ
め
る
人
が

多
か
っ
た
。「
中
学
生
の
作
品
で

す
か
」と
、一
様
に
驚
い
て
い
た
。わ

が
子
や
、親
類
、友
人
、知
人
の
作

品
を
見
に
来
る
人
も
多
か
っ
た
。

 

薬
物
で
最
優
秀
賞
の
札
苗
北
中
３
年
山
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の
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を
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、シ
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ル
で
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の
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以
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で
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が
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る
。
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の
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母
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川
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作
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歳
）（
西
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琴

似
）、君
江
さ
ん（
76
歳
）も
見
物
に
訪
れ

た
。幸
作
さ
ん
は「
中
学
生
に
な
っ
て
か

ら
、美
術
部
に
籍
を
置
い
て
、頑
張
っ
て
描

い
て
い
ま
す
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は
、二
日
連
続
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て
見
に

来
ま
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た
。お
蔭
様
で
１
本
５
０
０
円
す

る
約
70
本
入
り
の
絵
の
具
を
買
わ
さ
れ
ま

し
た
」と
、嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。

中
学
生
と
は
思
え
な
い
作
品
に
驚
き

区
役
所
に
薬
物
乱
用
防
止
の
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優
秀
賞
の
ポ
ス
タ
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を
掲
示

平
和
ポ
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タ
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と
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の
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ス
タ
ー
展

地
区
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
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今
年
度
の
夏
季
Ｙ

Ｃ
Ｅ
生
受
け
入
れ
は

５
カ
国
６
名
の
派
遣

が
Ｍ
Ｄ
３
３
１
に
決

定
し
て
お
り
ま
す
。

来
道
さ
れ
る
メ
ン

バ
ー
は
、フ
ラ
ン
ス
か

ら
デ
ィ
オ
ン
君
16
歳
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
ノ

ギ
ナ
さ
ん
18
歳
、イ
タ

リ
ア
か
ら
バ
ル
バ
ト
さ

ん
18
歳
、エ
ス
ト
ニ
ア

か
ら
コ
テ
ィ
ッ
セ
さ
ん

18
歳
、台
湾
か
ら
２

名
で
劉
さ
ん
姉
19

歳
、弟
17
歳
で
す
。そ

れ
ぞ
れ
、７
月
の
中
旬

か
ら
８
月
の
初
旬
ま

で
北
海
道
に
滞
在
さ

れ
ま
す
。

　
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

は
、昨
年
ま
で
北
海

　
　

道
立
青
少
年
の
家「
ネ
イ
パ
ル
深
川
」に

て
１
週
間
滞
在
し
、深
川
祭
り
に
体
験

参
加
、近
隣
の
施
設
に
て
書
道
、七
宝
焼

き
等
の
体
験
学
習
、旭
山
動
物
園
見

学
、富
良
野
観
光
、ス
ポ
ー
ツ
等
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
し
た
が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
習
慣
で

ス
ポ
ー
ツ
後
に
シ
ャ
ワ
ー
が
な
い
と
運
動

し
た
く
な
い
と
い
う
要
望
事
項
が
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
出
て
お
り
、時
間
を
も
て

あ
ま
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
、ユ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
改
善
の
余
地

が
あ
る
こ
と
を
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
、ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
後
半
の

３
日
間
を
札
幌
国
際
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に

て
宿
泊
し
、札
幌
の
街
の
観
光
や
見
学
、

北
星
学
園
の
生
徒
さ
ん
と
の
交
流
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。最
終
日
に
は
北
海

道
知
事
訪
問
と
７
月
27
日
正
午
よ
り

札
幌
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
解
散
式

を
執
り
行
う
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
と
も
３
３
１̶

Ａ
地
区
の
ラ
イ

オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な

青
少
年
育
成
の
観
点
と
メ
ン
バ
ー
の
皆

様
と
ご
家
族
の
国
際
交
流
、ま
た
Ｙ
Ｃ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

今
年
度
の
夏
季
Ｙ
Ｃ
Ｅ
生
受
け
入
れ
は

５
カ
国
６
名
の
派
遣
が
Ｍ
Ｄ
３
３
１
に
決
定
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元
プ
ロ
野
球
選
手
の
清
原
和
博
が
、覚

せ
い
剤
を
使
用
し
て
捕
ま
る
な
ど
、薬
物

が
例
年
よ
り
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
た
め
、札
幌
オ
ー
ロ
ラ
、サ
ッ
ポ
ロ
シ

ニ
ア
、札
幌
中
央
の
３
Ｌ
Ｃ
は
、市
内
10
区

役
所
に
最
優
秀
賞
の
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
、

掲
示
板
に
張
っ
て
貰
っ
た
。

　
市
役
所
、市
教
委
も
後
援
し
て
お

り
、各
区
と
も
快
く
応
じ
て
く
れ
た
。

区
役
所
を
訪
れ
た
住
民
が
、ポ
ス
タ
ー

を
見
な
が
ら
、薬
物
撲
滅
の
関
心
を
強

め
て
い
た
。ポ
ス
タ
ー
は
、３
０
０
枚
印

刷
、１
０
０
枚
は
市
内
の
中
学
校
、50
枚

は
ス
ス
キ
ノ
の
ビ
ル
な
ど
に
張
っ
た
。区
役

所
は
初
め
て
。



国際平和ポスターで最優秀賞に輝いた孫の傑作を見る小川さん夫婦

中央区で　薬物の最優秀賞のポスターを掲示
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入
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７
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５
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２
０
１
５
年
１
月
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
参
加
の
有
志
に
よって
、「
今
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

求
め
ら
れ
て
い
る
時
だ
！
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス

ト
を
学
び
深
め
、北
海
道
に
広
め
よ
う
！
」と

の
声
が
上
り
、昨
年
の
７
月
に「
北
海
道
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
研
究
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。研

究
会
と
し
て
は
、鹿
児
島
に
次
い
で
全
国
で
２

番
目
で
す
！

　
今
日
、少
子
化
、価
値
観
の
多

様
化
、子
ど
も
を
育
て
る
地
域

力
の
減
少
、子
ど
も
の
遊
び
の
変

化・・な
ど
、人
と
の
関
わ
り
方
を

学
ぶ
場
や
機
会
が
失
わ
れ
、人

間
関
係
の
希
薄
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。人
と
折
り
合
い
を
つ
け
な

が
ら
上
手
に
付
き
合
って
い
く
術

を
、学
校
教
育
で
指
導
す
る
時

代
と
なって
い
ま
す
。

　
学
校
に
は
、子
ど
も
自
身
が

自
分
で
判
断
し
て
、よ
り
良
い
生

活
を
目
指
し
、改
善
出
来
る
よ

う
な
力（
生
き
る
力
＝
ラ
イ
フ
ス

キ
ル
）を
身
に
付
け
て
い
く
指
導

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。子
ど
も

が
、ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
学
び
、自
分

は
や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
実
感

　

を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
自
己
肯

定
感
が
高
ま
り
、人
間
関
係
も
良
好
に
な

り
、前
向
き
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、そ
の「
生
き
る
力
」を
体
系
的
に
カ
リ

キ
ュラ
ム
化
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。私
た
ち

「
北
海
道
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
研
究
会
」の
メ
ン

バ
ー
は
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
び
、そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
、職
種
、立
場
で
実
践
し
な
が

ら
、更
に
普
及
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
研
究
会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
研
修
会

や
学
習
会
の
開
催
、実
践
の
交
流
、フ
ォロ
ー

ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
への
参
加
で
す
。

　
15
年
11
月
21
日
に
札
幌
市
立
上
白
石

小
学
校
で
第
１
回
研
修
会
が
開
か
れ
、ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
専
任
講
師
篠
田
康

人
先
生
に
よ
る
授
業
が
公
開
さ
れ
ま
し

た
。Ｊ
Ｉ
Ｙ
Ｄ（
青
少
年
育
成
支
援
フ
ォ
ー

ラ
ム
）が
関
わ
る
研
修
会
の
中
で
、他
校
の

先
生
や
保
護
者
に
案
内
し
て
行
わ
れ
た
公

開
授
業
と
し
て
は
、全
国
初
と
の
事
で
し

た
。

　
同
校
の
３
、４
年
生
21
人
を
対
象
に
、

「
何
か
を
あ
げ
て
大
き
く
な
ろ
う
」と
い
う

テ
ー
マ
で
、「
友
達
と
上
手
に
関
わ
る
」ス
キ

ル
を
指
導
す
る
内
容
で
し
た
。45
分
間
が

　

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、「
ま
た
来
年
、来
て
ほ
し
い
」と
、要
望
が

出
ま
し
た
。保
護
者
か
ら
も「
授
業
に
活
動

場
面
が
あ
って
よ
い
」「
何
よ
り
子
ど
も
一人

ひ
と
り
の
声
が
聞
け
て
良
かっ
た
」と
、好
評

で
し
た
。

　
保
護
者
の
方
に
は
、参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
に
、「
前
向
き
さ
」や「
や
る
気
」が
見
え

た
の
で
す
。わ
ず
か
45
分
間
の
即
席
の「
学

級
」で
し
た
が
、そ
こ
は「
安
全
で
安
心
で
き

る
集
団
」に
見
え
た
の
で
す
。こ
こ
に
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
エス
ト
の
狙
い
が
あ
り
ま
す
。第
２
回

研
修
会
は
、６
月
18
日
に
市
立
札
幌
開
成

中
等
教
育
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
入
社
し
て
も
す
ぐ
に
、退
社
し
て
し
ま

う
若
者
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。多
く
は
、人

間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に
起
因

す
る
そ
う
で
す
。「
人
生
の
質
は
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
の
質
で
決
ま
る
」と
、言
わ
れ
ま

す
。

　「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
　
ラ
イ
フ
ス
キ
ル

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、青
少
年
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
力
育
成
に
有
効
で
す
。北
海
道

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
研
究
会
が
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
な
ど
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
、大
き
く
な

る
こ
と
が
、北
海
道
の
青
少
年
健
全
育
成
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
な
が
る
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北
海
道
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
研
究
会
」

設
立
の
目
的

北
海
道
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
研
究
会 

会 

長

（
札
幌
市
立
上
白
石
小
学
校
主
任
教
諭
）

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
事
業「
思
春
期
の

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の一つ

「
本
当
の
自
信
を
付
け
る
方
法
」の
授
業

が
、２
月
26
日
白
石
区
の
幌
東
中
学
校

（
三
國
徳
治
校
長
）で
開
か
れ
た
。２
年
生 

　

の
担
任
野
原
竜
太
教
諭
が
、１
月
の
Ｗ
Ｓ
を

受
講
、先
輩
教
諭
の
小
林
八
重
子
さ
ん
の
指

導
を
受
け
、２
年
生
４
ク
ラ
ス（
１
５
６
人
）

で
公
開
授
業
を
繰
り
広
げ
た
。参
加
し
た

保
護
者
は
、廊
下
に
は
み
出
す
ほ
ど
で
、「
社

会
に
出
て
か
ら
も
プ
ラ
ス
に
な

る
」と
授
業
を
見
つ
め
て
い
た
。

学
年
全
体
で
ラ
イ
フ
ス
キ
ル

（
生
き
る
力
）教
育
を
展
開
す

る
の
は
、札
幌
市
内
で
は
珍
し

い
。

　
自
信
を
付
け
る
三
つ
の
要
素

は
、①
力
を
伸
ば
す
こ
と

②
自
分
や
他
の
人
を
大
切
に

し
、認
め
合
う
こ
と 
③
責
任
を

持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
。

４
人
の
教
諭
が
、教
室
の
黒
板

に
３
本
脚
の
椅
子
を
書
く
。

「
１
本
や
２
本
で
は
、不
安
定
で

す
。３
本
の
脚
が
あ
る
か
ら
安

定
し
ま
す
。三
つ
の
要
素
が
、欠

か
せ
ま
せ
ん
」と
、各
教
諭
が

強
調
し
た
。

 

「
自
信
と
は
、自
分
自
身
の
能

力
に
つ
い
て
確
信
す
る
こ
と
。自

　

分
の
正
し
さ
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
こ
と
。

努
力
家
で
あ
り
、頼
り
に
な
る
、気
配
り
、

明
る
い
、元
気
、熱
い
、強
い
人
で
す
よ
ね
。

例
え
ば
プ
ロ
野
球
の
イ
チ
ロ
ー
、松
井
選

手
な
ど
で
す
よ
ね
」。生
徒
は
、う
な
ず

き
な
が
ら
聞
く
。

　
①
で
は
、向
上
心
を
持
つ
。自
分
し
か

で
き
な
い
　
②
で
は
、ほ
め
ら
れ
る
。敵
に

勝
つ
　
③
で
は
、極
め
る
。追
及
す
る
。自

分
の
力
で
成
功
し
た
ら
、勢
い
が
つ
く̶

な
ど
と
教
諭
が
説
明
し
た
。

 

　
各
教
室
で
は
、５
、６
人
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
し
た
。授

業
が
終
わ
っ
て
か
ら
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い

た
。

　
①
で
は
、「
努
力
し
て
英
語
の
テ
ス
ト
の

点
数
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
ど
ん

な
に
難
し
い
曲
で
も
ギ
タ
ー
で
か
っ
こ
よ
く

音
が
出
る
ま
で
練
習
す
る
」、「
自
分
の
弱

点
か
ら
逃
げ
な
い
」　
②
で
は
、「
他
人
に

認
め
ら
れ
た
り
、ほ
め
ら
れ
る
と
、自
分
で

で
き
て
い
る
の
か
な
と
少
し
は
自
信
が
つ

く
」、「
人
の
ま
え
で
イ
ヤ
ー
な
顔
は
し
な

い
」、「
人
に
否
定
的
な
意
見
を
述
べ
な
い
」

　
③
で
は
、「
す
ぐ
ほ
っ
ぽ
り
だ
さ
な
い
」、

「
部
活
で
し
っ
か
り
ま
じ
め
に
練
習
す

る
」、「
自
分
へ
の
甘
さ
を
す
て
る
」

　
自
信
が
付
く
三
つ
の
要
素
を
き
ち
ん
と

理
解
し
て
い
た
。社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も

大
切
な
知
恵
で
、生
き
る
力
が
身
に
付
い

た
よ
う
だ
。

　
札
幌
市
立
幌
東
中
学
校
の
小
林
八
重

子
元
養
護
教
諭
は
、４
月
24
日
東
京
で
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
説
明
員
の
資
格
を
取

る
講
習
会
に
参
加
、見
事
合
格
し
た
。札

幌
西
Ｌ
Ｃ
の
Ｌ
設
楽
幸
子
に
次
い
で
、道

内
で
は
２
人
目
。

　
小
林
さ
ん
は
、３
月
末
で
退
職
、各
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
学
校
な
ど
を
訪
問
、ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
事
業
を
普
及
す
る
。　

ど
う
し
た
ら
自
信
が
付
く
か
を
考
え
る

ク
エ
ス
ト
説
明
員
が
誕
生
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５
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ら
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７
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。
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来
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に
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う
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で
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と
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に
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を
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容
で
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間
が
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に
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も
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は
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た
来
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、来
て
ほ
し
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」と
、要
望
が

出
ま
し
た
。保
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者
か
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も「
授
業
に
活
動

場
面
が
あ
って
よ
い
」「
何
よ
り
子
ど
も
一人

ひ
と
り
の
声
が
聞
け
て
良
かっ
た
」と
、好
評

で
し
た
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保
護
者
の
方
に
は
、参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
に
、「
前
向
き
さ
」や「
や
る
気
」が
見
え

た
の
で
す
。わ
ず
か
45
分
間
の
即
席
の「
学

級
」で
し
た
が
、そ
こ
は「
安
全
で
安
心
で
き

る
集
団
」に
見
え
た
の
で
す
。こ
こ
に
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
エス
ト
の
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が
あ
り
ま
す
。第
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回

研
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会
は
、６
月
18
日
に
市
立
札
幌
開
成

中
等
教
育
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
入
社
し
て
も
す
ぐ
に
、退
社
し
て
し
ま

う
若
者
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。多
く
は
、人

間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に
起
因

す
る
そ
う
で
す
。「
人
生
の
質
は
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
の
質
で
決
ま
る
」と
、言
わ
れ
ま

す
。

　「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
　
ラ
イ
フ
ス
キ
ル

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、青
少
年
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
力
育
成
に
有
効
で
す
。北
海
道

ラ
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フ
ス
キ
ル
研
究
会
が
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
な
ど
多
く
の
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に
支
え
ら
れ
、大
き
く
な

る
こ
と
が
、北
海
道
の
青
少
年
健
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育
成
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
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つ
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が
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つ
の
要
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は
、①
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を
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ば
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こ
と
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や
他
の
人
を
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に

し
、認
め
合
う
こ
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③
責
任
を

持
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て
行
動
す
る
こ
と
。

４
人
の
教
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が
、教
室
の
黒
板

に
３
本
脚
の
椅
子
を
書
く
。

「
１
本
や
２
本
で
は
、不
安
定
で

す
。３
本
の
脚
が
あ
る
か
ら
安

定
し
ま
す
。三
つ
の
要
素
が
、欠

か
せ
ま
せ
ん
」と
、各
教
諭
が

強
調
し
た
。

 

「
自
信
と
は
、自
分
自
身
の
能

力
に
つ
い
て
確
信
す
る
こ
と
。自

　

分
の
正
し
さ
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
こ
と
。

努
力
家
で
あ
り
、頼
り
に
な
る
、気
配
り
、

明
る
い
、元
気
、熱
い
、強
い
人
で
す
よ
ね
。

例
え
ば
プ
ロ
野
球
の
イ
チ
ロ
ー
、松
井
選

手
な
ど
で
す
よ
ね
」。生
徒
は
、う
な
ず

き
な
が
ら
聞
く
。

　
①
で
は
、向
上
心
を
持
つ
。自
分
し
か

で
き
な
い
　
②
で
は
、ほ
め
ら
れ
る
。敵
に

勝
つ
　
③
で
は
、極
め
る
。追
及
す
る
。自

分
の
力
で
成
功
し
た
ら
、勢
い
が
つ
く̶

な
ど
と
教
諭
が
説
明
し
た
。

 

　
各
教
室
で
は
、５
、６
人
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
し
た
。授

業
が
終
わ
っ
て
か
ら
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い

た
。

　
①
で
は
、「
努
力
し
て
英
語
の
テ
ス
ト
の

点
数
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
ど
ん

な
に
難
し
い
曲
で
も
ギ
タ
ー
で
か
っ
こ
よ
く

音
が
出
る
ま
で
練
習
す
る
」、「
自
分
の
弱

点
か
ら
逃
げ
な
い
」　
②
で
は
、「
他
人
に

認
め
ら
れ
た
り
、ほ
め
ら
れ
る
と
、自
分
で

で
き
て
い
る
の
か
な
と
少
し
は
自
信
が
つ

く
」、「
人
の
ま
え
で
イ
ヤ
ー
な
顔
は
し
な

い
」、「
人
に
否
定
的
な
意
見
を
述
べ
な
い
」

　
③
で
は
、「
す
ぐ
ほ
っ
ぽ
り
だ
さ
な
い
」、

「
部
活
で
し
っ
か
り
ま
じ
め
に
練
習
す

る
」、「
自
分
へ
の
甘
さ
を
す
て
る
」

　
自
信
が
付
く
三
つ
の
要
素
を
き
ち
ん
と

理
解
し
て
い
た
。社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も

大
切
な
知
恵
で
、生
き
る
力
が
身
に
付
い

た
よ
う
だ
。

　
札
幌
市
立
幌
東
中
学
校
の
小
林
八
重

子
元
養
護
教
諭
は
、４
月
24
日
東
京
で
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
説
明
員
の
資
格
を
取

る
講
習
会
に
参
加
、見
事
合
格
し
た
。札

幌
西
Ｌ
Ｃ
の
Ｌ
設
楽
幸
子
に
次
い
で
、道

内
で
は
２
人
目
。

　
小
林
さ
ん
は
、３
月
末
で
退
職
、各
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
学
校
な
ど
を
訪
問
、ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
事
業
を
普
及
す
る
。　

ど
う
し
た
ら
自
信
が
付
く
か
を
考
え
る

ク
エ
ス
ト
説
明
員
が
誕
生

 

Ｌ
森
　 

一  

男

思
春
期
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
を

公
開
授
業

地
区
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
委
員
長

石 山　栄 次
会 長
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当
ク
ラ
ブ
が
、チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
５
周

年
記
念
式
典
を
無
事
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
の
も
、３
３
１̶

Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

Ｌ
安
部 

尚
明
を
始
め
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員

の
皆
様
、ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
で
あ
り
ま
す

札
幌
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆

様
、並
び
に
日
頃
か
ら
当
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活

　
　
　

動
を
陰
で
支
え
て
頂
き
、ご
賛
同
頂
い
て
お

り
ま
す
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
は
、Ｌ
歴
38
年
札
幌
す
ず
ら
ん

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、Ｌ
歴
28
年
札
幌
北
斗
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
発
展
的
に
解
散
し
、よ
り

強
力
に
ク
ラ
ブ
の
力
を
高
め
よ
う
と
、新
ク
ラ

ブ
札
幌
新
星
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

を
２
０
１
１
年
４
月
12
日
結
成

式・２
０
１
１
年
６
月
14
日
認
証

伝
達
式
を
行
い
、全
国
で
３
，７
３

３
番
目
在
札
で
45
番
目
の
ク
ラ

ブ
と
し
て
誕
生
致
し
ま
し
た
。

昨
年
は
我
が
ク
ラ
ブ
よ
り
地
区

ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
Ｌ
三
澤 

聖
一

が
誕
生
致
し
ま
し
た
。

　
両
ク
ラ
ブ
が
継
続
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
と
し
て
い
た
、次
世
代
を

担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

指
し
た
。少
年
少
女
軟
式
野
球

大
会・少
年
少
女
柔
道
大
会
そ

し
て
献
血
活
動
も
引
続
き
実
行

し
、ア
イ
バ
ン
ク
活
動・地
域
社
会

への
貢
献・福
祉
への
向
上
発
展
の

活
動
等
様
々
な
奉
仕
活
動
を
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
共

に
汗
を
流
し
お
互
い
を
知
り
、相
互
に
理

解
を
深
め
合
い
友
愛
と
堅
い
絆
を
創
り
、

自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、参
加
型
ク
ラ

ブ
運
営
を
行
って
参
り
ま
す
。チ
ャ
ー
タ
ー

ナ
イ
ト
５
周
年
記
念
式
典
に
た
く
さ
ん
の

方
々
に
出
席
賜
わ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。今
後
と
も
よ
り一層
皆
様
方

か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｌ
原
　  

孝 

男

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト

５
周
年
記
念
式
典

札
幌
新
星
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

　

　
札
幌
大
通
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
結
成
25
周
年

記
念
式
典
は
、多
数
の

ご
来
賓
・ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
関
係
者
が
参
加

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。会
長
Ｌ
大
屋

隆
介
は
式
辞
で
、「
１
９

９
１
年
３
月
札
幌
ア
カ

シ
ヤ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し

て
在
札
28
番
目
の
ク
ラ

ブ
と
し
て
誕
生
、『
自

由
・
創
造
・
伝
統
』を
掲

げ
歴
代
会
長
を
中
心

に
会
員
の
素
晴
ら
し
い

努
力
に
よ
っ
て
ユ
ニ
ー
ク

さ
あ
ふ
れ
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
」と
述
べ
、ス
ポ

ン
サ
ー
の
札
幌
ア
カ
シ

ヤ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

友
好
姉
妹
ク
ラ
ブ
の
３

３
２̶

Ｄ
地
区
郡
山
東

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
他

　

多
く
の
出
席
者
を
歓
迎
さ
れ
深
い
誠
意

が
表
さ
れ
ま
し
た
。地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
安

部
尚
明（
代
読
）、札
幌
ア
カ
シ
ヤ
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
Ｌ
太
田
治
彦
か
ら

ご
来
賓
祝
辞
を
賜
り
、25
周
年
記
念
事

業
発
表
と
と
も
に
感
謝
状
が
拝
受
さ
れ

ま
し
た
。メ
ル
ビ
ン・ジ
ョ
ー
ン
ズ・フ
ェロ
ー

を
讃
え
て
、Ｌ
下
倉
孝
、Ｌ
原
田
和
夫
が

表
彰
さ
れ
、最
後
に
会
長
Ｌ
大
屋
隆
介

の
閉
会
宣
言
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　　
祝
賀
会
で
は
祝
舞
、詩
吟
と
格
調
高

く
ス
タ
ー
ト
、前
地
区
ガ
バ
ナ
ー・
地
区

名
誉
顧
問
会
議
長
Ｌ
三
澤
聖
一
、郡
山
東

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー・

　

地
区
名
誉
顧
問
Ｌ
久
保
田
善
九
郎
か
ら

祝
辞
を
賜
り
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・

百
周
年
記
念
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Ｌ
柏
﨑
昭
朗
の
Ｗｅ 

ｓｅｒｖｅ
で
祝
宴
と

な
り
ま
し
た
。

　
甲
斐
熊
五
郎
さ
ん
の
力
強
い
歌
声
で

盛
り
上
が
り
、元
地
区
ガ
バ
ナ
ー・
地
区

名
誉
顧
問
Ｌ
岩
井
淳
佳
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

ロ
ー
ア
、長
老
Ｌ
小
田
川
繁
の
閉
会
の
言

葉
で
成
功
裏
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

 

力
強
く
式
典
を
司
会
さ
れ
た
Ｌ
原
子
直

樹
、ス
マ
ー
ト
に
祝
賀
会
を
司
会
さ
れ
た

Ｌ
栗
田
美
鳥
、Ｃ
Ｎ
全
般
に
全
力
で
協
力

を
し
て
く
れ
た
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

多
数
の
ご
来
賓
・
Ｌ
Ｃ
関
係
者
が
参
加
し
、盛
大
に
開
催

 

Ｌ
田 

村
　
康 

史

Ｃ
Ｎ
25
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

実
行
委
員
長

札
幌
大
通
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

日 

時
：
平
成
28
年
３
月
23
日（
水
）

午
後
６
時
か
ら

会 

場
：
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
札
幌

日 

時
：
平
成
28
年
４
月
19
日（
火
）

会 

場
：
ジ
ャ
ス
マ
ッ
ク
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
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当
ク
ラ
ブ
が
、チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
５
周

年
記
念
式
典
を
無
事
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
の
も
、３
３
１̶
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

Ｌ
安
部 

尚
明
を
始
め
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員

の
皆
様
、ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
で
あ
り
ま
す

札
幌
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆

様
、並
び
に
日
頃
か
ら
当
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活

　
　
　

動
を
陰
で
支
え
て
頂
き
、ご
賛
同
頂
い
て
お

り
ま
す
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
は
、Ｌ
歴
38
年
札
幌
す
ず
ら
ん

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、Ｌ
歴
28
年
札
幌
北
斗
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
発
展
的
に
解
散
し
、よ
り

強
力
に
ク
ラ
ブ
の
力
を
高
め
よ
う
と
、新
ク
ラ

ブ
札
幌
新
星
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

を
２
０
１
１
年
４
月
12
日
結
成

式・２
０
１
１
年
６
月
14
日
認
証

伝
達
式
を
行
い
、全
国
で
３
，７
３

３
番
目
在
札
で
45
番
目
の
ク
ラ

ブ
と
し
て
誕
生
致
し
ま
し
た
。

昨
年
は
我
が
ク
ラ
ブ
よ
り
地
区

ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
Ｌ
三
澤 

聖
一

が
誕
生
致
し
ま
し
た
。

　
両
ク
ラ
ブ
が
継
続
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
と
し
て
い
た
、次
世
代
を

担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

指
し
た
。少
年
少
女
軟
式
野
球

大
会・少
年
少
女
柔
道
大
会
そ

し
て
献
血
活
動
も
引
続
き
実
行

し
、ア
イ
バ
ン
ク
活
動・地
域
社
会

への
貢
献・福
祉
への
向
上
発
展
の

活
動
等
様
々
な
奉
仕
活
動
を
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
共

に
汗
を
流
し
お
互
い
を
知
り
、相
互
に
理

解
を
深
め
合
い
友
愛
と
堅
い
絆
を
創
り
、

自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、参
加
型
ク
ラ

ブ
運
営
を
行
って
参
り
ま
す
。チ
ャ
ー
タ
ー

ナ
イ
ト
５
周
年
記
念
式
典
に
た
く
さ
ん
の

方
々
に
出
席
賜
わ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。今
後
と
も
よ
り一層
皆
様
方

か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｌ
原
　  

孝 

男

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト

５
周
年
記
念
式
典

札
幌
新
星
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

　

　
札
幌
大
通
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
結
成
25
周
年

記
念
式
典
は
、多
数
の

ご
来
賓
・ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
関
係
者
が
参
加

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。会
長
Ｌ
大
屋

隆
介
は
式
辞
で
、「
１
９

９
１
年
３
月
札
幌
ア
カ

シ
ヤ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し

て
在
札
28
番
目
の
ク
ラ

ブ
と
し
て
誕
生
、『
自

由
・
創
造
・
伝
統
』を
掲

げ
歴
代
会
長
を
中
心

に
会
員
の
素
晴
ら
し
い

努
力
に
よ
っ
て
ユ
ニ
ー
ク

さ
あ
ふ
れ
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
」と
述
べ
、ス
ポ

ン
サ
ー
の
札
幌
ア
カ
シ

ヤ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

友
好
姉
妹
ク
ラ
ブ
の
３

３
２̶

Ｄ
地
区
郡
山
東

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
他

　

多
く
の
出
席
者
を
歓
迎
さ
れ
深
い
誠
意

が
表
さ
れ
ま
し
た
。地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
安

部
尚
明（
代
読
）、札
幌
ア
カ
シ
ヤ
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
Ｌ
太
田
治
彦
か
ら

ご
来
賓
祝
辞
を
賜
り
、25
周
年
記
念
事

業
発
表
と
と
も
に
感
謝
状
が
拝
受
さ
れ

ま
し
た
。メ
ル
ビ
ン・ジ
ョ
ー
ン
ズ・フ
ェロ
ー

を
讃
え
て
、Ｌ
下
倉
孝
、Ｌ
原
田
和
夫
が

表
彰
さ
れ
、最
後
に
会
長
Ｌ
大
屋
隆
介

の
閉
会
宣
言
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　　
祝
賀
会
で
は
祝
舞
、詩
吟
と
格
調
高

く
ス
タ
ー
ト
、前
地
区
ガ
バ
ナ
ー・
地
区

名
誉
顧
問
会
議
長
Ｌ
三
澤
聖
一
、郡
山
東

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー・

　

地
区
名
誉
顧
問
Ｌ
久
保
田
善
九
郎
か
ら

祝
辞
を
賜
り
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・

百
周
年
記
念
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Ｌ
柏
﨑
昭
朗
の
Ｗｅ 

ｓｅｒｖｅ
で
祝
宴
と

な
り
ま
し
た
。

　
甲
斐
熊
五
郎
さ
ん
の
力
強
い
歌
声
で

盛
り
上
が
り
、元
地
区
ガ
バ
ナ
ー・
地
区

名
誉
顧
問
Ｌ
岩
井
淳
佳
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

ロ
ー
ア
、長
老
Ｌ
小
田
川
繁
の
閉
会
の
言

葉
で
成
功
裏
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

 

力
強
く
式
典
を
司
会
さ
れ
た
Ｌ
原
子
直

樹
、ス
マ
ー
ト
に
祝
賀
会
を
司
会
さ
れ
た

Ｌ
栗
田
美
鳥
、Ｃ
Ｎ
全
般
に
全
力
で
協
力

を
し
て
く
れ
た
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

多
数
の
ご
来
賓
・
Ｌ
Ｃ
関
係
者
が
参
加
し
、盛
大
に
開
催

 

Ｌ
田 

村
　
康 

史

Ｃ
Ｎ
25
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

実
行
委
員
長

札
幌
大
通
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

日 

時
：
平
成
28
年
３
月
23
日（
水
）

午
後
６
時
か
ら

会 

場
：
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
札
幌

日 

時
：
平
成
28
年
４
月
19
日（
火
）

会 

場
：
ジ
ャ
ス
マ
ッ
ク
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
バ
ザ
ー
の
収
益
金

　
大
震
災
か
ら
５
年
目
を
迎
え
よ
う
と
す

る
３
月
５
日（
日
）、由
仁
町
の
文
化
交
流
館

<

ふ
れ
ー
る>

に
お
い
て
復
興
支
援
イ
ベン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
４
Ｒ・第
２
Ｚ
、南
空
知
の
夕
張
中
央・

長
沼・南
幌・岩
見
沢
メ
ー
プ
ル・由
仁
の
５
ク

ラ
ブ
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、コ
ン

サ
ー
ト
を
は
じ
め
多
彩
な
催
し
を
行
い
ま

し
た
。

　

　
開
演
に
先
立
ち
、主
催
者
を
代
表
し
ゾ
ー

ン
チェア
パ
ー
ソ
ン
Ｌ
髙
橋
宗
瑛
よ
り
、震
災
か

ら
５
年
が
たっ
た
今
な
お
、原
発
事
故
被
害
に

よ
る
帰
宅
困
難
者
を
中
心
に
17
万
を
超
え

る
人
々
が
避
難
生
活
を
送
って
い
る
こ
と
等
、

復
興
への
道
の
り
は
い
ま
だ
半
ば
で
あ
り
、支

援
継
続
の
重
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、恵
庭
市
を
拠
点
に
活
動

す
る
バ
ン
ド〈
エ
イ
ジ・オ
ー
ル
ド・ス
タ
ー
ズ
〉の

女
性
ツ
ー
ボ
ー
カ
ル
に
よ
る
迫
力
の
あ
る
ス

テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、懐
か
し
の
歌
謡

曲
も
多
く
、会
場
は
、大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
、チ
ケ
ッ
ト
不
要
の
来
場
者
も
含

め
、百
円
カ
レ
ー
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。お

米（
３０
キ
ロ
）・豚
肉・野
菜
は
す
べ
て
由
仁
産
の

も
の
を
使
用
、メ
ン
バ
ー
が
手
分
け
し
て
町
内

生
産
者
か
ら
調
達
し
ま
し
た
。由
仁
町
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
コ
ス
モ
ス
会
」よ
り
全
面

的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、前
日
よ
り
準
備
、

当
日
は
調
理
か
ら
盛
り
付
け
ま
で
担
当
し
て

い
た
だ
き
、３
５
０
食
分
を
用
意
、お
か
わ
り

も
含
め
、あ
っ
と
い
う
間
に
来
場
者
の
胃
袋
に

収
ま
り
ま
し
た
。

　
食
後
、バ
ザ
ー
に
オ
ー
ク
シ
ョン
、さ
ら
に
は

　

抽
選
会
も
行
わ
れ
、ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
が
持

ち
寄
っ
た
品
物
数
百
点
が
１
０
０
円
か
ら

８
０
０
円
で
販
売
、ま
た
、各
ク
ラ
ブ
が
持

ち
寄
っ
た
目
玉
の
品
々
が
次
々
と
競
り
落

と
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、町
内
の
協
賛
企
業

か
ら
提
供
を
受
け
た
納
豆
や
コ
ー
ン
フ
レ
ー

ク
が
抽
選
会
に
掛
け
ら
れ
、来
場
者
に
も

満
足
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
時
と
な
り
ま

し
た
。

　
来
場
者
は
約
２
５
０
名
に
上
り
、コ
ン

サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー・オ
ー
ク
シ
ョン
の

売
上
等
、合
わ
せ
て
28
万
４
，４
５
２
円
が

義
援
金
と
し
て
計
上
で
き
ま
し
た
。

　

　
義
援
金
は
、

３
３
２
Ｄ
地
区

福
島
県
の
川

俣
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
を
通
じ

て
、川
俣
町
の

被
災
者
生
活

支
援
口
に
寄

付
い
た
し
ま
し

た
。同
町
で
は

今
な
お
、原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、町
民

の
ほ
ぼ一割
の
６
４
９
世
帯
、１
４
０
６
人
が

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、内
、

町
内
仮
設
住
宅
に
は
１
８
８
戸
が
入
居
し

て
い
ま
す
。

　
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
、安
部
ガ
バ

ナ
ー・柏
﨑
第
一副
地
区
ガ
バ
ナ
ー・１
Ｚ
松

本
Ｚ
Ｃ
を
は
じ
め
、役
員
諸
氏
に
も
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
Ｚ
の
各
ク
ラ
ブ
は
も
と
よ
り
、町
内
の

農
家・企
業・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体・町
役
場
等

を
巻
き
込
ん
で
楽
し
く
、事
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。家
族
会
員
も
大
活
躍

で
し
た
。み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、被
災
者
に
想
い
を
寄
せ
、

復
興
への
道
を
応
援
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

 Ｌ
大 
谷
　
健 

治

第
４
Ｒ
第
２
Ｚ
の
合
同
ア
ク
ト

由
仁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

幹 

事

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
ピ
ン
の
音
が
、心
地
良

く
は
じ
け
た
ー
第
２
Ｒ
第
２
Ｚ
の
８
Ｌ
Ｃ

合
同
資
金
獲
得「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー・ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
」が
、３
月
21
日
デ
ィ
ノ
ス
ボ
ウ

　

ル
札
幌
麻
生
で
開
か
れ
た
。バ
ザ
ー
、献
血

活
動
も
行
わ
れ
、80
万
円
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
献

金
し
た
。メ
ン
バ
ー
１
０
０
人
の
ほ
か
、Ｌ
Ｌ
、

子
ど
も
、施
設
の
子
、友
人
ら
３
０
０
人
以

上
が
参
加
、８
Ｌ
Ｃ
の
絆
が
強
ま
り
、一

般
の
人
に
も
Ｌ
Ｃ
の
社
会
貢
献
が
認

識
さ
れ
た
。

　
札
幌
麻
生
は
、レ
ー
ン
が
30
も
あ
る

マ
ン
モ
ス
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
。３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。一

人
、２
ゲ
ー
ム
ず
つ
を
投
げ
て
、ト
ー
タ

ル
で
競
っ
た
。子
ど
も
が
参
加
す
る

レ
ー
ン
で
は
、ガ
ー
タ
ー（
溝
）な
し
で
プ

レ
ー
を
し
た
。

　
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出
る
と
、両
手
を
広

げ
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。仲
間
と
ハ
イ
タ
ッ
チ

し
て
喜
び
を
爆
発
。ピ
ン
が
残
る
と
、

悔
し
そ
う
な
表
情
。元
気
な
子
ど
も

の
声
も
交
差
、プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
来
た
マ
マ
は「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
メ
ン
バ
ー
で
、参
加
出
来  

　

て
嬉
し
い
で
す
」、友
人
は「
Ｌ
Ｃ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
良
く
理
解
出
来
ま
し
た
」

と
語
る
。表
彰
は
、グ
ル
ー
プ
毎
に
55
歳
以

上
の
シ
ニ
ア
、一
般
、中
・
高
校
生
、小
学
生

以
下
に
分
け
て
行
わ
れ
、ト
ロ
フ
ィ
ー
、ク

オ
カ
ー
ド
、図
書
券
が
贈
ら
れ
た
。

　
バ
ザ
ー
で
は
、子
ど
も
服
や
利
尻
コ
ン
ブ

な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。参
加
費
は
一
人
３

千
円
。諸
経
費
を
引
い
た
益
金
と
バ
ザ
ー

の
売
上
金
な
ど
計
80
万
２
千
円
を
事
業

獲
得
資
金
と
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
寄
贈
さ
れ

た
。献
血
も
目
標
の
70
人
に
達
し
た
。

　
音
頭
を
取
っ
た
の
は
、札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア

Ｌ
Ｃ
の
美
田
法
賢
Ｚ
Ｃ
。Ｌ
美
田
は
、昨
年

11
月
に
合
同
ア
ク
ト
を
計
画
、11
月
か  

ら
８
ク
ラ
ブ
を
訪
問
、協
力
を
要
請
し
た
。

「
８
ク
ラ
ブ
に
役
割
分
担
を
し
、ク
ラ
ブ
の
友

情
と
つ
な
が
り
が
強
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

安
部
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
に
は
、資

金
獲
得
も
あ
り
ま
す
。素
晴
ら
し
い
ゾ
ー
ン

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
、美
田
Ｚ
Ｃ
は
語

る
。

　
札
幌
羊
ヶ
丘
Ｌ
Ｃ
の
会
長
Ｌ
堀
岡
咲
江

は「
準
備
が
大
変
で
し
た
。美
田
Ｚ
Ｃ
の
指

導
力
が
あ
り
ま
す
。先
輩
ラ
イ
オ
ン
達
は

す
ご
い
で
す
。８
ク
ラ
ブ
が
力
を
合
わ
せ
、

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
も
な
り
ま
し
た
」と
、

嬉
し
そ
う
に
語
る
。

　
第
２
Ｒ
第
２
Ｚ
の
８
ク
ラ
ブ
は
次
の
通

り
。札
幌
ア
カ
シ
ヤ・ク
ラ
ー
ク・時
計
台・パ

イ
オ
ニ
ア・羊
ヶ
丘・グ
リ
ー
ン・ノ
ー
ス・わ
か

ば
Ｌ
Ｃ
で
す
。

　
　
　
◇ 

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
今
期
は
、合
同
ア
ク
ト
を
す
る
ゾ
ー
ン
が

目
立
っ
た
。第
３
Ｒ
第
１
Ｚ
の
５
Ｌ
Ｃ
が
、小

学
校
６
年
生
向
け
の
仕
事
探
検
教
室
。第

４
Ｒ
第
２
Ｚ
が
、５
ク
ラ
ブ
に
よ
る
東
日
本

大
震
災
地
へ
の
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
。そ
れ

と
第
２
Ｒ
第
２
Ｚ
の
チ
ヤ
リ
テ
ィ
ー・ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
。各
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
減
っ
て
体

力
が
落
ち
て
い
る
。合
同
ア
ク
ト
は
、パ
ワ
ー

を
強
め
る
手
法
で
あ
り
、ゾ
ー
ン
の
結
び
つ

き
、交
流
を
深
め
る
道
で
も
あ
る
。

80
万
円
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
へ
献
金

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年 

由
仁
町
で
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
開
催

 

Ｌ
森
　 

一  

男

第
２
Ｒ
第
２
Ｚ
の
合
同
ア
ク
ト

地
区
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
委
員
長
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
バ
ザ
ー
の
収
益
金

　
大
震
災
か
ら
５
年
目
を
迎
え
よ
う
と
す

る
３
月
５
日（
日
）、由
仁
町
の
文
化
交
流
館

<

ふ
れ
ー
る>

に
お
い
て
復
興
支
援
イ
ベン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
４
Ｒ・第
２
Ｚ
、南
空
知
の
夕
張
中
央・

長
沼・南
幌・岩
見
沢
メ
ー
プ
ル・由
仁
の
５
ク

ラ
ブ
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、コ
ン

サ
ー
ト
を
は
じ
め
多
彩
な
催
し
を
行
い
ま

し
た
。

　

　
開
演
に
先
立
ち
、主
催
者
を
代
表
し
ゾ
ー

ン
チェア
パ
ー
ソ
ン
Ｌ
髙
橋
宗
瑛
よ
り
、震
災
か

ら
５
年
が
たっ
た
今
な
お
、原
発
事
故
被
害
に

よ
る
帰
宅
困
難
者
を
中
心
に
17
万
を
超
え

る
人
々
が
避
難
生
活
を
送
って
い
る
こ
と
等
、

復
興
への
道
の
り
は
い
ま
だ
半
ば
で
あ
り
、支

援
継
続
の
重
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、恵
庭
市
を
拠
点
に
活
動

す
る
バ
ン
ド〈
エ
イ
ジ・オ
ー
ル
ド・ス
タ
ー
ズ
〉の

女
性
ツ
ー
ボ
ー
カ
ル
に
よ
る
迫
力
の
あ
る
ス

テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、懐
か
し
の
歌
謡

曲
も
多
く
、会
場
は
、大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
、チ
ケ
ッ
ト
不
要
の
来
場
者
も
含

め
、百
円
カ
レ
ー
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。お

米（
３０
キ
ロ
）・豚
肉・野
菜
は
す
べ
て
由
仁
産
の

も
の
を
使
用
、メ
ン
バ
ー
が
手
分
け
し
て
町
内

生
産
者
か
ら
調
達
し
ま
し
た
。由
仁
町
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
コ
ス
モ
ス
会
」よ
り
全
面

的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、前
日
よ
り
準
備
、

当
日
は
調
理
か
ら
盛
り
付
け
ま
で
担
当
し
て

い
た
だ
き
、３
５
０
食
分
を
用
意
、お
か
わ
り

も
含
め
、あ
っ
と
い
う
間
に
来
場
者
の
胃
袋
に

収
ま
り
ま
し
た
。

　
食
後
、バ
ザ
ー
に
オ
ー
ク
シ
ョン
、さ
ら
に
は

　

抽
選
会
も
行
わ
れ
、ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
が
持

ち
寄
っ
た
品
物
数
百
点
が
１
０
０
円
か
ら

８
０
０
円
で
販
売
、ま
た
、各
ク
ラ
ブ
が
持

ち
寄
っ
た
目
玉
の
品
々
が
次
々
と
競
り
落

と
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、町
内
の
協
賛
企
業

か
ら
提
供
を
受
け
た
納
豆
や
コ
ー
ン
フ
レ
ー

ク
が
抽
選
会
に
掛
け
ら
れ
、来
場
者
に
も

満
足
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
時
と
な
り
ま

し
た
。

　
来
場
者
は
約
２
５
０
名
に
上
り
、コ
ン

サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー・オ
ー
ク
シ
ョン
の

売
上
等
、合
わ
せ
て
28
万
４
，４
５
２
円
が

義
援
金
と
し
て
計
上
で
き
ま
し
た
。

　

　
義
援
金
は
、

３
３
２
Ｄ
地
区

福
島
県
の
川

俣
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
を
通
じ

て
、川
俣
町
の

被
災
者
生
活

支
援
口
に
寄

付
い
た
し
ま
し

た
。同
町
で
は

今
な
お
、原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、町
民

の
ほ
ぼ一割
の
６
４
９
世
帯
、１
４
０
６
人
が

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、内
、

町
内
仮
設
住
宅
に
は
１
８
８
戸
が
入
居
し

て
い
ま
す
。

　
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
、安
部
ガ
バ

ナ
ー・柏
﨑
第
一副
地
区
ガ
バ
ナ
ー・１
Ｚ
松

本
Ｚ
Ｃ
を
は
じ
め
、役
員
諸
氏
に
も
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
Ｚ
の
各
ク
ラ
ブ
は
も
と
よ
り
、町
内
の

農
家・企
業・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体・町
役
場
等

を
巻
き
込
ん
で
楽
し
く
、事
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。家
族
会
員
も
大
活
躍

で
し
た
。み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、被
災
者
に
想
い
を
寄
せ
、

復
興
への
道
を
応
援
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

 Ｌ
大 

谷
　
健 

治

第
４
Ｒ
第
２
Ｚ
の
合
同
ア
ク
ト

由
仁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

幹 

事

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
ピ
ン
の
音
が
、心
地
良

く
は
じ
け
た
ー
第
２
Ｒ
第
２
Ｚ
の
８
Ｌ
Ｃ

合
同
資
金
獲
得「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー・ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
」が
、３
月
21
日
デ
ィ
ノ
ス
ボ
ウ

　

ル
札
幌
麻
生
で
開
か
れ
た
。バ
ザ
ー
、献
血

活
動
も
行
わ
れ
、80
万
円
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
献

金
し
た
。メ
ン
バ
ー
１
０
０
人
の
ほ
か
、Ｌ
Ｌ
、

子
ど
も
、施
設
の
子
、友
人
ら
３
０
０
人
以

上
が
参
加
、８
Ｌ
Ｃ
の
絆
が
強
ま
り
、一

般
の
人
に
も
Ｌ
Ｃ
の
社
会
貢
献
が
認

識
さ
れ
た
。

　
札
幌
麻
生
は
、レ
ー
ン
が
30
も
あ
る

マ
ン
モ
ス
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
。３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。一

人
、２
ゲ
ー
ム
ず
つ
を
投
げ
て
、ト
ー
タ

ル
で
競
っ
た
。子
ど
も
が
参
加
す
る

レ
ー
ン
で
は
、ガ
ー
タ
ー（
溝
）な
し
で
プ

レ
ー
を
し
た
。

　
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出
る
と
、両
手
を
広

げ
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。仲
間
と
ハ
イ
タ
ッ
チ

し
て
喜
び
を
爆
発
。ピ
ン
が
残
る
と
、

悔
し
そ
う
な
表
情
。元
気
な
子
ど
も

の
声
も
交
差
、プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
来
た
マ
マ
は「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
メ
ン
バ
ー
で
、参
加
出
来  

　

て
嬉
し
い
で
す
」、友
人
は「
Ｌ
Ｃ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
良
く
理
解
出
来
ま
し
た
」

と
語
る
。表
彰
は
、グ
ル
ー
プ
毎
に
55
歳
以

上
の
シ
ニ
ア
、一
般
、中
・
高
校
生
、小
学
生

以
下
に
分
け
て
行
わ
れ
、ト
ロ
フ
ィ
ー
、ク

オ
カ
ー
ド
、図
書
券
が
贈
ら
れ
た
。

　
バ
ザ
ー
で
は
、子
ど
も
服
や
利
尻
コ
ン
ブ

な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。参
加
費
は
一
人
３

千
円
。諸
経
費
を
引
い
た
益
金
と
バ
ザ
ー

の
売
上
金
な
ど
計
80
万
２
千
円
を
事
業

獲
得
資
金
と
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
寄
贈
さ
れ

た
。献
血
も
目
標
の
70
人
に
達
し
た
。

　
音
頭
を
取
っ
た
の
は
、札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア

Ｌ
Ｃ
の
美
田
法
賢
Ｚ
Ｃ
。Ｌ
美
田
は
、昨
年

11
月
に
合
同
ア
ク
ト
を
計
画
、11
月
か  

ら
８
ク
ラ
ブ
を
訪
問
、協
力
を
要
請
し
た
。

「
８
ク
ラ
ブ
に
役
割
分
担
を
し
、ク
ラ
ブ
の
友

情
と
つ
な
が
り
が
強
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

安
部
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
に
は
、資

金
獲
得
も
あ
り
ま
す
。素
晴
ら
し
い
ゾ
ー
ン

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
、美
田
Ｚ
Ｃ
は
語

る
。

　
札
幌
羊
ヶ
丘
Ｌ
Ｃ
の
会
長
Ｌ
堀
岡
咲
江

は「
準
備
が
大
変
で
し
た
。美
田
Ｚ
Ｃ
の
指

導
力
が
あ
り
ま
す
。先
輩
ラ
イ
オ
ン
達
は

す
ご
い
で
す
。８
ク
ラ
ブ
が
力
を
合
わ
せ
、

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
も
な
り
ま
し
た
」と
、

嬉
し
そ
う
に
語
る
。

　
第
２
Ｒ
第
２
Ｚ
の
８
ク
ラ
ブ
は
次
の
通

り
。札
幌
ア
カ
シ
ヤ・ク
ラ
ー
ク・時
計
台・パ

イ
オ
ニ
ア・羊
ヶ
丘・グ
リ
ー
ン・ノ
ー
ス・わ
か

ば
Ｌ
Ｃ
で
す
。

　
　
　
◇ 

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
今
期
は
、合
同
ア
ク
ト
を
す
る
ゾ
ー
ン
が

目
立
っ
た
。第
３
Ｒ
第
１
Ｚ
の
５
Ｌ
Ｃ
が
、小

学
校
６
年
生
向
け
の
仕
事
探
検
教
室
。第

４
Ｒ
第
２
Ｚ
が
、５
ク
ラ
ブ
に
よ
る
東
日
本

大
震
災
地
へ
の
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
。そ
れ

と
第
２
Ｒ
第
２
Ｚ
の
チ
ヤ
リ
テ
ィ
ー・ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
。各
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
減
っ
て
体

力
が
落
ち
て
い
る
。合
同
ア
ク
ト
は
、パ
ワ
ー

を
強
め
る
手
法
で
あ
り
、ゾ
ー
ン
の
結
び
つ

き
、交
流
を
深
め
る
道
で
も
あ
る
。

80
万
円
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
へ
献
金

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年 

由
仁
町
で
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
開
催
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　「
Ｇ
Ａ
１
４
６
７
６
／
３
３
１̶

Ａ
」こ
れ

が
、今
回
の一般
援
助
交
付
金
事
業
に
対
し

て
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
か
ら
与
え
ら
れ
た
交
付
金
番

号
で
し
た
。

　
今
期
、札
幌
ア
カ
シ
ヤ・札
幌
ク
ラ
ー
ク・

札
幌
時
計
台・札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア
の
４
ク
ラ
ブ

　

合
同
で
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
よ
り
１
万
１
千
ド
ル
の一般

援
助
交
付
金
を
獲
得
、４
ク
ラ
ブ
か
ら
の
１
３

５
万
３
千
円
を
合
わ
せ
、重
症
心
身
障
が
い

児
の
姿
勢
保
持
及
び
心
身
の
安
定
性
を
得

や
す
い「
ラ
ッ
サ
ル
ク
ッ
シ
ョン
」92
個
を
道
立

子
ど
も
総
合
医
療・療
育
セ
ン
タ
ー

等
の
16
施
設
に
寄
贈
し
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
と
致
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
６
月
頃
か
ら
４
ク
ラ

ブ
で
打
合
せ
を
行
い
、ま
ず
は
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
議
に
お
い
て
申
請
の
承
認

を
得
、そ
の
後
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
承
認
を

得
て
事
業
を
実
施
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。昨
年
度
は
、札
幌
ア
カ

シ
ヤ・札
幌
ク
ラ
ー
ク・札
幌
時
計
台

の
３
ク
ラ
ブ
で
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
行
って
お
り
ま
し
た
の
で
、札
幌
時

計
台
Ｌ
Ｃ
村
太
Ｌ
の
お
力
添
え
を

頂
い
て
何
と
か
事
業
を
実
施
で
き

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
２
月
13
日
贈
与
式・講

習
会
に
お
い
て
は
、３
３
１̶

Ａ
地
区

の
安
部
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
の
皆
様
の
ご
出

席
を
賜
り
、４
ク
ラ
ブ
の
会
長
か
ら

　

16
施
設
の
代
表
へ
目
録
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、利
用

方
法
等
に
つい
て
詳
細
な
説
明
と
実
体
験

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。姿
勢
保
持
の
実
例

と
し
て
、仰
臥
位（
あ
お
む
け
）、伏
臥
位

（
う
つ
ぶ
せ
）、側
臥
位（
よ
こ
む
き
）、座
位

の
４
種
の
姿
勢
を
参
加
者
自
ら
が
障
が
い

児
役
と
な
り
、講
師
の
手
で
そ
の
姿
勢
を

作
る
講
習
内
容
で
、盛
ん
に
意
見
が
出
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
非
常
に
真
剣
に
受
講
さ
れ
、

重
症
心
身
障
が
い
児
の
姿
勢
保
持
が
難
し

い
こ
と
、今
回
寄
贈
し
た
特
殊
な
ク
ッ
シ
ョン

「
ラ
ッ
サ
ル
ク
ッ
シ
ョン
」が
そ
の
支
え
と
し
て

非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
来

　

ま
し
た
。ま
た
、こ
の
ク
ッ
シ
ョン
が
有
用
で
高

機
能
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
各
施
設
に
必

要
数
を
導
入
し
づ
ら
い
理
由
と
し
て
、「
高

価
」で
あ
り
、ま
た
国
や
地
方
自
治
体
の
助

成
金
対
象
と
な
って
い
な
い
点
な
ど
現
場
か

ら
の
声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。今
回

の
よ
う
な
支
援
事
業
に
よ
り
、実
際
に
使
用

し
た
各
施
設
か
ら
、国
や
地
方
自
治
体
へ

「
こ
の
ク
ッ
シ
ョン
が
重
症
心
身
障
が
い
児
への

補
助
用
具
と
し
て
必
要
で
あ
る
」と
い
う
声

が
届
く
こ
と
を
願
って
止
み
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
３
３
１̶

Ａ
地
区
内
で
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

の
交
付
金
を
利
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が

行
わ
れ
、社
会
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
切
に

願
い
ま
す
と
共
に
、最
後
と
な
り
ま
し
た
が

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｌ
安
部
ガ
バ

ナ
ー
、Ｌ
鈴
木

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
地
区

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、そ
し
て

４
ク
ラ
ブ
の
会

長
は
じ
め
会

員
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ

ま
し
て
事
業

報
告
と
い
た
し

ま
す
。
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実
行
委
員
長

　
４
月
28
日
木
曜
日
、江
別
市
民
会
館
に

て
江
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
会
長
岩
田

美
佐
男
Ｌ
）、江
別
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ（
会
長
政
田
知
一Ｌ
）は
合
同
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。両
ク
ラ
ブ
は
新
年
交

礼
会
を
始
め
、奉
仕
活
動
を
合
同
で
行
う

　

な
ど
協
力
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
昨
年
８
月
22
日
か
ら
二
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
た「
二
十
四
時
間
テ
レ
ビ『
愛

は
地
球
を
救
う
』募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」な
ど

が
あ
り
ま
す
。今
回
Ｌ
柏
﨑
第
一
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
を
お
招
き
し
た
の
は
、間
も
な
く
ガ
バ

ナ
ー
に
就
任
さ
れ
ま
す
が
今
の
心
境
な
ど
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
思
い
を
お
聞
き
し
た

い
と
企
画
致
し
ま
し
た
。

　
当
日
例
会
で
は
余
り
硬
い
話
は
面
白
く

な
い
か
ら
と
言
わ
れ
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

我
々
を
笑
わ
せ
な
が
ら
お
話
し
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　
ご
自
分
が
東
北
大
船
渡
の
出
身
で
あ
る

こ
と
か
ら
チ
リ
地
震（
１
９
６
０
年
５
月
23

日
）の
津
波
被
害
に
遭
わ
れ
、今
度
は
東
日

本
大
震
災（
２
０
１
１
年
３
月
11
日
）に
親

戚
の
方
が
遭
遇
し
、悲
惨
な
思
い
を
さ
れ
た

経
験
を
話
さ
れ
、ご
自
分
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
炊
き
出
し
に
八
回
東
北
に
行
か
れ

た
時
に
被
災
さ
れ
た
方
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
、

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
良
か
っ

た
」と
思
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
所
属
さ
れ
て
い
る
岩
見
沢
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
で
ご
自
分
が
ク
ラ
ブ
会
長（
２
０

　

０
２
〜
０
３
）の
時
、創
立
30
周
年
記
念

事
業
と
し
て「
こ
ぶ
し
の
花
」を
実
生
か

ら
育
て
て
植
え
た
経
験
を
さ
れ
、綺
麗
な

花
を
咲
か
せ
る
の
に
八
年
余
り
か
か
っ
た

事
を
、当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
紹
介
さ

れ
、長
期
の
事
業
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
３
１̶

Ａ
地
区
で
毎
年
退
会
者
が

平
均
２
８
４
名
い
る
事
に
触
れ
、楽
し
い

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
創
造
、例
会
運
営

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
話
さ

れ
、誰
か
入
会
さ
せ
る
だ
ろ
う
で
は
な
く

「
自
分
が
入
会
さ
せ
る
」と
言
う
意
気
込

み
を
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
事
が
大
事
。若
い

　

ラ
イ
オ
ン
が
入
会
し
な
け
れ
ば
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
光
が
消
え
る
、入
会
す
る
こ
と
で
光

が
照
ら
す
。会
費
は
年
額
で
は
な
く
月
額

で
説
明
し
た
方
が
良
い
、年
額
１
６
０
，０

０
０
円
と
言
う
よ
り
も
月
額
１
３
，０
０
０

円
と
説
明
し
た
方
が
理
解
し
て
く
れ
る
。

入
会
を
勧
め
る
に
当
た
り
ク
ラ
ブ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
た
方
が
良
い
。私
達
は
こ

ん
な
奉
仕
活
動
を
し
て
い
ま
す
よ
と
訴
え

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を

理
解
し
て
も
ら
う
為
に
。

　
最
後
に
来
期
は
皆
さ
ん
の
期
待
に
そ
う

様
な
運
営
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
お
話
し
さ
れ
た
全
部
を
書
け
な
い
の
が

残
念
で
す
が
、他
に
日
本
事
務
所
の
法
人

化
、百
周
年
事
業
の
登
録
、ラ
イ
オ
ン
誌
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
等
々
、を
話
さ
れ
、我
々
に
明
日

か
ら
す
ぐ
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
頂
い

た
事
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　
今
は
忙
し
い
時
に
は
家
に
帰
る
の
は一
月

当
た
り
一
週
間
ほ
ど
し
か
な
い
と
話
さ
れ

て
い
た
の
で
、来
期
は
も
っ
と
忙
し
い
と
思

い
ま
す
の
で
健
康
管
理
に
十
分
気
を
付
け

ら
れ
ご
活
躍
下
さ
い
。こ
の
度
は
ご
多
忙
の

と
こ
ろ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜
Ｌ
柏
﨑
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
て
〜

「
障
が
い
児
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業
」報
告

 

Ｌ
蔵 

口
　
武 

美

第
６
Ｒ
第
１
Ｚ
合
同
例
会
開
催

江
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
江
別
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

第
６
Ｒ
１
Ｚ
　
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン



２月１３日贈与式参加役員の皆さん

講習会では色々なクッションを体験

ラッサルクッションセット例

ライ オンズクラブの歌斉唱

江別LC 岩田会長L挨拶
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　「
Ｇ
Ａ
１
４
６
７
６
／
３
３
１̶

Ａ
」こ
れ

が
、今
回
の一般
援
助
交
付
金
事
業
に
対
し

て
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
か
ら
与
え
ら
れ
た
交
付
金
番

号
で
し
た
。

　
今
期
、札
幌
ア
カ
シ
ヤ・札
幌
ク
ラ
ー
ク・

札
幌
時
計
台・札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア
の
４
ク
ラ
ブ

　

合
同
で
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
よ
り
１
万
１
千
ド
ル
の一般

援
助
交
付
金
を
獲
得
、４
ク
ラ
ブ
か
ら
の
１
３

５
万
３
千
円
を
合
わ
せ
、重
症
心
身
障
が
い

児
の
姿
勢
保
持
及
び
心
身
の
安
定
性
を
得

や
す
い「
ラ
ッ
サ
ル
ク
ッ
シ
ョン
」92
個
を
道
立

子
ど
も
総
合
医
療・療
育
セ
ン
タ
ー

等
の
16
施
設
に
寄
贈
し
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
と
致
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
６
月
頃
か
ら
４
ク
ラ

ブ
で
打
合
せ
を
行
い
、ま
ず
は
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
議
に
お
い
て
申
請
の
承
認

を
得
、そ
の
後
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
承
認
を

得
て
事
業
を
実
施
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。昨
年
度
は
、札
幌
ア
カ

シ
ヤ・札
幌
ク
ラ
ー
ク・札
幌
時
計
台

の
３
ク
ラ
ブ
で
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
行
って
お
り
ま
し
た
の
で
、札
幌
時

計
台
Ｌ
Ｃ
村
太
Ｌ
の
お
力
添
え
を

頂
い
て
何
と
か
事
業
を
実
施
で
き

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
２
月
13
日
贈
与
式・講

習
会
に
お
い
て
は
、３
３
１̶

Ａ
地
区

の
安
部
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
の
皆
様
の
ご
出

席
を
賜
り
、４
ク
ラ
ブ
の
会
長
か
ら

　

16
施
設
の
代
表
へ
目
録
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、利
用

方
法
等
に
つい
て
詳
細
な
説
明
と
実
体
験

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。姿
勢
保
持
の
実
例

と
し
て
、仰
臥
位（
あ
お
む
け
）、伏
臥
位

（
う
つ
ぶ
せ
）、側
臥
位（
よ
こ
む
き
）、座
位

の
４
種
の
姿
勢
を
参
加
者
自
ら
が
障
が
い

児
役
と
な
り
、講
師
の
手
で
そ
の
姿
勢
を

作
る
講
習
内
容
で
、盛
ん
に
意
見
が
出
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
非
常
に
真
剣
に
受
講
さ
れ
、

重
症
心
身
障
が
い
児
の
姿
勢
保
持
が
難
し

い
こ
と
、今
回
寄
贈
し
た
特
殊
な
ク
ッ
シ
ョン

「
ラ
ッ
サ
ル
ク
ッ
シ
ョン
」が
そ
の
支
え
と
し
て

非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
来

　

ま
し
た
。ま
た
、こ
の
ク
ッ
シ
ョン
が
有
用
で
高

機
能
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
各
施
設
に
必

要
数
を
導
入
し
づ
ら
い
理
由
と
し
て
、「
高

価
」で
あ
り
、ま
た
国
や
地
方
自
治
体
の
助

成
金
対
象
と
な
って
い
な
い
点
な
ど
現
場
か

ら
の
声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。今
回

の
よ
う
な
支
援
事
業
に
よ
り
、実
際
に
使
用

し
た
各
施
設
か
ら
、国
や
地
方
自
治
体
へ

「
こ
の
ク
ッ
シ
ョン
が
重
症
心
身
障
が
い
児
への

補
助
用
具
と
し
て
必
要
で
あ
る
」と
い
う
声

が
届
く
こ
と
を
願
って
止
み
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
３
３
１̶

Ａ
地
区
内
で
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

の
交
付
金
を
利
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が

行
わ
れ
、社
会
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
切
に

願
い
ま
す
と
共
に
、最
後
と
な
り
ま
し
た
が

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｌ
安
部
ガ
バ

ナ
ー
、Ｌ
鈴
木

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
地
区

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、そ
し
て

４
ク
ラ
ブ
の
会

長
は
じ
め
会

員
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ

ま
し
て
事
業

報
告
と
い
た
し

ま
す
。

 

Ｌ
前 

川
　
忠 

男

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
一
般
援
助
交
付
金
事
業

札
幌
ア
カ
シ
ヤ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
実
行
委
員
長

　
４
月
28
日
木
曜
日
、江
別
市
民
会
館
に

て
江
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
会
長
岩
田

美
佐
男
Ｌ
）、江
別
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ（
会
長
政
田
知
一Ｌ
）は
合
同
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。両
ク
ラ
ブ
は
新
年
交

礼
会
を
始
め
、奉
仕
活
動
を
合
同
で
行
う

　

な
ど
協
力
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
昨
年
８
月
22
日
か
ら
二
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
た「
二
十
四
時
間
テ
レ
ビ『
愛

は
地
球
を
救
う
』募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」な
ど

が
あ
り
ま
す
。今
回
Ｌ
柏
﨑
第
一
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
を
お
招
き
し
た
の
は
、間
も
な
く
ガ
バ

ナ
ー
に
就
任
さ
れ
ま
す
が
今
の
心
境
な
ど
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
思
い
を
お
聞
き
し
た

い
と
企
画
致
し
ま
し
た
。

　
当
日
例
会
で
は
余
り
硬
い
話
は
面
白
く

な
い
か
ら
と
言
わ
れ
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

我
々
を
笑
わ
せ
な
が
ら
お
話
し
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　
ご
自
分
が
東
北
大
船
渡
の
出
身
で
あ
る

こ
と
か
ら
チ
リ
地
震（
１
９
６
０
年
５
月
23

日
）の
津
波
被
害
に
遭
わ
れ
、今
度
は
東
日

本
大
震
災（
２
０
１
１
年
３
月
11
日
）に
親

戚
の
方
が
遭
遇
し
、悲
惨
な
思
い
を
さ
れ
た

経
験
を
話
さ
れ
、ご
自
分
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
炊
き
出
し
に
八
回
東
北
に
行
か
れ

た
時
に
被
災
さ
れ
た
方
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
、

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
良
か
っ

た
」と
思
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
所
属
さ
れ
て
い
る
岩
見
沢
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
で
ご
自
分
が
ク
ラ
ブ
会
長（
２
０

　

０
２
〜
０
３
）の
時
、創
立
30
周
年
記
念

事
業
と
し
て「
こ
ぶ
し
の
花
」を
実
生
か

ら
育
て
て
植
え
た
経
験
を
さ
れ
、綺
麗
な

花
を
咲
か
せ
る
の
に
八
年
余
り
か
か
っ
た

事
を
、当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
紹
介
さ

れ
、長
期
の
事
業
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
３
１̶

Ａ
地
区
で
毎
年
退
会
者
が

平
均
２
８
４
名
い
る
事
に
触
れ
、楽
し
い

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
創
造
、例
会
運
営

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
話
さ

れ
、誰
か
入
会
さ
せ
る
だ
ろ
う
で
は
な
く

「
自
分
が
入
会
さ
せ
る
」と
言
う
意
気
込

み
を
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
事
が
大
事
。若
い

　

ラ
イ
オ
ン
が
入
会
し
な
け
れ
ば
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
光
が
消
え
る
、入
会
す
る
こ
と
で
光

が
照
ら
す
。会
費
は
年
額
で
は
な
く
月
額

で
説
明
し
た
方
が
良
い
、年
額
１
６
０
，０

０
０
円
と
言
う
よ
り
も
月
額
１
３
，０
０
０

円
と
説
明
し
た
方
が
理
解
し
て
く
れ
る
。

入
会
を
勧
め
る
に
当
た
り
ク
ラ
ブ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
た
方
が
良
い
。私
達
は
こ

ん
な
奉
仕
活
動
を
し
て
い
ま
す
よ
と
訴
え

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を

理
解
し
て
も
ら
う
為
に
。

　
最
後
に
来
期
は
皆
さ
ん
の
期
待
に
そ
う

様
な
運
営
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
お
話
し
さ
れ
た
全
部
を
書
け
な
い
の
が

残
念
で
す
が
、他
に
日
本
事
務
所
の
法
人

化
、百
周
年
事
業
の
登
録
、ラ
イ
オ
ン
誌
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
等
々
、を
話
さ
れ
、我
々
に
明
日

か
ら
す
ぐ
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
頂
い

た
事
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　
今
は
忙
し
い
時
に
は
家
に
帰
る
の
は一
月

当
た
り
一
週
間
ほ
ど
し
か
な
い
と
話
さ
れ

て
い
た
の
で
、来
期
は
も
っ
と
忙
し
い
と
思

い
ま
す
の
で
健
康
管
理
に
十
分
気
を
付
け

ら
れ
ご
活
躍
下
さ
い
。こ
の
度
は
ご
多
忙
の

と
こ
ろ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜
Ｌ
柏
﨑
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
て
〜

「
障
が
い
児
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業
」報
告
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新一年生と一緒に

皆でプレゼントを開けました

プレゼントを手渡した子どもとツーショット

ＳＪＦジュニア・ジャズオーケストラ２０１５

Ｃｌｕｂ　ＳＪＦ
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当
ク
ラ
ブ
の
重
要
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、

児
童
養
護
施
設「
札
幌
育
児
園
」の
子
ど

も
達
と
の
交
流
で
す
。

　
中
高
生
と
は
、主
婦
パ
ワ
ー
を
発
揮
し

　

た
調
理
実
習
。小
学
生
と

は
、サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ

と
合
同
ア
ク
ト
。シ
ニ
ア

農
園（
留
寿
都
村
）で
春
、

種
芋
の
植
え
付
け
と
ア
ス

パ
ラ
収
穫
、秋
に
は
収
穫

祭
。

　
乳
幼
児
と
は
夏
に
動

物
園
見
学
が
あ
り
ま
す
。

園
内
を
手
を
繋
ぎ
、又
は

乳
母
車
に
乗
せ
て
一
緒
に

歩
き
、お
弁
当
を
食
べ
た

子
ど
も
達
の
内
今
年
は
男

子
３
名
、女
子
７
名
計
１０

名
の
子
ど
も
達
が
、小
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
４
月
２
日
ク
ラ

ブ
員
９
名
で
、子
ど
も
一
人

一人
の
名
前
入
り
鉛
筆
と
、

お
名
前
シ
ー
ル
各
７
７
５

片
、お
名
前
プ
リ
ン
ト
各

４３
片
、他
に
園
児
全
員
に
お
菓
子
を
持
っ
て

訪
問
し
ま
し
た
。

　
乳
母
車
に
乗
っ
て
い
た
子
、楽
し
く
歩
い

た
子
ど
も
達
の
成
長
に
喜
び
を
感
じ
る
事

　

が
出
来
る一時
で
す
。

　
先
生
に
連
れ
ら
れ
私
た
ち
が
待
っ
て

い
る
施
設
長
室
に
少
し
は
に
か
み
な
が
ら

入
って
く
る
子
ど
も
達
。一人
ず
つ
名
前
を

呼
ん
で
、「
入
学
お
め
で
と
う
」と
声
を
掛

け
、鉛
筆
と
シ
ー
ル
を
手
渡
し
、終
わ
る

頃
に
は
す
っ
か
り
元
気
な
い
つ
も
の
笑
顔

に
な
り
ま
し
た
。

　
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
鉛
筆
に
自
分
の

名
前
を
確
認
し
、大
小
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー

　

　

ル
に
、「
こ
れ
は
お
道
具
箱
に
、こ
れ
は
給
食

袋
に
貼
る
ん
だ
ね
」と
、思
い
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は「
こ
の
鉛
筆
で
ど
の
様
な

夢
を
描
く
の
で
し
ょ
う
」、私
達
も
す
っ
か

り
孫
を
思
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
に
な
っ
た
こ
の
子

ど
も
達
と
は
、今
年
か
ら
は
農
園
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
一
緒
で
す
。こ
れ
か
ら
何
年

に
も
亘
っ
て
こ
の
子
達
が
、園
を
巣
立
っ
て

い
く
ま
で
、も
っ
と
も
っ
と
深
い
繋
が
り
を

築
い
て
行
き
ま
す
。

　
元
気
に
、明
る
く
、沢
山
の
友
人
を
持

ち
、人
を
思
い
や
る
事
の
出
来
る
優
し
い
、

そ
し
て
逞
し
い
子
に
成
長
し
て
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。

Ｌ
村 
野
　
祐 

子

児
童
養
護
施
設「
札
幌
育
児
園
」交
流
会

札
幌
コ
ス
ミ
ッ
ク
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

 

幹 

事

　
今
年
も
結
成
45
周
年
か
ら
７
回
目
の

継
続
事
業
と
な
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ

「
M
U
S
I
C
 
L
A
M
P
 
V
O
L
.
7
」

が
、公
益
財
団
法
人
札
幌
市
芸
術
文
化

財
団
と
共
催
し
て
２
月
２８
日（
日
）に
市

教
育
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
名
前
の
通
り
チ
ャ
リ

テ
ィ「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
　
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」は
、視
覚

障
が
い
者
へ
の
支
援
と
し
て
公
益
財
団
法

人
北
海
道
盲
導
犬
協
会
へ
の
募
金
の
他
、東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
義
援
金
を
送
る

た
め
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
招
待
先
と
し
て
、公

益
財
団
法
人
札
幌
市
視
覚
障

が
い
者
福
祉
協
会
と
一
般
社
団

法
人
北
海
道
視
覚
障
が
い
者
福

祉
連
合
会
を
お
招
き
し
、一
般

来
場
者
を
含
め
約
８
０
０
人
と

い
う
大
勢
の
方
々
に
お
越
し
頂

き
、主
催
者
側
と
し
て
安
堵
し

た
所
で
あ
り
ま
す
。

　
我
々
Ｌ
と
Ｌ
Ｌ
、昨
年
か
ら
お

手
伝
い
頂
い
て
い
ま
す
北
海
学

園
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

Ｐ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
学
生
も
加
わ

り
、会
場
３
時
間
半
前
の
午
前

11
時
に
集
合
。全
員
で
入
場
者

に
お
渡
し
す
る
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
準
備
の
後
、各
部
会
毎
に

最
後
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
来
場
者
を
待
ち
ま
し
た
。

　

　　
今
回
は
２
部
構
成
と
な
り
、１
部

は「
札
幌
・ジ
ュ
ニ
ア
・ジ
ャ
ズ
ス
ク
ー
ル
」

に
よ
る
１
年
間
の
活
動
の
成
果
発
表

「
F
I
N
A
L
 
L
I
V
E
」。小
学
生

メ
ン
バ
ー
に
よ
る「
S
J
F・ジ
ュニ
ア・ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
２
０
１
５
」と
中
学
生

ク
ラ
ス「
C
l
u
b
 
S
J
F
」の
演
奏

を
披
露
。２
部
は
、札
幌
出
身
で
現
在
カ

ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
拠
点
に
活
躍
中
の
ギ
タ

リ
ス
ト
笹
島
明
夫
さ
ん
と
日
本
国
内
外

で
活
躍
し
て
い
る
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
お
迎
え
し
、ビ
ー
ト
ル
ズ
中
心
の
ナ
ン

バ
ー
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
休
憩
時
間
に
は
、道
盲
導
犬
協
会
ブ
ー

ス
で
、物
品
販
売
の
他
、盲
導
犬
に
よ
る

　

歩
行
体
験
も
実
施
。体
験
者
は
目
隠
し

を
し
、盲
導
犬
と
一
緒
に
歩
行
。普
段
目
の

見
え
る
事
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
と
、

視
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
よ
り
深
く
感

じ
た
と
の
声
を
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
得
た

基
金
の一
部
と
休
憩
時
間
に
ジ
ュニ
ア・ジ
ャ

ズ
メ
ン
バ
ー
が
集
め
た
募
金
は
、私
ど
も
の

ク
ラ
ブ
を
通
し
て
道
盲
導
犬
協
会
と
視

覚
不
自
由
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
使

わ
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。各
ク
ラ
ブ
の

ご
協
力
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
に
親
し
ま
れ
、愛
さ
れ
る
ク

ラ
ブ
を
目
指
し
実
の
あ
る
奉
仕
活
動
に
邁

進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　                                                            

　
舞
台
の
上
部
か
ら
た
れ
下
が
る
大
き
な

「
ラ
ン
プ
」。そ
の
下
で
熱
演
す
る
小
学
生

30
人
、中
学
生
23
人
。子
ど
も
と
は
思
え

な
い
力
強
い
演
奏
に
、手
足
が
自
然
と
動

く
。新
年
度
の
第
17
期
生
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
、３
月
19
、20
の
両
日
に
開
か
れ
た
。

小
学
生
29
人
、中
学
生
22
人
が
合
格
し

た
。１
年
間
の
猛
練
習
で
た
く
ま
し
く
成

長
、将
来
プ
ロ
の
音
楽
家
と
し
て
育
っ
て
欲

し
い
。

（
地
区
Ｐ
Ｒ・ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
委
員
長
　
Ｌ
森
　
一
男
）

目
の
不
自
由
な
人
と
盲
導
犬
に
愛
の
手
を

「
新
入
学
児
童
に
鉛
筆
・
シ
ー
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

 

Ｌ
柳 

田
　
浩 

道

ラ
イ
ラ
ッ
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ

「
M
U
S
I
C 

L
A
M
P
」を
今
年
も
開
催

札
幌
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹 

事



新一年生と一緒に

皆でプレゼントを開けました

プレゼントを手渡した子どもとツーショット

ＳＪＦジュニア・ジャズオーケストラ２０１５

Ｃｌｕｂ　ＳＪＦ
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当
ク
ラ
ブ
の
重
要
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、

児
童
養
護
施
設「
札
幌
育
児
園
」の
子
ど

も
達
と
の
交
流
で
す
。

　
中
高
生
と
は
、主
婦
パ
ワ
ー
を
発
揮
し

　

た
調
理
実
習
。小
学
生
と

は
、サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ

と
合
同
ア
ク
ト
。シ
ニ
ア

農
園（
留
寿
都
村
）で
春
、

種
芋
の
植
え
付
け
と
ア
ス

パ
ラ
収
穫
、秋
に
は
収
穫

祭
。

　
乳
幼
児
と
は
夏
に
動

物
園
見
学
が
あ
り
ま
す
。

園
内
を
手
を
繋
ぎ
、又
は

乳
母
車
に
乗
せ
て
一
緒
に

歩
き
、お
弁
当
を
食
べ
た

子
ど
も
達
の
内
今
年
は
男

子
３
名
、女
子
７
名
計
１０

名
の
子
ど
も
達
が
、小
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
４
月
２
日
ク
ラ

ブ
員
９
名
で
、子
ど
も
一
人

一人
の
名
前
入
り
鉛
筆
と
、

お
名
前
シ
ー
ル
各
７
７
５

片
、お
名
前
プ
リ
ン
ト
各

４３
片
、他
に
園
児
全
員
に
お
菓
子
を
持
っ
て

訪
問
し
ま
し
た
。

　
乳
母
車
に
乗
っ
て
い
た
子
、楽
し
く
歩
い

た
子
ど
も
達
の
成
長
に
喜
び
を
感
じ
る
事

　

が
出
来
る一時
で
す
。

　
先
生
に
連
れ
ら
れ
私
た
ち
が
待
っ
て

い
る
施
設
長
室
に
少
し
は
に
か
み
な
が
ら

入
って
く
る
子
ど
も
達
。一人
ず
つ
名
前
を

呼
ん
で
、「
入
学
お
め
で
と
う
」と
声
を
掛

け
、鉛
筆
と
シ
ー
ル
を
手
渡
し
、終
わ
る

頃
に
は
す
っ
か
り
元
気
な
い
つ
も
の
笑
顔

に
な
り
ま
し
た
。

　
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
鉛
筆
に
自
分
の

名
前
を
確
認
し
、大
小
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー

　

　

ル
に
、「
こ
れ
は
お
道
具
箱
に
、こ
れ
は
給
食

袋
に
貼
る
ん
だ
ね
」と
、思
い
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は「
こ
の
鉛
筆
で
ど
の
様
な

夢
を
描
く
の
で
し
ょ
う
」、私
達
も
す
っ
か

り
孫
を
思
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
に
な
っ
た
こ
の
子

ど
も
達
と
は
、今
年
か
ら
は
農
園
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
一
緒
で
す
。こ
れ
か
ら
何
年

に
も
亘
っ
て
こ
の
子
達
が
、園
を
巣
立
っ
て

い
く
ま
で
、も
っ
と
も
っ
と
深
い
繋
が
り
を

築
い
て
行
き
ま
す
。

　
元
気
に
、明
る
く
、沢
山
の
友
人
を
持

ち
、人
を
思
い
や
る
事
の
出
来
る
優
し
い
、

そ
し
て
逞
し
い
子
に
成
長
し
て
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。

Ｌ
村 

野
　
祐 

子

児
童
養
護
施
設「
札
幌
育
児
園
」交
流
会

札
幌
コ
ス
ミ
ッ
ク
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

 

幹 

事

　
今
年
も
結
成
45
周
年
か
ら
７
回
目
の

継
続
事
業
と
な
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ

「
M
U
S
I
C
 
L
A
M
P
 
V
O
L
.
7
」

が
、公
益
財
団
法
人
札
幌
市
芸
術
文
化

財
団
と
共
催
し
て
２
月
２８
日（
日
）に
市

教
育
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
名
前
の
通
り
チ
ャ
リ

テ
ィ「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
　
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」は
、視
覚

障
が
い
者
へ
の
支
援
と
し
て
公
益
財
団
法

人
北
海
道
盲
導
犬
協
会
へ
の
募
金
の
他
、東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
義
援
金
を
送
る

た
め
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
招
待
先
と
し
て
、公

益
財
団
法
人
札
幌
市
視
覚
障

が
い
者
福
祉
協
会
と
一
般
社
団

法
人
北
海
道
視
覚
障
が
い
者
福

祉
連
合
会
を
お
招
き
し
、一
般

来
場
者
を
含
め
約
８
０
０
人
と

い
う
大
勢
の
方
々
に
お
越
し
頂

き
、主
催
者
側
と
し
て
安
堵
し

た
所
で
あ
り
ま
す
。

　
我
々
Ｌ
と
Ｌ
Ｌ
、昨
年
か
ら
お

手
伝
い
頂
い
て
い
ま
す
北
海
学

園
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

Ｐ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
学
生
も
加
わ

り
、会
場
３
時
間
半
前
の
午
前

11
時
に
集
合
。全
員
で
入
場
者

に
お
渡
し
す
る
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
準
備
の
後
、各
部
会
毎
に

最
後
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
来
場
者
を
待
ち
ま
し
た
。

　

　　
今
回
は
２
部
構
成
と
な
り
、１
部

は「
札
幌
・ジ
ュ
ニ
ア
・ジ
ャ
ズ
ス
ク
ー
ル
」

に
よ
る
１
年
間
の
活
動
の
成
果
発
表

「
F
I
N
A
L
 
L
I
V
E
」。小
学
生

メ
ン
バ
ー
に
よ
る「
S
J
F・ジ
ュニ
ア・ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
２
０
１
５
」と
中
学
生

ク
ラ
ス「
C
l
u
b
 
S
J
F
」の
演
奏

を
披
露
。２
部
は
、札
幌
出
身
で
現
在
カ

ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
拠
点
に
活
躍
中
の
ギ
タ

リ
ス
ト
笹
島
明
夫
さ
ん
と
日
本
国
内
外

で
活
躍
し
て
い
る
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
お
迎
え
し
、ビ
ー
ト
ル
ズ
中
心
の
ナ
ン

バ
ー
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
休
憩
時
間
に
は
、道
盲
導
犬
協
会
ブ
ー

ス
で
、物
品
販
売
の
他
、盲
導
犬
に
よ
る

　

歩
行
体
験
も
実
施
。体
験
者
は
目
隠
し

を
し
、盲
導
犬
と
一
緒
に
歩
行
。普
段
目
の

見
え
る
事
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
と
、

視
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
よ
り
深
く
感

じ
た
と
の
声
を
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
得
た

基
金
の一
部
と
休
憩
時
間
に
ジ
ュニ
ア・ジ
ャ

ズ
メ
ン
バ
ー
が
集
め
た
募
金
は
、私
ど
も
の

ク
ラ
ブ
を
通
し
て
道
盲
導
犬
協
会
と
視

覚
不
自
由
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
使

わ
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。各
ク
ラ
ブ
の

ご
協
力
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
に
親
し
ま
れ
、愛
さ
れ
る
ク

ラ
ブ
を
目
指
し
実
の
あ
る
奉
仕
活
動
に
邁

進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　                                                            

　
舞
台
の
上
部
か
ら
た
れ
下
が
る
大
き
な

「
ラ
ン
プ
」。そ
の
下
で
熱
演
す
る
小
学
生

30
人
、中
学
生
23
人
。子
ど
も
と
は
思
え

な
い
力
強
い
演
奏
に
、手
足
が
自
然
と
動

く
。新
年
度
の
第
17
期
生
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
、３
月
19
、20
の
両
日
に
開
か
れ
た
。

小
学
生
29
人
、中
学
生
22
人
が
合
格
し

た
。１
年
間
の
猛
練
習
で
た
く
ま
し
く
成

長
、将
来
プ
ロ
の
音
楽
家
と
し
て
育
っ
て
欲

し
い
。

（
地
区
Ｐ
Ｒ・ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
委
員
長
　
Ｌ
森
　
一
男
）

目
の
不
自
由
な
人
と
盲
導
犬
に
愛
の
手
を

「
新
入
学
児
童
に
鉛
筆
・
シ
ー
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

 

Ｌ
柳 

田
　
浩 

道

ラ
イ
ラ
ッ
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ

「
M
U
S
I
C 

L
A
M
P
」を
今
年
も
開
催

札
幌
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹 

事



□□□□□□□□□□□□□

Ｌ折茂武彦 新入会員証明書授与

Ｌ折茂にスピーチして頂きました

初代支部会長 Ｌ戸澤寿雅

スピーチするＬ戸澤寿雅 初代支部会長
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２
０
１
６
年
４
月

２１
日
、札
幌
パ
イ
オ

ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
青
少
年
育
成
支

部
の
結
成
式
を
行
い
ま
し
た
。安
部
尚

明
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
な
っ
て
初
の
支
部
結

成
に
な
り
ま
す
。

　
札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
、今
期
、Ｌ
美
田
ゾ
ー
ン・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
強
い
指
導
力
の
下
、

会
員
増
強
に
力
を
入
れ
て
お
り
、支

部
結
成
に
至
る
前
に
も
、新
た
に
家

族
会
員
、賛
助

会
員
を
制
度
化

し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
も
あ
っ

て
、今
期
、会
員

数
は
飛
躍
的
に

増
加
し
て
来
て

い
ま
す
。

　
今
回
結
成
し

ま
し
た
青
少
年

育
成
支
部
は
，毎

月
の
会
費
負
担

を
軽
く
し
、例
会

出
席
義
務
等
の

正
会
員
と
し
て

の
制
約
を
な
く

す
こ
と
に
よ
っ

て
、社
会
奉
仕
活

動
の
意
欲
の
あ

る
方
々
に
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活

動
に
参
加
し
て

　

も
ら
い
、支
部
会
員
の
中
か
ら
将
来

的
に
は
正
会
員
と
し
て
活
躍
す
る

方
々
が
出
て
く
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
ま
す
。わ
ず
か
７
人
で
結
成
し
た

青
少
年
育
成
支
部
で
す
が
、メ
ン

バ
ー
は
と
て
も
魅
力
的
な
ラ
イ
オ
ン

ば
か
り
で
す
。

　
初
代
支
部
会
長
に
就
任
さ
れ
た

戸
澤
寿
雅
Ｌ
は
、今
年
１
月
に
社
会

福
祉
法
人
聖
母
会 

児
童
養
護
施
設

「
天
使
の
園
」で
実
施
し
た
餅
つ
き
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
ビ
ジ
タ
ー
と
し
て
参

加
し
、子
ど
も
た
ち
と
も
に
汗
を
流

し
て
餅
つ
き
を
し
、子
ど
も
た
ち
と

の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
も
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
。自
ら
積
極
的
に
子
ど
も

た
ち
の
輪
の
中
に
入
り
、一
緒
に
汗
を

　

流
し
て
い
る
戸
澤
Ｌ
の
姿
に
私
も

感
動
し
、今
回
、支
部
の
結
成
に
あ

た
り
、支
部
会
長
を
引
き
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
レ
バ
ン
ガ
北
海
道
の
折
茂
武

彦
選
手
も
、今
回
，青
少
年
育
成

支
部
の
会
員
と
な
り
ま
し
た
。決

し
て
名
前
だ
け
の
支
部
会
員
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。折
茂

Ｌ
は
、数
年
前
か
ら
度
々
、札
幌
パ
イ
オ
ニ

ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
参
加
、協
力
し
て
頂
い
て
お
り
ま
し

た
。折
茂
Ｌ
は
、以
前
か
ら
社
会
奉
仕
、

特
に
、青
少
年
育
成
の
た
め
の
奉
仕
の
精

神
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
，

現
役
選
手
兼
チ
ー
ム
の
経
営
者
と
い
う

多
忙
の
中
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
正
会

員
と
し
て
の
活
動
は
、例
会
出
席
を
は
じ

め
と
し
て
困
難
が
伴
う
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
、折
茂
Ｌ
が
青

少
年
育
成
支
部
会
員
と
し
て
入
会
さ
れ

た
こ
と
で
、今
後
は
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

企
画
段
階
か
ら
折
茂
Ｌ
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、今
ま
で
に
な
い
独
創
的
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
企
画
す
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

Ｌ
高 

橋
　
和 

央

安
部
内
閣
初
の
支
部
誕
生

安
部
内
閣
初
の
支
部
誕
生

札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

支
部
連
絡
員

七人で青少年育成支部　　　レバンガの折茂選手も加入
　
ま
た
、支
部
会
員
に
は
、

元
プ
ロ
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
神
成
美
紀
Ｌ
も
入
会
し

て
お
り
ま
す
。神
成
Ｌ
は
、

昨
年
、私
の
長
男
に
２
時

間
程
サ
ッ
カ
ー
を
指
導
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
長
男
は
、運
動

嫌
い
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
は
興

味
を
持
た
な
か
っ
た
の
で

す
が
、神
成
Ｌ
に
指
導
し

て
頂
い
た
の
が
き
っ
か
け
と

な
り
、小
学
校
２
年
生
に

な
っ
た
今
年
の
春
か
ら
、週

１
回
、フ
ッ
ト
サ
ル
に
通
い

始
め
ま
し
た
。毎
週
、水
曜

日
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

フ
ッ
ト
サ
ル
に
向
か
う
長

男
を
見
る
と
、子
ど
も
は

ち
ょっ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、大
き
く

変
わ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
訪
問
す
る
児
童
養

護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
は
、両
親
と

生
活
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、大
人
と

触
れ
合
う
機
会
が
限
ら
れ
て
お
り

ま
す
。ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
訪
問
す
る

と
、最
初
、大
人
に
対
す
る
警
戒
心

を
窺
わ
せ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、一

緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
過
程
で
ど
ん

ど
ん
目
を
輝
か
せ
、変
わ
っ
て
い
く
の

　

が
分
か
り
ま
す
。ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
終

え
て
帰
る
時
、私
の
耳
元
で
、小
さ
な
声

で
、「
ま
た
来
て
く
れ
る
？
」と
さ
さ
や
い

た
子
ど
も
声
が
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
た
ち
の
心
か
ら
で
る
一
言
、子

ど
も
た
ち
が
感
動
し
て
流
す
一
粒
の
涙
、

そ
れ
が
青
少
年
育
成
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

真
の
目
標
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

当
初
７
人
の
少
数
精
鋭
メ
ン
バ
ー
で
結

成
し
た
青
少
年
育
成
支
部
で
す
が
、札

幌
パ
イ
オ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し

て
も
、青
少
年
育
成
支
部
の
今
後
の
活
躍

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
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Ｌ折茂武彦 新入会員証明書授与

Ｌ折茂にスピーチして頂きました

初代支部会長 Ｌ戸澤寿雅

スピーチするＬ戸澤寿雅 初代支部会長
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２
０
１
６
年
４
月

２１
日
、札
幌
パ
イ
オ

ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
青
少
年
育
成
支

部
の
結
成
式
を
行
い
ま
し
た
。安
部
尚

明
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
な
っ
て
初
の
支
部
結

成
に
な
り
ま
す
。

　
札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
、今
期
、Ｌ
美
田
ゾ
ー
ン・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
強
い
指
導
力
の
下
、

会
員
増
強
に
力
を
入
れ
て
お
り
、支

部
結
成
に
至
る
前
に
も
、新
た
に
家

族
会
員
、賛
助

会
員
を
制
度
化

し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
も
あ
っ

て
、今
期
、会
員

数
は
飛
躍
的
に

増
加
し
て
来
て

い
ま
す
。

　
今
回
結
成
し

ま
し
た
青
少
年

育
成
支
部
は
，毎

月
の
会
費
負
担

を
軽
く
し
、例
会

出
席
義
務
等
の

正
会
員
と
し
て

の
制
約
を
な
く

す
こ
と
に
よ
っ

て
、社
会
奉
仕
活

動
の
意
欲
の
あ

る
方
々
に
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活

動
に
参
加
し
て

　

も
ら
い
、支
部
会
員
の
中
か
ら
将
来

的
に
は
正
会
員
と
し
て
活
躍
す
る

方
々
が
出
て
く
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
ま
す
。わ
ず
か
７
人
で
結
成
し
た

青
少
年
育
成
支
部
で
す
が
、メ
ン

バ
ー
は
と
て
も
魅
力
的
な
ラ
イ
オ
ン

ば
か
り
で
す
。

　
初
代
支
部
会
長
に
就
任
さ
れ
た

戸
澤
寿
雅
Ｌ
は
、今
年
１
月
に
社
会

福
祉
法
人
聖
母
会 

児
童
養
護
施
設

「
天
使
の
園
」で
実
施
し
た
餅
つ
き
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
ビ
ジ
タ
ー
と
し
て
参

加
し
、子
ど
も
た
ち
と
も
に
汗
を
流

し
て
餅
つ
き
を
し
、子
ど
も
た
ち
と

の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
も
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
。自
ら
積
極
的
に
子
ど
も

た
ち
の
輪
の
中
に
入
り
、一
緒
に
汗
を

　

流
し
て
い
る
戸
澤
Ｌ
の
姿
に
私
も

感
動
し
、今
回
、支
部
の
結
成
に
あ

た
り
、支
部
会
長
を
引
き
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
レ
バ
ン
ガ
北
海
道
の
折
茂
武

彦
選
手
も
、今
回
，青
少
年
育
成

支
部
の
会
員
と
な
り
ま
し
た
。決

し
て
名
前
だ
け
の
支
部
会
員
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。折
茂

Ｌ
は
、数
年
前
か
ら
度
々
、札
幌
パ
イ
オ
ニ

ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
参
加
、協
力
し
て
頂
い
て
お
り
ま
し

た
。折
茂
Ｌ
は
、以
前
か
ら
社
会
奉
仕
、

特
に
、青
少
年
育
成
の
た
め
の
奉
仕
の
精

神
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
，

現
役
選
手
兼
チ
ー
ム
の
経
営
者
と
い
う

多
忙
の
中
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
正
会

員
と
し
て
の
活
動
は
、例
会
出
席
を
は
じ

め
と
し
て
困
難
が
伴
う
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
、折
茂
Ｌ
が
青

少
年
育
成
支
部
会
員
と
し
て
入
会
さ
れ

た
こ
と
で
、今
後
は
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

企
画
段
階
か
ら
折
茂
Ｌ
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、今
ま
で
に
な
い
独
創
的
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
企
画
す
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
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高 

橋
　
和 

央

安
部
内
閣
初
の
支
部
誕
生

安
部
内
閣
初
の
支
部
誕
生

札
幌
パ
イ
オ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

支
部
連
絡
員

七人で青少年育成支部　　　レバンガの折茂選手も加入
　
ま
た
、支
部
会
員
に
は
、

元
プ
ロ
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
神
成
美
紀
Ｌ
も
入
会
し

て
お
り
ま
す
。神
成
Ｌ
は
、

昨
年
、私
の
長
男
に
２
時

間
程
サ
ッ
カ
ー
を
指
導
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
長
男
は
、運
動

嫌
い
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
は
興

味
を
持
た
な
か
っ
た
の
で

す
が
、神
成
Ｌ
に
指
導
し

て
頂
い
た
の
が
き
っ
か
け
と

な
り
、小
学
校
２
年
生
に

な
っ
た
今
年
の
春
か
ら
、週

１
回
、フ
ッ
ト
サ
ル
に
通
い

始
め
ま
し
た
。毎
週
、水
曜

日
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

フ
ッ
ト
サ
ル
に
向
か
う
長

男
を
見
る
と
、子
ど
も
は

ち
ょっ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、大
き
く

変
わ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
訪
問
す
る
児
童
養

護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
は
、両
親
と

生
活
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、大
人
と

触
れ
合
う
機
会
が
限
ら
れ
て
お
り

ま
す
。ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
訪
問
す
る

と
、最
初
、大
人
に
対
す
る
警
戒
心

を
窺
わ
せ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、一

緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
過
程
で
ど
ん

ど
ん
目
を
輝
か
せ
、変
わ
っ
て
い
く
の

　

が
分
か
り
ま
す
。ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
終

え
て
帰
る
時
、私
の
耳
元
で
、小
さ
な
声

で
、「
ま
た
来
て
く
れ
る
？
」と
さ
さ
や
い

た
子
ど
も
声
が
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
た
ち
の
心
か
ら
で
る
一
言
、子

ど
も
た
ち
が
感
動
し
て
流
す
一
粒
の
涙
、

そ
れ
が
青
少
年
育
成
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

真
の
目
標
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

当
初
７
人
の
少
数
精
鋭
メ
ン
バ
ー
で
結

成
し
た
青
少
年
育
成
支
部
で
す
が
、札

幌
パ
イ
オ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し

て
も
、青
少
年
育
成
支
部
の
今
後
の
活
躍

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。



お礼の挨拶を述べるＬ長澤

Ｌ長澤を囲んで記念写真
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　「
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅰ
」で
１
億
２
千
万
の
資
金
づ

く
り
を
し
、今
や
語
り
草
に
な
っ
て
い
る

「
伝
説
の
男
」サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
の
特
別

理
事
Ｌ
長
澤
大
七（
９１
歳
）が
、ラ
イ
オ
ン

ズ
　

ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
今
年
で
５０
年
。半
世

紀
の
社
会
貢
献
を
祝
う
会
が
、５
月
２０
日

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル「
狸
小
路
ラ
イ
オ
ン
」で
開

か
れ
た
。

　
視
力
を
回
復
す
る
た
め
の

「
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅰ
」は
、１
９
９
１
年
７

月
か
ら
３
か
年
行
わ
れ
、札
幌
ラ

イ
ラ
ッ
ク
Ｌ
Ｃ
に
所
属
し
て
い
た

Ｌ
長
澤
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
。３
３
１̶

Ａ
地
区

は
、世
界
で
５
番
目
の
資
金
を

獲
得
、ア
メ
リ
カ
の
フ
ェニ
ッ
ク
ス

国
際
大
会
で
、Ｌ
長
澤
は
コ
フ
ィ

国
際
会
長
か
ら
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ・ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
し
た
。

　
９８
年
に
は
、サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア
Ｌ

Ｃ
の
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ・ラ
イ
オ
ン
を

務
め
、９９
年
に
同
ク
ラ
ブ
に
転

籍
。２
０
０
３
年
に
ク
ラ
ブ
結
成

５
周
年
記
念
事
業
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

部
会
長
を
務
め
、初
の
全
国
シ
ニ

ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
札
幌
で
開
催
、

全
国
か
ら
２
０
０
人
が
参
加
、成

功
を
収
め
た
。０
４
年
に
日
本
シ

ニ
ア
Ｌ
Ｃ
連
絡
協
議
会
を
結
成
、

　

初
代
代
表
幹
事
に
も
な
っ
た
。

 

　
祝
賀
会
に
は
、シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
と
妹
ク
ラ
ブ

の
札
幌
コ
ス
ミ
ッ
ク
シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
、ラ
イ
ラ
ッ

ク
Ｌ
Ｃ
の
３
ク
ラ
ブ
か
ら
３
２
人
が
出
席
し

た
。発
起
人
代
表
を
務
め
た
元
国
際
理
事

Ｌ
杉
本
忠
夫
は「
Ｌ
長
澤
は
、私
よ
り
ラ
イ

ラ
ッ
ク
Ｌ
Ｃ
で
１３
年
先
輩
で
す
。コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
時
、当
時
は
ゾ
ー
ン
単
位
で
開

催
さ
れ
て
い
た
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
、す
べ

て
出
席
、拠
金
を
熱
心
に
呼
び
掛
け
ま
し

た
。シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
を
一人
前
の
ク
ラ
ブ
に
育
て

上
げ
ま
し
た
。５０
年
間
に
わ
た
っ
て
大
活

躍
し
て
い
る
先
輩
ラ
イ
オ
ン
は
、見
た
事
が

あ
り
ま
せ
ん
」と
、絶
賛
し
た
。

　
Ｌ
長
澤
は「
入
会
し
て
２
、３
年
で
、Ｌ
Ｃ

は
余
り
に
も
型
苦
し
い
の
で
止
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
興
味
が
わ
き
、１５

代
の
会
長
も
務
め
ま
し
た
。Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅰ
で

は
、ゾ
ー
ン・チ
ェ
ア
マ
ン
を
何
回
も
集
め
、

ハッ
パ
を
掛
け
ま
し
た
。１
日
百
円
を
貯
金

す
れ
ば
、年
間
で
３
万
６
千
円
集
ま
る
と

訴
え
ま
し
た
。シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
の
結
成
で
は
、

片
棒
を
か
つ
ぎ
ま
し
た
が
、ラ
イ
オ
ン
ズ
マ

ン
を
続
け
て
良
か
っ
た
と
、今
、思
っ
て
い
ま

す
。Ｌ
Ｃ
は
、出
席
な
く
し
て
奉
仕
な
し
で

す
。在
籍
５０
年
に
大
き
な
誇
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。動
け
な
く
な
る
ま
で
、メ
ン
バ
ー

で
い
ま
す
」と
、お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
３
ク
ラ
ブ
の
代
表
、友
人
が
、半
世
紀
に

わ
た
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
人
生
を
賞
賛
、会
場

は
温
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。Ｌ
長
澤
の

功
績
を
讃
え
、ク
ラ
ブ・ア
ワ
ー
ド「
ク
ラ
ブ

活
動
功
労
賞
」を
席
上
、贈
呈
し
た
。

　「
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅰ
」か
ら
す
で
に
２３
年
。１
億

２
千
万
円
の
資
金
で
、視
力
を
回
復
し
た

子
ど
も
ら
は
、３０
代
に
成
長
、世
界
で
活

躍
し
て
い
る
は
ず
だ
。

　
全
国
シ
ニ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、札
幌
の
後
、

鹿
児
島
、横
浜
、神
戸
、筑
西
市（
茨
城

県
）、昨
年
は
福
岡
と
６
回
開
催
、シ
ニ
ア

Ｌ
Ｃ
の
絆
を
強
め
て
い
る
。

 

杉
本
元
国
際
理
事
ら
32
人
が
祝
賀
会
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会員動向
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LC 数

会員数

内、家族会員数

LC 数

会員数

内、家族会員数

LC 数

会員数

内、家族会員数

LC 数

会員数

内、家族会員数

金額アクティビティ  

事業資金獲得  

労力アクティビティ  

献血  

アイバンク登録者  

角膜提供者  

薬物乱用防止教室　開催件数  

薬物乱用防止教室　動員数  

使用済み切手  

書き損じ葉書  

使用済みプリカ  

例会、アクティビティ等の招待者数  
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アクティビティ活動状況

LCIF拠金集計表

期　首

２月末

３月末

４月末

1 R 2 R

２月計 ３月計 4 月計 2015-16 年度 累計

3 R 4 R 5 R 6 R 合　計

期首～４月末 会員増減数

クラブ数

人　数

金　額

14

17 人

17,000ドル

16

15 人

15,000ドル

127

167 人

167,000ドル

２月計 ３月計
8

16 人

16,000ドル

４月計 2015-16 年度累計

120 件 

2 件 

51件 

116 件 

円

円

Ｈ

cc

人

人

件

名

枚

枚

枚

名

円

円

Ｈ

cc

人

人

件

名

枚

枚

枚

名

10,296,110

81,956

2444.5
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0

0

5
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61

44 件 

8 件 

79 件 

10 件 

3,438,987

787,234

1910

204,600

0

0

1

81

237,469

86

0

77

【２月分】
L 津村　進 
L 鶴嶋　浩二 
L 矢野　富夫 
L 浅野　盛光 
L 米地　　理 
L 髙瀬　忠幸 
L 猪熊　輝夫 
L 小松　直之 
L 松本　忠彦 
L 松本　敏之 
L 富樫　　要 
L 津田　賴明 

( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌南 ) 
( 札幌南 ) 
( 札幌南 ) 
( 岩見沢 ) 
( 滝川中央 ) 
( 江別 ) 
( 江別グリーン ) 

13回目
48 回目
14 回目

7 回目
7 回目

13回目
6回目
9回目
3回目
2回目
6回目
1回目

【3月分】

【4月分】

L 佐々木　実 
L 水髙　博保 
L 宮脇　寛海 
L 黒田　雅史 
L 大江　健一  

( 恵庭 ) 
( 恵庭 ) 
( 恵庭 ) 
( 恵庭 )
( 恵庭 ) 

２回目
3回目

24 回目
1回目
1回目

L 池田　鐵雄
L 前川　忠男
L 向井　一朗 
L 山口　富雄 
L 上田　信康 
L 鈴木　善一 
L 福田　健二 
L 難波　禎宏  

( 札幌もいわ )
( 札幌アカシヤ )
( 札幌アカシヤ ) 
( 札幌クラーク ) 
( 滝川中央 ) 
( 千歳 ) 
( 千歳 ) 
( 千歳 ) 

15回目　
15回目　
4 回目　

17 回目　
3 回目　

13～15回目
13 回目　

1回目　

L 渡邉　一弘
L 鶴嶋　浩二  
L 奥山　竜也  
L 小野寺眞悟 

( 札幌赤レンガ ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌北の杜 )

3 回目　
　50 回目　

7 回目　
81～90回目

L 安部　尚明  
L 佐藤　昌洋  
  

( 札幌赤レンガ ) 
( 札幌赤レンガ ) 
 

6 回目　
4～5回目

L 河原　博之 
L 古口　　聡 
L 鶴嶋　浩二 
L 松田　真一 
L 服部　昌平 
 
 
  

( 札幌赤レンガ ) 
(札幌フロンティア) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 

3回目
23回目
49回目

7 回目
1回目



お礼の挨拶を述べるＬ長澤

Ｌ長澤を囲んで記念写真

29 Jun.2016 28Jun.2016

2015ｰ2016年度 331-A地区 クラブ報告会員動向・アクティビティ活動状況

　「
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅰ
」で
１
億
２
千
万
の
資
金
づ

く
り
を
し
、今
や
語
り
草
に
な
っ
て
い
る

「
伝
説
の
男
」サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
の
特
別

理
事
Ｌ
長
澤
大
七（
９１
歳
）が
、ラ
イ
オ
ン

ズ
　

ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
今
年
で
５０
年
。半
世

紀
の
社
会
貢
献
を
祝
う
会
が
、５
月
２０
日

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル「
狸
小
路
ラ
イ
オ
ン
」で
開

か
れ
た
。

　
視
力
を
回
復
す
る
た
め
の

「
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅰ
」は
、１
９
９
１
年
７

月
か
ら
３
か
年
行
わ
れ
、札
幌
ラ

イ
ラ
ッ
ク
Ｌ
Ｃ
に
所
属
し
て
い
た

Ｌ
長
澤
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
。３
３
１̶

Ａ
地
区

は
、世
界
で
５
番
目
の
資
金
を

獲
得
、ア
メ
リ
カ
の
フ
ェニ
ッ
ク
ス

国
際
大
会
で
、Ｌ
長
澤
は
コ
フ
ィ

国
際
会
長
か
ら
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ・ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
し
た
。

　
９８
年
に
は
、サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア
Ｌ

Ｃ
の
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ・ラ
イ
オ
ン
を

務
め
、９９
年
に
同
ク
ラ
ブ
に
転

籍
。２
０
０
３
年
に
ク
ラ
ブ
結
成

５
周
年
記
念
事
業
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

部
会
長
を
務
め
、初
の
全
国
シ
ニ

ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
札
幌
で
開
催
、

全
国
か
ら
２
０
０
人
が
参
加
、成

功
を
収
め
た
。０
４
年
に
日
本
シ

ニ
ア
Ｌ
Ｃ
連
絡
協
議
会
を
結
成
、

　

初
代
代
表
幹
事
に
も
な
っ
た
。

 

　
祝
賀
会
に
は
、シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
と
妹
ク
ラ
ブ

の
札
幌
コ
ス
ミ
ッ
ク
シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
、ラ
イ
ラ
ッ

ク
Ｌ
Ｃ
の
３
ク
ラ
ブ
か
ら
３
２
人
が
出
席
し

た
。発
起
人
代
表
を
務
め
た
元
国
際
理
事

Ｌ
杉
本
忠
夫
は「
Ｌ
長
澤
は
、私
よ
り
ラ
イ

ラ
ッ
ク
Ｌ
Ｃ
で
１３
年
先
輩
で
す
。コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
時
、当
時
は
ゾ
ー
ン
単
位
で
開

催
さ
れ
て
い
た
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
、す
べ

て
出
席
、拠
金
を
熱
心
に
呼
び
掛
け
ま
し

た
。シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
を
一人
前
の
ク
ラ
ブ
に
育
て

上
げ
ま
し
た
。５０
年
間
に
わ
た
っ
て
大
活

躍
し
て
い
る
先
輩
ラ
イ
オ
ン
は
、見
た
事
が

あ
り
ま
せ
ん
」と
、絶
賛
し
た
。

　
Ｌ
長
澤
は「
入
会
し
て
２
、３
年
で
、Ｌ
Ｃ

は
余
り
に
も
型
苦
し
い
の
で
止
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
興
味
が
わ
き
、１５

代
の
会
長
も
務
め
ま
し
た
。Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅰ
で

は
、ゾ
ー
ン・チ
ェ
ア
マ
ン
を
何
回
も
集
め
、

ハッ
パ
を
掛
け
ま
し
た
。１
日
百
円
を
貯
金

す
れ
ば
、年
間
で
３
万
６
千
円
集
ま
る
と

訴
え
ま
し
た
。シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
の
結
成
で
は
、

片
棒
を
か
つ
ぎ
ま
し
た
が
、ラ
イ
オ
ン
ズ
マ

ン
を
続
け
て
良
か
っ
た
と
、今
、思
っ
て
い
ま

す
。Ｌ
Ｃ
は
、出
席
な
く
し
て
奉
仕
な
し
で

す
。在
籍
５０
年
に
大
き
な
誇
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。動
け
な
く
な
る
ま
で
、メ
ン
バ
ー

で
い
ま
す
」と
、お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
３
ク
ラ
ブ
の
代
表
、友
人
が
、半
世
紀
に

わ
た
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
人
生
を
賞
賛
、会
場

は
温
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。Ｌ
長
澤
の

功
績
を
讃
え
、ク
ラ
ブ・ア
ワ
ー
ド「
ク
ラ
ブ

活
動
功
労
賞
」を
席
上
、贈
呈
し
た
。

　「
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅰ
」か
ら
す
で
に
２３
年
。１
億

２
千
万
円
の
資
金
で
、視
力
を
回
復
し
た

子
ど
も
ら
は
、３０
代
に
成
長
、世
界
で
活

躍
し
て
い
る
は
ず
だ
。

　
全
国
シ
ニ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、札
幌
の
後
、

鹿
児
島
、横
浜
、神
戸
、筑
西
市（
茨
城

県
）、昨
年
は
福
岡
と
６
回
開
催
、シ
ニ
ア

Ｌ
Ｃ
の
絆
を
強
め
て
い
る
。

 

杉
本
元
国
際
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事
ら
32
人
が
祝
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会員動向
331-A地区

LC 数

会員数

内、家族会員数

LC 数

会員数

内、家族会員数

LC 数

会員数

内、家族会員数

LC 数

会員数

内、家族会員数

金額アクティビティ  

事業資金獲得  

労力アクティビティ  

献血  

アイバンク登録者  

角膜提供者  

薬物乱用防止教室　開催件数  

薬物乱用防止教室　動員数  

使用済み切手  

書き損じ葉書  

使用済みプリカ  

例会、アクティビティ等の招待者数  
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アクティビティ活動状況

LCIF拠金集計表

期　首

２月末

３月末

４月末

1 R 2 R

２月計 ３月計 4 月計 2015-16 年度 累計

3 R 4 R 5 R 6 R 合　計

期首～４月末 会員増減数

クラブ数

人　数

金　額

14

17 人

17,000ドル

16

15 人

15,000ドル

127

167 人

167,000ドル

２月計 ３月計
8

16 人

16,000ドル

４月計 2015-16 年度累計

120 件 

2 件 

51件 

116 件 

円

円
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人

人

件

名

枚

枚

枚

名
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円
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人

人

件

名

枚

枚

枚

名

10,296,110

81,956

2444.5

228,000

0

0

5
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503,958

1,955

2,464

61

44 件 

8 件 

79 件 

10 件 

3,438,987

787,234

1910

204,600

0

0

1

81

237,469

86

0

77

【２月分】
L 津村　進 
L 鶴嶋　浩二 
L 矢野　富夫 
L 浅野　盛光 
L 米地　　理 
L 髙瀬　忠幸 
L 猪熊　輝夫 
L 小松　直之 
L 松本　忠彦 
L 松本　敏之 
L 富樫　　要 
L 津田　賴明 

( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌南 ) 
( 札幌南 ) 
( 札幌南 ) 
( 岩見沢 ) 
( 滝川中央 ) 
( 江別 ) 
( 江別グリーン ) 

13回目
48 回目
14 回目

7 回目
7 回目

13回目
6回目
9回目
3回目
2回目
6回目
1回目

【3月分】

【4月分】

L 佐々木　実 
L 水髙　博保 
L 宮脇　寛海 
L 黒田　雅史 
L 大江　健一  

( 恵庭 ) 
( 恵庭 ) 
( 恵庭 ) 
( 恵庭 )
( 恵庭 ) 

２回目
3回目

24 回目
1回目
1回目

L 池田　鐵雄
L 前川　忠男
L 向井　一朗 
L 山口　富雄 
L 上田　信康 
L 鈴木　善一 
L 福田　健二 
L 難波　禎宏  

( 札幌もいわ )
( 札幌アカシヤ )
( 札幌アカシヤ ) 
( 札幌クラーク ) 
( 滝川中央 ) 
( 千歳 ) 
( 千歳 ) 
( 千歳 ) 

15回目　
15回目　
4 回目　

17 回目　
3 回目　

13～15回目
13 回目　

1回目　

L 渡邉　一弘
L 鶴嶋　浩二  
L 奥山　竜也  
L 小野寺眞悟 

( 札幌赤レンガ ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌北の杜 )

3 回目　
　50 回目　

7 回目　
81～90回目

L 安部　尚明  
L 佐藤　昌洋  
  

( 札幌赤レンガ ) 
( 札幌赤レンガ ) 
 

6 回目　
4～5回目

L 河原　博之 
L 古口　　聡 
L 鶴嶋　浩二 
L 松田　真一 
L 服部　昌平 
 
 
  

( 札幌赤レンガ ) 
(札幌フロンティア) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 
( 札幌中島 ) 

3回目
23回目
49回目

7 回目
1回目



31 Jun.2016 30Jun.2016

1R
1Z ゾーン･チェアパーソン 2Z ゾーン･チェアパーソン

L 塩原　秀雄
（札幌創成）

札 幌
札 幌 し ら か ば
札 幌 白 石
札 幌 創 成
サッポロシニア
札幌コスミックシニア
札 幌 赤 レ ン ガ

L 榊田　薫
（札幌あさひ）

札 幌 中 央
札 幌 オ ー ロ ラ
札幌フロンティア
札 幌 清 田
札 幌 中 島
札 幌 あ さ ひ
札幌アスリート

2R
1Z ゾーン･チェアパーソン

L 田中　義一
（札幌南）

札 幌 エ ル ム
札 幌 も い わ
札 幌 ま る や ま
札 幌 大 通
札 幌 南
札 幌 す す き の
札 幌 北 の 杜

2Z ゾーン･チェアパーソン

L 美田　法賢
（札幌パイオニア）

札 幌 ア カ シ ヤ
札 幌 ク ラ ー ク
札 幌 時 計 台
札幌パイオニア
札 幌 羊 ヶ 丘
札 幌 グ リ ー ン
札 幌 ノ ー ス
札 幌 わ か ば

3R
1Z ゾーン･チェアパーソン

L 佐藤　修
（札幌ポプラ）

札 幌 ポ プ ラ
札 幌 リ バ テ ィ
札幌スノートピア
札 幌 東
札 幌 ト ラ ス ト

2Z ゾーン･チェアパーソン

L 松村　芳明
（札幌はまなす）

札幌ライラック
札 幌 は ま な す
札 幌 西
札 幌 新 星

4R 5R 6R
1Z ゾーン･チェアパーソン

L 松本　忠彦
（岩見沢）

岩 見 沢
美 唄
三 笠
月 形
岩 見 沢 中 央
岩見沢グリーン
岩見沢はまなす

2Z ゾーン･チェアパーソン

L 髙橋　宗瑛
（由　仁）

夕 張 中 央
長 沼
南 幌
由 仁
岩見沢メープル

1Z ゾーン･チェアパーソン

L 林　孝幸
（滝川中央）

滝 川
芦 別
赤 平
江 部 乙
新 十 津 川
滝 川 中 央

2Z ゾーン･チェアパーソン

L 出村　省三
（滝川グリーン）

砂 川
奈 井 江
そ ら ち
滝 川 グ リ ー ン

3Z ゾーン･チェアパーソン

L 佐藤　一美
（秩父別）

深 川
沼 田
秩 父 別
雨 竜
北 竜

1Z ゾーン･チェアパーソン

L 蔵口　武美
（江　別）

江 別
当 別
石 狩
江 別 グ リ ー ン

2Z ゾーン･チェアパーソン

L 水髙　博保
（恵　庭）

地区YCE･ゾーン委員

L 前田　英一
（札幌創成）

地区PR･ゾーン委員

L 成田　正英
（札幌あさひ）

地区PR･ゾーン委員

L 猪熊　輝夫
（札幌南）

地区YCE･ゾーン委員

L 鶴見　修己
（札幌パイオニア）

地区YCE･ゾーン委員

L 石黒　義久
（札幌ポプラ）

地区PR･ゾーン委員

L 水野眞佐夫
（札幌はまなす）

地区YCE･ゾーン委員

L 中谷　　智
（岩見沢）

地区PR･ゾーン委員

L 山田　博忠
（由　仁）

地区PR･ゾーン委員

L 三戸部　隆
（滝川中央）

地区PR･ゾーン委員

L 上田千香子
（滝川グリーン）

地区YCE･ゾーン委員

L 大野　　敬
（秩父別）

地区YCE･ゾーン委員

L 松浦　隆
（江　別）

地区PR･ゾーン委員

L 早坂　裕司
（恵　庭）

千 歳
恵 庭
北 広 島
千 歳 中 央

〈
国
際
会
長
テ
ー
マ
〉

ウ
ィ･

サ
ー
ブ･

日
々･

是･

獅
子
道

命
の
尊
厳
と
和

〈
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

副地区ガバナー

地区ガバナー

第一副地区ガバナー

第二副地区ガバナー

（岩見沢中央）

（札幌トラスト）

L 柏﨑　昭朗
L 能澤　正明

前地区ガバナー・地区名誉顧問会議長
（ 札 幌 新 星 ）L 三澤　聖一

（札幌赤レンガ）L 安部　尚明
元国際理事

元地区ガバナー･地区名誉顧問

（札幌ライラック）L 杉本　忠夫

L 渡辺　　修
L 山口　富雄

地区長期計画リサーチ委員会
委 員 長

アドバイザー

百周年記念地区特別事業委員会
（ 札 幌 清 田 ）

（札幌赤レンガ）

L 荒井　喜和
L 栃木　行雄

委 員 長

副 委 員 長

（ 美 唄 ）

（札幌クラーク）

幹事･会計
幹 　 事

会 　 計

（札幌赤レンガ）

（札幌赤レンガ）

L 佐藤　昌洋
L 松下　　馨

L 長尾　　晃
L 富本　荘一

地区会計監査
監 査 委 員

監 査 委 員

（札幌赤レンガ）

（札幌クラーク）

L 河原　博之
L 若生　剛毅

事務局
事 務 局 長

副 事 務 局 長

（札幌赤レンガ）

（札幌赤レンガ）

L 谷　　征輝
L 山根　春雄

地区年次大会委員会
委 員 長

副 委 員 長

（ 札 幌 ）

（ 札 幌 ）

L 川合　則夫
L 松村　朋幸

地区ライオンズクエスト委員会
委 員 長

副 委 員 長

（札幌クラーク）

（札幌クラーク）

L 山森　鉄夫
L 遠藤多喜子

地区社会福祉･視聴力障害委員会
委 員 長

副 委 員 長

（札幌しらかば）

（札幌しらかば）

L 桧山　良秀
L 川辺　　尚

地区指導力育成･会則委員会
委 員 長

副 委 員 長

（ 札 幌 中 央 ）

（ 札 幌 中 央 ）

L 鍵谷　光三
L 春野　守夫
L 近藤冨貴雄
L 竹内　武司
L 岩井　淳佳
L 古谷野　環
L 秋庭　一富

（岩見沢中央）

（札幌もいわ）

（滝川グリーン）

（札幌トラスト）

（札幌アカシヤ）

（ 美 唄 ）

（札幌エルム）

L 宮脇　寛海
L 伊藤　信賢
L 山口　富雄
L 庵原　宏章
L 渡辺　　修
L 小野寺眞悟

（ 恵 庭 ）

（ 札 幌 中 島 ）

（札幌クラーク）

（ 札 幌 東 ）

（ 美 唄 ）

（札幌北の杜）

L 高橋久美子
L 杉田　妙子

地区薬物乱用防止委員会
委 員 長

副 委 員 長

L 酒井　富雄
L 平野　義廣

地区環境保全委員会
委 員 長

副 委 員 長

（札幌コスミックシニア）

（札幌コスミックシニア）

（ 札 幌 白 石 ）

（ 札 幌 白 石 ）

L 橋詰　晴美
L 山元　脩右

地区献眼･献血委員会
委 員 長

副 委 員 長

（ 札 幌 創 成 ）

（ 札 幌 創 成 ）

L 古口　　聡
L 米田　　穣
L 前田　英一
L 鶴見　修己
L 石黒　義久
L 中谷　　智
L 大野　　敬
L 松浦　　隆

地区青少年育成･YCE委員会
委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

（札幌フロンティア）

（札幌フロンティア）

（ 札 幌 創 成 ）

（札幌パイオニア）

（札幌ポプラ）

（ 岩 見 沢 ）

（ 秩 父 別 ）

（ 江 別 ）

L 今村　尚司
L 杉澤　慎彦

地区アラート委員会
委 員 長

副 委 員 長

（札幌トラスト）

（札幌トラスト）

L 本多　和司
L 佐藤　亮司

地区情報・IT委員会
委 員 長

副 委 員 長

L 中原　　猛
L 神力　恒夫

地区国際関係委員会
委 員 長

副 委 員 長

（ 札 幌 清 田 ）

（ 札 幌 清 田 ）

（札幌時計台）

（札幌時計台）

L 水野新太郎
L 杉岡　時治

地区平和ポスター･コンテスト委員会
委 員 長

副 委 員 長

（札幌オーロラ）

（札幌オーロラ）

L 森　　一男
L 𠮷田　英則
L 木村　明夫
L 成田　正英
L 猪熊　輝夫
L 水野眞佐夫
L 山田　博忠
L 三戸部　隆
L 上田千香子
L 早坂　裕司

地区PR･ライオンズ情報委員会
委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

（サッポロシニア）

（サッポロシニア）

（サッポロシニア）

（札幌あさひ）

（ 札 幌 南 ）

（札幌はまなす）

（ 由 仁 ）

（ 滝 川 中 央 ）

（滝川グリーン）

（ 恵 庭 ）

L 渡邉　一弘
L 九津見紳一朗
L 堂畑　時雄
L 竹内　文英
L 米山　　昭

副幹事･副会計
副 幹 事

副 幹 事

副 幹 事

副 会 計

副 会 計

（札幌赤レンガ）

（岩見沢中央）

（札幌トラスト）

（岩見沢中央）

（札幌トラスト）

2015-2016年度　ライオンズクラブ国  際協会　〈331-A地区キャビネット組織表〉

GMT地区コーディネーター
（ 札 幌 創 成 ）L 安江　　眞

GLT地区コーディネーター
（札幌スノートピア）L 月居　吉彦

LCIF地区コーディネーター
（ 千 歳 ）

（ 千 歳 ）

L 鈴木　善一
L 佐々木　亘

百周年記念地区コーディネーター
（岩見沢中央）L 柏﨑　昭朗

家族・女性チーム（FWT）地区コーディネーター

〈副〉

（ 千 歳 ）

（札幌わかば）

L 竹村　聖子
L 渡部映里子〈副〉



31 Jun.2016 30Jun.2016

1R
1Z ゾーン･チェアパーソン 2Z ゾーン･チェアパーソン

L 塩原　秀雄
（札幌創成）

札 幌
札 幌 し ら か ば
札 幌 白 石
札 幌 創 成
サッポロシニア
札幌コスミックシニア
札 幌 赤 レ ン ガ

L 榊田　薫
（札幌あさひ）

札 幌 中 央
札 幌 オ ー ロ ラ
札幌フロンティア
札 幌 清 田
札 幌 中 島
札 幌 あ さ ひ
札幌アスリート

2R
1Z ゾーン･チェアパーソン

L 田中　義一
（札幌南）

札 幌 エ ル ム
札 幌 も い わ
札 幌 ま る や ま
札 幌 大 通
札 幌 南
札 幌 す す き の
札 幌 北 の 杜

2Z ゾーン･チェアパーソン

L 美田　法賢
（札幌パイオニア）

札 幌 ア カ シ ヤ
札 幌 ク ラ ー ク
札 幌 時 計 台
札幌パイオニア
札 幌 羊 ヶ 丘
札 幌 グ リ ー ン
札 幌 ノ ー ス
札 幌 わ か ば

3R
1Z ゾーン･チェアパーソン

L 佐藤　修
（札幌ポプラ）

札 幌 ポ プ ラ
札 幌 リ バ テ ィ
札幌スノートピア
札 幌 東
札 幌 ト ラ ス ト

2Z ゾーン･チェアパーソン

L 松村　芳明
（札幌はまなす）

札幌ライラック
札 幌 は ま な す
札 幌 西
札 幌 新 星

4R 5R 6R
1Z ゾーン･チェアパーソン

L 松本　忠彦
（岩見沢）

岩 見 沢
美 唄
三 笠
月 形
岩 見 沢 中 央
岩見沢グリーン
岩見沢はまなす

2Z ゾーン･チェアパーソン

L 髙橋　宗瑛
（由　仁）

夕 張 中 央
長 沼
南 幌
由 仁
岩見沢メープル

1Z ゾーン･チェアパーソン

L 林　孝幸
（滝川中央）

滝 川
芦 別
赤 平
江 部 乙
新 十 津 川
滝 川 中 央

2Z ゾーン･チェアパーソン

L 出村　省三
（滝川グリーン）

砂 川
奈 井 江
そ ら ち
滝 川 グ リ ー ン

3Z ゾーン･チェアパーソン

L 佐藤　一美
（秩父別）

深 川
沼 田
秩 父 別
雨 竜
北 竜

1Z ゾーン･チェアパーソン

L 蔵口　武美
（江　別）

江 別
当 別
石 狩
江 別 グ リ ー ン

2Z ゾーン･チェアパーソン

L 水髙　博保
（恵　庭）

地区YCE･ゾーン委員

L 前田　英一
（札幌創成）

地区PR･ゾーン委員

L 成田　正英
（札幌あさひ）

地区PR･ゾーン委員

L 猪熊　輝夫
（札幌南）

地区YCE･ゾーン委員

L 鶴見　修己
（札幌パイオニア）

地区YCE･ゾーン委員

L 石黒　義久
（札幌ポプラ）

地区PR･ゾーン委員

L 水野眞佐夫
（札幌はまなす）

地区YCE･ゾーン委員

L 中谷　　智
（岩見沢）

地区PR･ゾーン委員

L 山田　博忠
（由　仁）

地区PR･ゾーン委員

L 三戸部　隆
（滝川中央）

地区PR･ゾーン委員

L 上田千香子
（滝川グリーン）

地区YCE･ゾーン委員

L 大野　　敬
（秩父別）

地区YCE･ゾーン委員

L 松浦　隆
（江　別）

地区PR･ゾーン委員

L 早坂　裕司
（恵　庭）

千 歳
恵 庭
北 広 島
千 歳 中 央

〈
国
際
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長
テ
ー
マ
〉
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サ
ー
ブ･

日
々･

是･
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命
の
尊
厳
と
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〈
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
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ガ
ン
〉

副地区ガバナー

地区ガバナー

第一副地区ガバナー

第二副地区ガバナー

（岩見沢中央）

（札幌トラスト）

L 柏﨑　昭朗
L 能澤　正明

前地区ガバナー・地区名誉顧問会議長
（ 札 幌 新 星 ）L 三澤　聖一

（札幌赤レンガ）L 安部　尚明
元国際理事

元地区ガバナー･地区名誉顧問

（札幌ライラック）L 杉本　忠夫

L 渡辺　　修
L 山口　富雄

地区長期計画リサーチ委員会
委 員 長

アドバイザー

百周年記念地区特別事業委員会
（ 札 幌 清 田 ）

（札幌赤レンガ）

L 荒井　喜和
L 栃木　行雄

委 員 長

副 委 員 長

（ 美 唄 ）

（札幌クラーク）

幹事･会計
幹 　 事

会 　 計

（札幌赤レンガ）

（札幌赤レンガ）

L 佐藤　昌洋
L 松下　　馨

L 長尾　　晃
L 富本　荘一

地区会計監査
監 査 委 員

監 査 委 員

（札幌赤レンガ）

（札幌クラーク）

L 河原　博之
L 若生　剛毅

事務局
事 務 局 長

副 事 務 局 長

（札幌赤レンガ）

（札幌赤レンガ）

L 谷　　征輝
L 山根　春雄

地区年次大会委員会
委 員 長

副 委 員 長

（ 札 幌 ）

（ 札 幌 ）

L 川合　則夫
L 松村　朋幸

地区ライオンズクエスト委員会
委 員 長

副 委 員 長

（札幌クラーク）

（札幌クラーク）

L 山森　鉄夫
L 遠藤多喜子

地区社会福祉･視聴力障害委員会
委 員 長

副 委 員 長

（札幌しらかば）

（札幌しらかば）

L 桧山　良秀
L 川辺　　尚

地区指導力育成･会則委員会
委 員 長

副 委 員 長

（ 札 幌 中 央 ）

（ 札 幌 中 央 ）

L 鍵谷　光三
L 春野　守夫
L 近藤冨貴雄
L 竹内　武司
L 岩井　淳佳
L 古谷野　環
L 秋庭　一富

（岩見沢中央）

（札幌もいわ）

（滝川グリーン）

（札幌トラスト）

（札幌アカシヤ）

（ 美 唄 ）

（札幌エルム）

L 宮脇　寛海
L 伊藤　信賢
L 山口　富雄
L 庵原　宏章
L 渡辺　　修
L 小野寺眞悟

（ 恵 庭 ）

（ 札 幌 中 島 ）

（札幌クラーク）

（ 札 幌 東 ）

（ 美 唄 ）

（札幌北の杜）

L 高橋久美子
L 杉田　妙子

地区薬物乱用防止委員会
委 員 長

副 委 員 長

L 酒井　富雄
L 平野　義廣

地区環境保全委員会
委 員 長

副 委 員 長

（札幌コスミックシニア）

（札幌コスミックシニア）

（ 札 幌 白 石 ）

（ 札 幌 白 石 ）

L 橋詰　晴美
L 山元　脩右

地区献眼･献血委員会
委 員 長

副 委 員 長

（ 札 幌 創 成 ）

（ 札 幌 創 成 ）

L 古口　　聡
L 米田　　穣
L 前田　英一
L 鶴見　修己
L 石黒　義久
L 中谷　　智
L 大野　　敬
L 松浦　　隆

地区青少年育成･YCE委員会
委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

（札幌フロンティア）

（札幌フロンティア）

（ 札 幌 創 成 ）

（札幌パイオニア）

（札幌ポプラ）

（ 岩 見 沢 ）

（ 秩 父 別 ）

（ 江 別 ）

L 今村　尚司
L 杉澤　慎彦

地区アラート委員会
委 員 長

副 委 員 長

（札幌トラスト）

（札幌トラスト）

L 本多　和司
L 佐藤　亮司

地区情報・IT委員会
委 員 長

副 委 員 長

L 中原　　猛
L 神力　恒夫

地区国際関係委員会
委 員 長

副 委 員 長

（ 札 幌 清 田 ）

（ 札 幌 清 田 ）

（札幌時計台）

（札幌時計台）

L 水野新太郎
L 杉岡　時治

地区平和ポスター･コンテスト委員会
委 員 長

副 委 員 長

（札幌オーロラ）

（札幌オーロラ）

L 森　　一男
L 𠮷田　英則
L 木村　明夫
L 成田　正英
L 猪熊　輝夫
L 水野眞佐夫
L 山田　博忠
L 三戸部　隆
L 上田千香子
L 早坂　裕司

地区PR･ライオンズ情報委員会
委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

（サッポロシニア）

（サッポロシニア）

（サッポロシニア）

（札幌あさひ）

（ 札 幌 南 ）

（札幌はまなす）

（ 由 仁 ）

（ 滝 川 中 央 ）

（滝川グリーン）

（ 恵 庭 ）

L 渡邉　一弘
L 九津見紳一朗
L 堂畑　時雄
L 竹内　文英
L 米山　　昭

副幹事･副会計
副 幹 事

副 幹 事

副 幹 事

副 会 計

副 会 計

（札幌赤レンガ）

（岩見沢中央）

（札幌トラスト）

（岩見沢中央）

（札幌トラスト）

2015-2016年度　ライオンズクラブ国  際協会　〈331-A地区キャビネット組織表〉

GMT地区コーディネーター
（ 札 幌 創 成 ）L 安江　　眞

GLT地区コーディネーター
（札幌スノートピア）L 月居　吉彦

LCIF地区コーディネーター
（ 千 歳 ）

（ 千 歳 ）

L 鈴木　善一
L 佐々木　亘

百周年記念地区コーディネーター
（岩見沢中央）L 柏﨑　昭朗

家族・女性チーム（FWT）地区コーディネーター

〈副〉

（ 千 歳 ）

（札幌わかば）

L 竹村　聖子
L 渡部映里子〈副〉
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L 菊 川 　  泰

■〒００３-００２７　
　札幌市白石区本通４丁目北１番１号
　ＴＥＬ（０１１）８６３－３７１１  
■生年月日　1962年3月17日　

北門信用金庫 白石支店　支店長

きくかわ　                     やすし

入会：2016年5月10日　スポンサー：Ｌ藤原　英朔

札幌白石ライオンズクラブ

L 小 室　雅 義

■〒０0５－００２１
　札幌市南区真駒内本町6丁目1－1プラザビル1Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）５８８－８５０７
■生年月日　1943年1月5日　

保険代理店 アドコム　代表取締役

　こむろ　                まさよし

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ猪熊　輝夫

札幌南ライオンズクラブ

L 松 原　一 彰

■〒０６0－００６２　
　札幌市中央区南２条西２丁目２－７
　ＴＥＬ（０１１）２５１－１５７３ 
■生年月日　1980年10月7日　

サッポロライオン狸小路店　支配人 

まつばら　　　　　　かずあき

入会：2016年5月1日　   スポンサー：Ｌ合田　　薫

サッポロシニアライオンズクラブ

L 後 藤　光 宏

■〒００７－０８２８ 
　札幌市東区東雁来8条1丁目8-5
　ＴＥＬ（０１１）７９０－５１０１ 
■生年月日　1972年5月17日　

株式会社 ジーエム自動車　代表取締役

　ごとう　　              みつひろ

入会：2016年2月1日　 スポンサー：Ｌ真 嶋　　彰

札幌クラークライオンズクラブ

L 坂 田　広 之

■〒０６０－００６３
　札幌市中央区南３条西５丁目  三条美松ビル 3Ｆ 
　ＴＥＬ（０１１）２３１－０３３５  
■生年月日　1962年2月28日　

ＤＮＡ すすきの　オーナー

さかた　                ひろゆき

入会：2016年3月10日　   スポンサー：Ｌ伊藤　  孝

札幌あさひライオンズクラブ

L 畠 山　みのり

■〒０６０－０００２
　札幌市中央区北２条西６丁目  
　ＴＥＬ（０１１）２３１－４１１１ 
■生年月日　1965年11月7日　

北海道議会　議員

はたけやま　               

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ猪熊　輝夫

札幌南ライオンズクラブ

L 木 村　英 樹

■〒０６０－０００６
　札幌市中央区北６条西２０丁目２－２９
　ＴＥＬ（０１１）６１３－６５５６  
■生年月日　1966年6月2日　

有限会社 宅一商事　代表

きむら　                   ひでき

入会：2016年4月1日　     スポンサー：Ｌ井沼　　惟

札幌赤レンガライオンズクラブ

L 田 中　慎 司

■〒００４－０８４１
　札幌市清田区清田1条４丁目１番４０号
　ＴＥＬ（０１１）８８６－５５８８ 
■生年月日　1965年12月14日　

稚内信用金庫清田支店　支店長

たなか　                しんじ

入会：2016年４月６日　   スポンサー：Ｌ荒井　喜和

札幌清田ライオンズクラブ

L 渡 辺　佳 晃

■〒０６３－０８１１ 
　札幌市西区琴似1条3丁目3番22号 
　ＴＥＬ（０１１）６４０－５５１４ 
■生年月日　1984年11月10日　

司法書士法人 下村・渡辺法務事務所
代表者 

　わたなべ　　            よしあき

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ佐藤　伸昭

札幌時計台ライオンズクラブ

L 畠 山 　

■〒０６０－００５２
　札幌市中央区南2条東1丁目 第3泊ビル301号
　ＴＥＬ（０１１）２０６－４９６０
■生年月日　1975年4月4日　

株式会社 L e o l i n e 代表取締役

はたけやま　                   たく

入会：2016年5月17日　   スポンサー：Ｌ新屋　雅良

札幌中島ライオンズクラブ

L 八 城　一 幸

■〒０６４－０８０８
　札幌市中央区南6条西1丁目5番地6.1ビル7階
　ＴＥＬ（０１１）５２０－９０５１  
■生年月日　1969年4月18日　

NIPPON DESIGN 株式会社　専務

　やしろ　                かずゆき

入会：2016年3月1日　スポンサー：Ｌ佐藤　伸昭

札幌時計台ライオンズクラブ

L 福 井　勝 則

■〒００７－０８３４
　札幌市東区北３４条東５丁目３－１６Ｍビル２Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）７１１－２２１１
■生年月日　1966年10月28日　

株式会社 メニーズコート
不動産企画事業部 部長

　ふくい　               　まさのり

入会：2016年3月29日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 戸 澤　寿 雅

■〒０６０－０８０７
　札幌市北区北７条西２丁目６番地 ３７山京ビル９１５号
　ＴＥＬ（０１１）２１４－０６６０ 
■生年月日　1968年3月16日　

司法書士 戸澤寿雅事務所　所長

　　とざわ　                としまさ

入会：2016年3月29日　   スポンサー：Ｌ高橋　和央

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 青 木　章 一

■〒００４－００３１
　札幌市厚別区上野幌１条３丁目９－５
　ＴＥＬ（０１１）８９１－０６２１ 
■生年月日　1950年3月17日　

有限会社 青木電気　代表取締役

　　あおき　                しょういち

入会：2016年3月10日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 齋 藤　文 誉

■〒００７－０８３４
　札幌市東区北３４条東５丁目３－１６Ｍビル２Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）７３３－６４０４ 
■生年月日　1963年7月26日　

エムズ・インダストリー株式会社
工事課 課長

さいとう　                ふみたか

入会：2016年3月29日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 神 成　美 紀

■〒００７－０８３４
　札幌市東区北３４条東５丁目３－１６Ｍビル２Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）７３３－６４０４ 
■生年月日　1987年5月6日　

エムズ・インダストリー株式会社

　かんなり　                  みき           

入会：2016年3月29日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 折 茂　武 彦

■〒００４－００４１
　札幌市厚別区大谷地東２丁目５－６０ ２Ｆ 
　ＴＥＬ（０１１）５５５－５１１３  
■生年月日　1970年5月14日　

株式会社 北海道バスケットボールクラブ
代表取締役

おりも　                たけひこ

入会：2016年3月29日　   スポンサー：Ｌ高橋　和央

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 直 井　保 廣

■〒００７－０８３４
　札幌市東区北３４条東５丁目３－１６Ｍビル２Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）７３３－６４０４ 
■生年月日　1956年5月22日　

エムズ・インダストリー株式会社
常務取締役

　なおい                    やすひろ

入会：2016年3月29日　   スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 岩 本　秀 一

■〒０６２－００５５
　札幌市豊平区月寒東５条１４丁目５－２３
　ＴＥＬ（　０１１　）８５９－５２２６ 
■生年月日　1969年7月28日　

株式会社 アーネスト　代表取締役

　いわもと　                ひでかず

入会：2016年3月10日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 吉 田　憲 司

■〒００７－０８３４
　札幌市東区北３４条東５丁目３－１６Ｍビル２Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）７３３－６４０４
■生年月日　1957年4月4日　

エムズ・インダストリー株式会社
建築部 部長

　よしだ　                  けんじ

入会：2016年3月29日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ
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L 菊 川 　  泰

■〒００３-００２７　
　札幌市白石区本通４丁目北１番１号
　ＴＥＬ（０１１）８６３－３７１１  
■生年月日　1962年3月17日　

北門信用金庫 白石支店　支店長

きくかわ　                     やすし

入会：2016年5月10日　スポンサー：Ｌ藤原　英朔

札幌白石ライオンズクラブ

L 小 室　雅 義

■〒０0５－００２１
　札幌市南区真駒内本町6丁目1－1プラザビル1Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）５８８－８５０７
■生年月日　1943年1月5日　

保険代理店 アドコム　代表取締役

　こむろ　                まさよし

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ猪熊　輝夫

札幌南ライオンズクラブ

L 松 原　一 彰

■〒０６0－００６２　
　札幌市中央区南２条西２丁目２－７
　ＴＥＬ（０１１）２５１－１５７３ 
■生年月日　1980年10月7日　

サッポロライオン狸小路店　支配人 

まつばら　　　　　　かずあき

入会：2016年5月1日　   スポンサー：Ｌ合田　　薫

サッポロシニアライオンズクラブ

L 後 藤　光 宏

■〒００７－０８２８ 
　札幌市東区東雁来8条1丁目8-5
　ＴＥＬ（０１１）７９０－５１０１ 
■生年月日　1972年5月17日　

株式会社 ジーエム自動車　代表取締役

　ごとう　　              みつひろ

入会：2016年2月1日　 スポンサー：Ｌ真 嶋　　彰

札幌クラークライオンズクラブ

L 坂 田　広 之

■〒０６０－００６３
　札幌市中央区南３条西５丁目  三条美松ビル 3Ｆ 
　ＴＥＬ（０１１）２３１－０３３５  
■生年月日　1962年2月28日　

ＤＮＡ すすきの　オーナー

さかた　                ひろゆき

入会：2016年3月10日　   スポンサー：Ｌ伊藤　  孝

札幌あさひライオンズクラブ

L 畠 山　みのり

■〒０６０－０００２
　札幌市中央区北２条西６丁目  
　ＴＥＬ（０１１）２３１－４１１１ 
■生年月日　1965年11月7日　

北海道議会　議員

はたけやま　               

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ猪熊　輝夫

札幌南ライオンズクラブ

L 木 村　英 樹

■〒０６０－０００６
　札幌市中央区北６条西２０丁目２－２９
　ＴＥＬ（０１１）６１３－６５５６  
■生年月日　1966年6月2日　

有限会社 宅一商事　代表

きむら　                   ひでき

入会：2016年4月1日　     スポンサー：Ｌ井沼　　惟

札幌赤レンガライオンズクラブ

L 田 中　慎 司

■〒００４－０８４１
　札幌市清田区清田1条４丁目１番４０号
　ＴＥＬ（０１１）８８６－５５８８ 
■生年月日　1965年12月14日　

稚内信用金庫清田支店　支店長

たなか　                しんじ

入会：2016年４月６日　   スポンサー：Ｌ荒井　喜和

札幌清田ライオンズクラブ

L 渡 辺　佳 晃

■〒０６３－０８１１ 
　札幌市西区琴似1条3丁目3番22号 
　ＴＥＬ（０１１）６４０－５５１４ 
■生年月日　1984年11月10日　

司法書士法人 下村・渡辺法務事務所
代表者 

　わたなべ　　            よしあき

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ佐藤　伸昭

札幌時計台ライオンズクラブ

L 畠 山 　

■〒０６０－００５２
　札幌市中央区南2条東1丁目 第3泊ビル301号
　ＴＥＬ（０１１）２０６－４９６０
■生年月日　1975年4月4日　

株式会社 L e o l i n e 代表取締役

はたけやま　                   たく

入会：2016年5月17日　   スポンサー：Ｌ新屋　雅良

札幌中島ライオンズクラブ

L 八 城　一 幸

■〒０６４－０８０８
　札幌市中央区南6条西1丁目5番地6.1ビル7階
　ＴＥＬ（０１１）５２０－９０５１  
■生年月日　1969年4月18日　

NIPPON DESIGN 株式会社　専務

　やしろ　                かずゆき

入会：2016年3月1日　スポンサー：Ｌ佐藤　伸昭

札幌時計台ライオンズクラブ

L 福 井　勝 則

■〒００７－０８３４
　札幌市東区北３４条東５丁目３－１６Ｍビル２Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）７１１－２２１１
■生年月日　1966年10月28日　

株式会社 メニーズコート
不動産企画事業部 部長

　ふくい　               　まさのり

入会：2016年3月29日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 戸 澤　寿 雅

■〒０６０－０８０７
　札幌市北区北７条西２丁目６番地 ３７山京ビル９１５号
　ＴＥＬ（０１１）２１４－０６６０ 
■生年月日　1968年3月16日　

司法書士 戸澤寿雅事務所　所長

　　とざわ　                としまさ

入会：2016年3月29日　   スポンサー：Ｌ高橋　和央

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 青 木　章 一

■〒００４－００３１
　札幌市厚別区上野幌１条３丁目９－５
　ＴＥＬ（０１１）８９１－０６２１ 
■生年月日　1950年3月17日　

有限会社 青木電気　代表取締役

　　あおき　                しょういち

入会：2016年3月10日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 齋 藤　文 誉

■〒００７－０８３４
　札幌市東区北３４条東５丁目３－１６Ｍビル２Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）７３３－６４０４ 
■生年月日　1963年7月26日　

エムズ・インダストリー株式会社
工事課 課長

さいとう　                ふみたか

入会：2016年3月29日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 神 成　美 紀

■〒００７－０８３４
　札幌市東区北３４条東５丁目３－１６Ｍビル２Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）７３３－６４０４ 
■生年月日　1987年5月6日　

エムズ・インダストリー株式会社

　かんなり　                  みき           

入会：2016年3月29日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 折 茂　武 彦

■〒００４－００４１
　札幌市厚別区大谷地東２丁目５－６０ ２Ｆ 
　ＴＥＬ（０１１）５５５－５１１３  
■生年月日　1970年5月14日　

株式会社 北海道バスケットボールクラブ
代表取締役

おりも　                たけひこ

入会：2016年3月29日　   スポンサー：Ｌ高橋　和央

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 直 井　保 廣

■〒００７－０８３４
　札幌市東区北３４条東５丁目３－１６Ｍビル２Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）７３３－６４０４ 
■生年月日　1956年5月22日　

エムズ・インダストリー株式会社
常務取締役

　なおい                    やすひろ

入会：2016年3月29日　   スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 岩 本　秀 一

■〒０６２－００５５
　札幌市豊平区月寒東５条１４丁目５－２３
　ＴＥＬ（　０１１　）８５９－５２２６ 
■生年月日　1969年7月28日　

株式会社 アーネスト　代表取締役

　いわもと　                ひでかず

入会：2016年3月10日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 吉 田　憲 司

■〒００７－０８３４
　札幌市東区北３４条東５丁目３－１６Ｍビル２Ｆ
　ＴＥＬ（０１１）７３３－６４０４
■生年月日　1957年4月4日　

エムズ・インダストリー株式会社
建築部 部長

　よしだ　                  けんじ

入会：2016年3月29日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ
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L 山 田　    靖

■〒００２－０８５３
　札幌市北区屯田３条７丁目６－５
　ＴＥＬ（０１１）７７４－９２８１  
■生年月日　1969年12月31日　

　ヤマダ内装　代表

　やまだ　                          やすし

入会：2016年3月10日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 鈴 木　和 男

■〒００６－００３１
　札幌市手稲区稲穂１条６丁目19-10
　ＴＥＬ（０１１）６８８－１００４
■生年月日　1948年12月21日　

有限会社 明和重機 代表取締役

　すずき　               　かずお

入会：2016年3月8日　   スポンサー：Ｌ橋本　征男

札幌西ライオンズクラブ

L 渡 辺　明 雄

■〒０６５－００２０　
　札幌市東区北２０条東１丁目３－３９
　ＴＥＬ（０１１）７４１－１１７１ 
■生年月日　1964年5月2日　

渡辺整骨院　院長

わたなべ　                あきお

入会：2016年4月1日　   スポンサー：Ｌ堀岡　咲枝

札幌羊ヶ丘ライオンズクラブ

L 　冨 樫　繁 樹 

■〒０６８-２１６５
　三笠市岡山３５９番地
　ＴＥＬ（０１２６７）２－７３００ 
■生年月日　1941年9月23日　

株式会社 田端本堂カンパニー　顧問 
    

　とがし　　　　　　　しげき

入会：2016年3月17日　   スポンサー：Ｌ富樫　良一 

三笠ライオンズクラブ

L 武 田　行 央

■〒００３－０８３５
　札幌市白石区北郷５条９丁目８－３３ 
　ＴＥＬ（０１１）８７９－５６１１  
■生年月日　1975年4月21日　

有限会社 ライフアート　代表取締役

たけだ　                   ゆきお

入会：2016年4月28日　  スポンサー：Ｌ川口　　淳

札幌ポプラライオンズクラブ

L 岩 田　範 幸

■〒０６２－０９０４
　札幌市豊平区豊平4条1丁目1-1
　ＴＥＬ（０１１）３３０－００４６ 
■生年月日　1966年4月29日　

ケン･プレミア･ホテル･マネジメント㈱
プレミアホテル-TSUBAKI-札幌
宴会料飲予約課　支配人

いわた　                 のりよし      

入会：2016年4月6日　   スポンサー：Ｌ泉亭　　実

札幌東ライオンズクラブ

L 明 楽　みゆき

■〒００４－０８７４
　札幌市清田区平岡４条６丁目６－１４
　ＴＥＬ（０１１）８８５－０５３７  
■生年月日　1958年6月29日　

株式会社 明楽アート・オフィス　代表取締役

あけら

入会：2016年4月1日　     スポンサー：Ｌ堀岡　咲枝

札幌羊ヶ丘ライオンズクラブ

L 西野尾　嘉 拓

■〒０６４－０８０９
　札幌市中央区南９条西４丁目３－１－２４０６
　ＴＥＬ（０１１）５２２－７３０６ 
■生年月日　1964年9月21日　

西野尾嘉拓 税理士事務所　所長

　　にしのお　　　　　　　 よしひろ

入会：2016年4月1日　   スポンサー：Ｌ忠海　健三

札幌グリーンライオンズクラブ

L 星 野　佑 次

■〒０６０－００４２
　札幌市中央区大通西15丁目 ラスコム15ビル３階
　ＴＥＬ（０１１）５９０－１６２６ 
■生年月日　1988年7月27日　

あいむ土地家屋調査士事務所
土地家屋調査士

ほしの ゆうじ

入会：2016年4月1日　   スポンサー：Ｌ小林　雄士

札幌ノースライオンズクラブ

L 上 部　雅 司

■〒０６８－２１５３
　三笠市幸町１２番地
　ＴＥＬ（０１２６７）２－２３８３  
■生年月日　1957年9月10日　

空知信用金庫三笠支店　支店長 
    

　うわべ                     まさし

入会：2016年4月7日　　スポンサー：Ｌ秋元　　隆

三笠ライオンズクラブ

L 山 崎　一 保

■〒０７５－０００５
　芦別市北５条西１丁目１番地１３　
　ＴＥＬ（０１２４）２２－２５８７
■生年月日　1952年12月9日　

有限会社芦別ボデー工業所
代表取締役

やまざき　               かずやす

入会：2016年3月23日　   スポンサー：Ｌ浅井　富雄

芦別ライオンズクラブ

L 横 堀　    治

■〒０６８－００１３　
　岩見沢市東町１条８丁目９３２-１１０ 
　ＴＥＬ（０１２６）２３－１３４７ 
■生年月日　1956年10月14日　

株式会社　Ｍ．Ｓ．Ｙ．　代表取締役

よこぼり　                       おさむ

入会：2016年2月26日　   スポンサー：Ｌ小室　勝豊

岩見沢中央ライオンズクラブ

L 満 田　秀 智

■〒０６０－００５１
　札幌市中央区南1条東２丁目1（和興ビル4F)
　ＴＥＬ（０１１）２２１－３７７０ 
■生年月日　1954年9月23日　

日盛ビル管理株式会社
代表取締役 社長

みつだ　                ひでとも

入会：2016年5月12日　     スポンサー：Ｌ寺江　博

岩見沢中央ライオンズクラブ

L 吉 田　岩 雄

■〒０６９－１２１６
　夕張郡由仁町古山６４３
　ＴＥＬ（０１２３）８６－２２４６  
■生年月日　1950年7月31日　

株式会社ヨシダ　取締役

よしだ　                   いわお

入会：2016年5月1日　　スポンサー：Ｌ髙橋　宗瑛

由仁 ライオンズクラブ

L 佐 藤　章 次

■〒０６８－００１４
　岩見沢市東町2条２丁目８５番地 
　ＴＥＬ（０１２６）２３－５７３０ 
■生年月日　1963年6月20日　

有限会社奥井工業所　代表取締役

さとう　                   しょうじ            

入会：2016年４月1日　   スポンサー：Ｌ新川　恵司

岩見沢メープルライオンズクラブ

L 本 和 弘

■〒０６８－０００４
　岩見沢市４条東１４丁目５番地  
　ＴＥＬ（０１２６）２２－３１８１  
■生年月日　1958年2月7日　

札幌トヨタ自動車株式会社 岩見沢支店
支店長

もとよし　               かずひろ

入会：2016年3月1日　     スポンサー：Ｌ松村　敬一

岩見沢はまなすライオンズクラブ

L 霊 山　千 明

■〒０６９－０３７１
　岩見沢市幌向南１条５丁目３９６－１
　ＴＥＬ（０１２６）２６－２４２４ 
■生年月日　1969年6月8日　

宗教法人 本向寺　住職

よしやま ちあき

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ南部谷　靖

岩見沢はまなすライオンズクラブ

L 安 藤　勇 人

■〒０６８－０８３０
　岩見沢市若駒２丁目３－１０
　ＴＥＬ（０１２６）２４－１８７５ 
■生年月日　1968年5月28日　

株式会社 豊来商事　代表取締役

あんどう　                 はやと

入会：2016年3月17日　   スポンサー：Ｌ道下　智義

岩見沢グリーンライオンズクラブ

L 小笠原　康 晴

■〒006－0817
　札幌市手稲区前田７条９丁目２－２
　ＴＥＬ（０１１）５５６－９０８８
■生年月日　1979年9月21日　

デリカ北海道販売 株式会社　
代表取締役

　おがさわら　　　　　　 やすはる

入会：2016年5月11日　   スポンサー：Ｌ中里　健二

札幌リバティライオンズクラブ

L 大 野　龍 祥

■〒０６８－２１６４ 
　三笠市いちきしり８４－１ 
　ＴＥＬ（０１２６７）２－７２９５ 
■生年月日　1973年12月24日　

日蓮宗 妙法寺　住職 
    

おおの　               りゅうしょう

入会：2016年3月17日　   スポンサー：Ｌ八谷　善則

三笠ライオンズクラブ
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L 山 田　    靖

■〒００２－０８５３
　札幌市北区屯田３条７丁目６－５
　ＴＥＬ（０１１）７７４－９２８１  
■生年月日　1969年12月31日　

　ヤマダ内装　代表

　やまだ　                          やすし

入会：2016年3月10日　  スポンサー：Ｌ美田　法賢

札幌パイオニアライオンズクラブ

L 鈴 木　和 男

■〒００６－００３１
　札幌市手稲区稲穂１条６丁目19-10
　ＴＥＬ（０１１）６８８－１００４
■生年月日　1948年12月21日　

有限会社 明和重機 代表取締役

　すずき　               　かずお

入会：2016年3月8日　   スポンサー：Ｌ橋本　征男

札幌西ライオンズクラブ

L 渡 辺　明 雄

■〒０６５－００２０　
　札幌市東区北２０条東１丁目３－３９
　ＴＥＬ（０１１）７４１－１１７１ 
■生年月日　1964年5月2日　

渡辺整骨院　院長

わたなべ　                あきお

入会：2016年4月1日　   スポンサー：Ｌ堀岡　咲枝

札幌羊ヶ丘ライオンズクラブ

L 　冨 樫　繁 樹 

■〒０６８-２１６５
　三笠市岡山３５９番地
　ＴＥＬ（０１２６７）２－７３００ 
■生年月日　1941年9月23日　

株式会社 田端本堂カンパニー　顧問 
    

　とがし　　　　　　　しげき

入会：2016年3月17日　   スポンサー：Ｌ富樫　良一 

三笠ライオンズクラブ

L 武 田　行 央

■〒００３－０８３５
　札幌市白石区北郷５条９丁目８－３３ 
　ＴＥＬ（０１１）８７９－５６１１  
■生年月日　1975年4月21日　

有限会社 ライフアート　代表取締役

たけだ　                   ゆきお

入会：2016年4月28日　  スポンサー：Ｌ川口　　淳

札幌ポプラライオンズクラブ

L 岩 田　範 幸

■〒０６２－０９０４
　札幌市豊平区豊平4条1丁目1-1
　ＴＥＬ（０１１）３３０－００４６ 
■生年月日　1966年4月29日　

ケン･プレミア･ホテル･マネジメント㈱
プレミアホテル-TSUBAKI-札幌
宴会料飲予約課　支配人

いわた　                 のりよし      

入会：2016年4月6日　   スポンサー：Ｌ泉亭　　実

札幌東ライオンズクラブ

L 明 楽　みゆき

■〒００４－０８７４
　札幌市清田区平岡４条６丁目６－１４
　ＴＥＬ（０１１）８８５－０５３７  
■生年月日　1958年6月29日　

株式会社 明楽アート・オフィス　代表取締役

あけら

入会：2016年4月1日　     スポンサー：Ｌ堀岡　咲枝

札幌羊ヶ丘ライオンズクラブ

L 西野尾　嘉 拓

■〒０６４－０８０９
　札幌市中央区南９条西４丁目３－１－２４０６
　ＴＥＬ（０１１）５２２－７３０６ 
■生年月日　1964年9月21日　

西野尾嘉拓 税理士事務所　所長

　　にしのお　　　　　　　 よしひろ

入会：2016年4月1日　   スポンサー：Ｌ忠海　健三

札幌グリーンライオンズクラブ

L 星 野　佑 次

■〒０６０－００４２
　札幌市中央区大通西15丁目 ラスコム15ビル３階
　ＴＥＬ（０１１）５９０－１６２６ 
■生年月日　1988年7月27日　

あいむ土地家屋調査士事務所
土地家屋調査士

ほしの ゆうじ

入会：2016年4月1日　   スポンサー：Ｌ小林　雄士

札幌ノースライオンズクラブ

L 上 部　雅 司

■〒０６８－２１５３
　三笠市幸町１２番地
　ＴＥＬ（０１２６７）２－２３８３  
■生年月日　1957年9月10日　

空知信用金庫三笠支店　支店長 
    

　うわべ                     まさし

入会：2016年4月7日　　スポンサー：Ｌ秋元　　隆

三笠ライオンズクラブ

L 山 崎　一 保

■〒０７５－０００５
　芦別市北５条西１丁目１番地１３　
　ＴＥＬ（０１２４）２２－２５８７
■生年月日　1952年12月9日　

有限会社芦別ボデー工業所
代表取締役

やまざき　               かずやす

入会：2016年3月23日　   スポンサー：Ｌ浅井　富雄

芦別ライオンズクラブ

L 横 堀　    治

■〒０６８－００１３　
　岩見沢市東町１条８丁目９３２-１１０ 
　ＴＥＬ（０１２６）２３－１３４７ 
■生年月日　1956年10月14日　

株式会社　Ｍ．Ｓ．Ｙ．　代表取締役

よこぼり　                       おさむ

入会：2016年2月26日　   スポンサー：Ｌ小室　勝豊

岩見沢中央ライオンズクラブ

L 満 田　秀 智

■〒０６０－００５１
　札幌市中央区南1条東２丁目1（和興ビル4F)
　ＴＥＬ（０１１）２２１－３７７０ 
■生年月日　1954年9月23日　

日盛ビル管理株式会社
代表取締役 社長

みつだ　                ひでとも

入会：2016年5月12日　     スポンサー：Ｌ寺江　博

岩見沢中央ライオンズクラブ

L 吉 田　岩 雄

■〒０６９－１２１６
　夕張郡由仁町古山６４３
　ＴＥＬ（０１２３）８６－２２４６  
■生年月日　1950年7月31日　

株式会社ヨシダ　取締役

よしだ　                   いわお

入会：2016年5月1日　　スポンサー：Ｌ髙橋　宗瑛

由仁 ライオンズクラブ

L 佐 藤　章 次

■〒０６８－００１４
　岩見沢市東町2条２丁目８５番地 
　ＴＥＬ（０１２６）２３－５７３０ 
■生年月日　1963年6月20日　

有限会社奥井工業所　代表取締役

さとう　                   しょうじ            

入会：2016年４月1日　   スポンサー：Ｌ新川　恵司

岩見沢メープルライオンズクラブ

L 本 和 弘

■〒０６８－０００４
　岩見沢市４条東１４丁目５番地  
　ＴＥＬ（０１２６）２２－３１８１  
■生年月日　1958年2月7日　

札幌トヨタ自動車株式会社 岩見沢支店
支店長

もとよし　               かずひろ

入会：2016年3月1日　     スポンサー：Ｌ松村　敬一

岩見沢はまなすライオンズクラブ

L 霊 山　千 明

■〒０６９－０３７１
　岩見沢市幌向南１条５丁目３９６－１
　ＴＥＬ（０１２６）２６－２４２４ 
■生年月日　1969年6月8日　

宗教法人 本向寺　住職

よしやま ちあき

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ南部谷　靖

岩見沢はまなすライオンズクラブ

L 安 藤　勇 人

■〒０６８－０８３０
　岩見沢市若駒２丁目３－１０
　ＴＥＬ（０１２６）２４－１８７５ 
■生年月日　1968年5月28日　

株式会社 豊来商事　代表取締役

あんどう　                 はやと

入会：2016年3月17日　   スポンサー：Ｌ道下　智義

岩見沢グリーンライオンズクラブ

L 小笠原　康 晴

■〒006－0817
　札幌市手稲区前田７条９丁目２－２
　ＴＥＬ（０１１）５５６－９０８８
■生年月日　1979年9月21日　

デリカ北海道販売 株式会社　
代表取締役

　おがさわら　　　　　　 やすはる

入会：2016年5月11日　   スポンサー：Ｌ中里　健二

札幌リバティライオンズクラブ

L 大 野　龍 祥

■〒０６８－２１６４ 
　三笠市いちきしり８４－１ 
　ＴＥＬ（０１２６７）２－７２９５ 
■生年月日　1973年12月24日　

日蓮宗 妙法寺　住職 
    

おおの　               りゅうしょう

入会：2016年3月17日　   スポンサー：Ｌ八谷　善則

三笠ライオンズクラブ
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＊
４
月
２２
日
に
開
か
れ
た
今
期
、最
後
の
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
議
。終
了
後
、春
野
守
夫・元
複
合
議
長

に
呼
び
止
め
ら
れ
ま
し
た
。「
エ
コ
ー
誌
３
月
号
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
座
談
会
を
読
ん
だ
社
会
保
険
労
務

士（
45
歳
）の
女
性
が
、我
が
も
い
わ
Ｌ
Ｃ
に
入
会
し

て
く
れ
る
事
に
な
っ
た
よ
」。連
載
企
画「
明
日
の
ラ

イ
オ
ン
像
を
語
る
」の
座
談
会
の
反
応
が
、一
番
気
に

な
っ
て
い
た
だ
け
に
、小
生
に
は
朗
報
で
し
た
。

＊
こ
れ
ま
で
、３
３
１̶

Ａ
地
区
の
各
ク
ラ
ブ
の
会

報
を
見
る
機
会
は
、残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。ア
ワ
ー
ド
の
関
係
も
あ
り
、読
ま
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。４
Ｒ
の
三
笠
、岩
見
沢
、美
唄
な
ど
の

各
ク
ラ
ブ
は
、毎
月
発
行
し
て
い
ま
し
た
。私
た
ち

の
シ
ニ
ア
Ｌ
Ｃ
は
年
１
回
。12
回
の
会
報
に
は
、ガ
バ

ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン・
基
本
方
針
、例
会
の
様
子
、ド

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
会
員
名
と
理
由
な
ど
が
、載
っ

て
い
ま
し
た
。会
報
は
、ク
ラ
ブ
と
会
員
を
つ
な
ぐ

「
架
け
橋
」。ご
努
力
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

＊
小
生
は
、Ｚ
Ｃ
、Ｒ
Ｃ
、地
区
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

委
員
長
と
今
期
で
４
回
目
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
。

畑
違
い
の
広
告
集
め
で
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、振
り

返
る
と
楽
し
い
思
い
出
で
も
あ
り
ま
す
。地
区
の
Ｐ

Ｒ
委
員
、ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
委
員
長
に
恵
ま
れ
、一
番
充

実
し
、楽
し
い
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
で
し
た
。就
任

２
年
前
か
ら
安
部
尚
明
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
、「
Ｐ
Ｒ
、

頼
む
ぞ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。今
で
は
、や
っ
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。素
晴
ら
し
き
仲
間
が
い
る

３
３
１―

Ａ
地
区
に
は
、明
日
が
あ
る
。

（
地
区
Ｐ
Ｒ・ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
委
員
長
　
Ｌ
森
　
一 

男
）
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L 齋 藤　剛 和

■〒００６－００１２
　札幌市手稲区富丘2条3丁目3-29
　ＴＥＬ（０１１）６２４－５５２６  
■生年月日　1953年4月8日　

(有)ハート建築設計事務所　代表取締役

　さいとう　                たかかず

入会：2016年5月12日　スポンサー：Ｌ森田 哲也

石狩ライオンズクラブ

L 鏑 木　久 紀

■〒０６６－００６２
　千歳市千代田町６－１８第１７ふじやビル
　ＴＥＬ（０１２３）２６－３５３５
■生年月日　1970年12月4日　

三井住友海上保険株式会社 千歳支社
支社長

　かぶらぎ　                ひさのり

入会：2016年4月6日　   スポンサー：Ｌ和田　功二

千歳中央ライオンズクラブ

L 藤 田　忠 幸

■〒０６７－００３２　
　江別市元江別831番地13 
　ＴＥＬ（０１１）３８４－５５５５ 
■生年月日　1959年12月18日　

有限会社 協立技研　代表取締役

ふじた　                ただゆき

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ津田　賴明

江別グリーンライオンズクラブ

L 森 山　浩 次

■〒００４－０８０２
　札幌市清田区里塚2条1丁目 
　ＴＥＬ（０１１）８８５－５９２２  
■生年月日　1968年3月30日　

デバイズ　ソフトウェア　代表

もりやま　                こうじ

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ津田　賴明

江別グリーンライオンズクラブ

L 大 山　益 巳

■〒０６６－００７１
　千歳市桜木４丁目９番１１－１０２号 
　ＴＥＬ（０１２３）２４－０１０１ 
■生年月日　1971年1月29日　

土地家屋調査士大山益巳事務所 　代表

おおやま　                  ますみ　               

入会：2016年4月6日　   スポンサー：Ｌ坂口　雄二

千歳中央ライオンズクラブ

L 津 田　弥 生

■〒０６７－０００２
　　江別市緑町西1丁目114 
　ＴＥＬ（０１１）３８３－８４５０  
■生年月日　1969年3月8日　

日本生命保険（相）江別営業所
支部長補佐

つだ　                 やよい

入会：2016年3月1日　     スポンサー：Ｌ宮崎　孝志

江別グリーンライオンズクラブ

L 濱 田　晃 子

■〒０６９－０８２４
　江別市東野幌本町7-5 
　ＴＥＬ（０１１）３９８－８７８７  
■生年月日　1974年12月30日　

ＮＰＯ法人 Ｅ-ＫＩＤ'Ｓ総合型地域スポーツクラブ
理事長

はまだ　                  あきこ

入会：2016年3月1日　   スポンサー：Ｌ毛利　秀行

江別グリーンライオンズクラブ

L 鹿 原　健 二

■〒０７３－００２２
　滝川市大町２丁目１－９ 
　ＴＥＬ（０１２５）２３－１１６６
■生年月日　1966年6月15日　

第一生命保険株式会社 滝川営業 オフイス 
営業部長   

　かばら　　                けんじ

入会：2016年3月24日　     スポンサー：Ｌ林　孝幸

滝川中央ライオンズクラブ

L 中 根　　大

■〒０７９－１１２３ 
　赤平市東文京町２丁目４番地２ 
　ＴＥＬ（０１２５）７４－５５５０ 
■生年月日　1973年8月25日　

司法書士中根事務所　所長

　なかね　                 　　  だい

入会：2016年2月15日　   スポンサー：Ｌ平瀬　広伸

赤平ライオンズクラブ
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後
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■生年月日　1973年8月25日　
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　なかね　                 　　  だい
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〈札幌アカシヤライオンズクラブ広告〉

〈札幌北の杜ライオンズクラブ広告〉
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１９６３年１０月
１９７２年７月

１９７３年～１９７４年
１９８１年～１９８２年
１９８５年～１９８６年
１９８８年～１９８９年
１９９５年～１９９６年
１９９６年～１９９７年

１９９７年～
１９９９年～２００２年
２００４年～２００５年

岩見沢ライオンズクラブ入会
岩見沢中央ライオンズクラブ　トランスファーメンバー
会長
３３１̶A 地区キャビネット幹事
３３１̶A 地区第３R　デピュテイガバナー
３３１複合地区長期リサーチ委員会委員長
３３１̶A 地区副ガバナー
３３１̶A 地区ガバナー
地区名誉顧問
３３１複合地区エクステンション委員長
地区長期リサーチ委員長

１９９０年１１月　札幌ユートピアＬＣ入会
１９９２年、２００９年　　幹事
１９９３年、１９９７年、２００４年、２０１０年　会長
１９９８年　３R１Z　ゾーン・チェアパーソン
２０００年　３R　リジョン・チェアパーソン
２０１０年　合併により札幌スノートピアＬＣへ名称変更
２０１４年　地区献血・視力保護等、教育活動委員会委員長
２０１５年　会長

健保連･日本病院会指定　人間ドック健診施設機能評価認定施設
協会けんぽ生活習慣病予防健診実施機関
特定健康診査･特定保健指導実施機関

●健診は予約制となっております。事前にお電話にてご予約下さい。●受診日の一週間前までに、
受診票、ご注意事項などの必要書類をご自宅または勤務先へ送付いたします。

■1日人間ドック　■定期健康診断　■生活習慣病健診
■特定健診　■婦人科検診　■企業（巡回）健診
■企業特殊健康診断　■その他各種健康診断　■産業医

健診内容

診  療  日

お申込み方法

月曜日～土曜日／8:00～16:00
第 2･第 4水曜日／レディースデイ

〒064-0810 札幌市中央区南10条1丁目1-30　ホテルライフォート札幌5階

昼食･お食事について
検査終了後、検査の内容によりホテルでの
ビュッフェランチ等ご利用いただけます。

遠方よりお越しのお客様もホテル内にある当センターなら
提携ホテルの宿泊を格安にてご利用いただけます。
当センター受付係までお問い合わせ下さい。

提携宿泊ホテルについて

※女性のみ

食事

宿泊

●キリン
　ビール園

●パークホテル
●
地下鉄中島公園駅 中　島　公　園

「中島公園」駅 出口 3 番から徒歩２分

豊平川→
至
菊
水

旭
山
至
←

ホテルライフォート札幌
5階フロア
札幌健診センター

予約制

北海道

関　東

東苗穂
介護老人保健施設

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム
手　稲

松　伏

社会福祉法人 長沼陽風会

訃　報
心よりご冥福をお祈り申し上げます

訃　報
心よりご冥福をお祈り申し上げます

2016年3月17日（享年87歳）2016年3月26日（享年72歳）

ライオン歴

Ｌ木 村　伸 男
きむら　                のぶお

　岩見沢中央
ライオンズクラブ

ライオン歴

Ｌ伊 藤　政 信
いとう　　　　　  まさのぶ

札幌スノートピア
ライオンズクラブ
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THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF LIONS CLUBS DISTRICT 331-A 2015-2016 

本誌は世界最大の奉仕団体ライオンズクラブの地域情報紙です

ウィ･サーブ･日々･是･獅子道

第62回 地区年次大会
キャビネット役員退任挨拶
合同アクト（第2Ｒ第2Ｚ･第4Ｒ第2Ｚ）

安部キャビネット初の支部誕生！！

ガバナースローガン

2016.62016.6

安部地区ガバナーからガバナーズ・キー を受け取る柏﨑地区ガバナーエレクト（右側）

http ://www.lc331-a. jp 

ライオンズクラブ国際協会 331-A 地区


